
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気きがついたとき、カノは、まぶしい光ひかりに照てらされていた。

　目めの前まえには、見み知しらぬ男おとこがいた。

　その男おとこが、なんだか奇き妙みょうなデザインの懐かい中ちゅう電でん灯とうを、こっちに向むけていた。

「きみの名な前まえは？」と、男おとこがたずねる。

　カノは、まだぼんやりとした頭あたまで、今いまのこの状じょう況きょうについて考かんがえた。

（……ここに……人ひとがいる……ってことは──……）

　ずっと待まち続つづけていた救きゅう助じょが、やっと来きてくれたのか。

　そう思おもいながら、カノはあたりを見み回まわした。

　そばにいるのは……この、懐かい中ちゅう電でん灯とうを持もった男おとこだけのようだった。

「あの……。ノブくん──いっしょにいた、男おとこの子こは……？」

「ああ。あの子こなら、助たすかったよ。亡なくなったのは、きみだけだ」

「そうっすか、よかった。────……えっ？」

　胸むねをなで下おろしたあと。カノは、思おもわず顔かおを上あげて聞きき返かえした。

　男おとこは、悲かなしげな表ひょう情じょうでカノを見みつめて、こう言いった。

「きみの友ともだち──信のぶ樹きくんが助たすかったのは、きみのおかげだ。私わたしはそのことを知しって、きみにぜひ会あいたくなってね。それで、きみが亡なくなったこの場ば所しょに来きたんだよ」

「はあ……。え……？　それじゃ、えっと……。今いまの自じ分ぶんは──」

「いわゆる、幽ゆう霊れいというやつだ」

　男おとこのその言こと葉ばは、予よ想そうどおりのものだった。

　それでも、かんたんに信しんじられるわけではない。

　カノはとりあえず、広ひろげた自じ分ぶんの両りょう手ての平ひらを、見み下おろしてみた。

　……手ての向むこうにある地じ面めんが、うっすら透すけて見みえる。

　さらに、近ちかくに落おちている石いしを拾ひろおうとしてみると。

　カノの指ゆび先さきは、スッと石いしをすり抜ぬけて、ふれることができなかった。

「……うん。幽ゆう霊れいっすね、これは」

　納なっ得とくしたカノは、はあーっと深ふかくため息いきをついた。

　幽ゆう霊れいは息いきをしないから、そのため息いきだって、ポーズだけなのだけど。

「……どうしよう。べつに、化ばけて出でるつもりとか、なかったんですけど。自じ分ぶんが死しんだことに気きづかないと、こんなふうに、幽ゆう霊れいになっちゃうもんなんでしょうか……」

「いや、それはちがうな。少すくなくとも、きみの場ば合あいは」

「……？　どういうことっすか」

　カノは、首くびをかしげて男おとこを見みつめた。

　男おとこの持もつ懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりが、ずっとこっちに向むいていて、まぶしい──……。

　その懐かい中ちゅう電でん灯とうは、四し角かくいブロックを組くみ合あわせた形かたちをしていた。

　まるで、小ちいさな墓はか石いしをひっくり返かえしたようなデザイン。

　墓はか石いしの底そこがライトになっている、という感かんじだ。

　また、スイッチの部ぶ分ぶんは、漫まん画がに出でてくる人ひと魂だまみたいな形かたちだった。

　奇き妙みょうなその懐かい中ちゅう電でん灯とうを、男おとこは、軽かるくゆらして言いった。

「これは、【幽ゆう霊れいライト】というものなんだ。人ひとが死しんだ場ば所しょを、このライトの光ひかりで照てらすと、光ひかりの中なかに死し者しゃの魂たましいがよみがえり、幽ゆう霊れいを出しゅつ現げんさせることができる。──そういう道どう具ぐだよ」

　男おとこの説せつ明めいを聞きいて、カノはポカンとした。

　そんなものがあるのか、とおどろいて。

　そのあとに、疑ぎ問もんがわいてきた。

「……えーっと。それじゃ、あなたは、つまり。じぶ──わたしを、幽霊にするために。わざわざそのライトを持もって、ここまで来きたってことっすか？」

「ああ、そのとおり」

「いったい、どうして……？　あ。もしかして、あなた、ノブくんの知しり合あい？」

「そういうわけではないけどね。ただ、信のぶ樹きくんに関かんしては、きみに話はなしておきたいことがある。……でも、その前まえに。きみを幽ゆう霊れいとしてこの世よによみがえらせた、その理り由ゆうを、話はなしておこう」

　男おとこはカノを見み下おろし、にっこりやさしい笑え顔がおを作つくった。

「さっきも言いったように、信のぶ樹きくんが助たすかったのは、きみのおかげだ。きみが自じ分ぶんの身みを犠ぎ牲せいにしてでも、友ともだちを生いかそうとしたからだ。……すばらしい！」

　うっとりと、ため息いきまじりに男おとこは言いう。

「きみのような存そん在ざいは、この世よの中なかに必ひつ要ようだ。自じ分ぶんのことより人ひとのことを大だい事じにできる、そんなやさしい心こころの持もち主ぬしはね。──だから、この世よに留とどまっていてほしかったんだ」

　男おとこは、真しん剣けんなまなざしでカノを見みつめる。

　カノは、どう反はん応のうしていいかわからずに、ただただとまどうばかりだった。

　そんなカノを見みて、男おとこは、ふっとまた表ひょう情じょうをやわらげた。

「名な乗のりおくれてしまったね。私わたしは、光みつ凪なぎという者ものだ」

「……あ。っと。自じ分ぶんは、カノです。願ねがいを叶かなえる、の『叶かのう』って字じで、カノ──……」

「うん。記き憶おくも意い識しきも、どうやらしっかりしているようだね」

「……はあ」

　カノは、ポリポリとうしろ頭あたまをかいた。

　指ゆび先さきに、ふわっとした感かん触しょくがあった。幽ゆう霊れいになって自じ分ぶんをさわると、こんな感かんじなのか。

　男おとこ──光みつ凪なぎは、「あのね、カノ」と、とてもうれしそうにその名なを呼よんだ。

「きみに、頼たのみがあるんだ」

「へ？　……幽ゆう霊れいの、自じ分ぶんにっすか？」

「ああ。幽ゆう霊れいに──もう、人ではないものになったきみにだからこそ、頼たのめることなんだ」

　光みつ凪なぎの瞳ひとみは、キラキラとくもりなく、かがやいているように見みえた。

【幽ゆう霊れいライト】を、カノの姿すがたを照てらしたまま地じ面めんに置おいて。

　光みつ凪なぎは、持もっていたカバンから、一冊さつの本ほんを取とり出だした。

　豪ごう華かな飾かざり模も様ようが型かた押おしされた、真まっ白しろな本ほん。

　装そう丁ていが凝こっているわりに、その本ほんの表ひょう紙しには、タイトルも作さく者しゃ名めいも記しるされていない。

「これは、不ふ思し議ぎな力ちからを持もった道どう具ぐを注ちゅう文もんするための、カタログなんだ。【幽ゆう霊れいライト】も、これを使つかって取とり寄よせたものでね。……でも、このカタログは、人にん間げんには使つかうことができないんだ」

「……それじゃあ。光みつ凪なぎさんは、人にん間げんではないんですか？」

「いいや。私わたしは人にん間げんだから、自じ分ぶんでこのカタログを使つかうことはできない。だから、協きょう力りょく者しゃが必ひつ要ようなんだよ。そこできみに、協きょう力りょく者しゃの一人ひとりになってほしいというわけだ」

「光みつ凪なぎさんの代かわりに、自じ分ぶんがこのカタログで、道どう具ぐを注ちゅう文もんすればいいってことっすかね？」

「そう、そのとおり。──だけど、それだけじゃない」

　光みつ凪なぎは、大おおきく腕うでを広ひろげ、声こえを張はり上あげて言いった。

「私わたしはね、カノ。きみに、神かみさまになってほしいと思おもっているんだ。今いまよりも、もっと良よい世せ界かいを──みんなが幸しあわせに暮くらせる世せ界かいを、作つくるために！」
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　タイトルも作さく者しゃ名めいも書かかれていない、ただ真まっ黒くろな表ひょう紙しの本ほん。

　それを無む言ごんで見みつめる、少しょう女じょと男おとこの二人ふたり組ぐみがいた。

　ショッキング・ピンクのパーカーに、交まじりっけない銀ぎん髪ぱつ。右みぎの目めには、ハートにバッテンマークを重かさねた柄がらの眼がん帯たい。──そんな派は手でな格かっ好こうをした少しょう女じょの名なは、のぞめ。

　日ひよけのついた帽ぼう子しに、ぶあついマフラー。それらの間あいだからのぞく顔かおは、目め鼻はな立だちも表ひょう情じょうもない、影かげの塊かたまり。──そんなあやしい姿すがたをした男おとこの名なは、ニエノ。

　のぞめもニエノも、人にん間げんではない。

　どちらも、もとは人にん間げんだったけれど、それはもう昔むかしのこと。

　今いまは──世よにも奇き妙みょうなカタログを使つかって、人にん間げんの失しつ望ぼうを集あつめて生いきる【魔ま】の者ものだ。

【魔ま】になってからというもの、二人ふたりは相あい棒ぼうとして、ずっといっしょに失しつ望ぼうを集あつめてきた。

　といっても、失しつ望ぼう集あつめのために使つかうカタログは、いつものぞめのものだった。

　ニエノは、【魔ま】になったときに一冊さつ目めのカタログを手てに入いれたきり、そのカタログを使つかうこともなく、カバンにしまいこんだまま忘わすれていた。

【魔ま】の者ものが持もつ特とく別べつ製せいのカバンは、いくらでもいろんなものを詰つめこめるから。

　そんなカバンの奥おくに、長ながい間あいだ入いれっぱなしだったカタログは、もうどこにいったかもわからなくなっていた。

　それが、最さい近きんふとした気きまぐれで、カバンの中なかを整せい理りしてみたところ。

　行方ゆくえ不ふ明めいになっていたニエノのカタログが、思おもいがけず出でてきたのである。

　そこで二人ふたりは、どうせだからと、今こん回かい、ニエノのカタログを使つかってみることにしたのだが。

「ほ……本ほん当とうなんですか？　のぞめさん」

「う、うん。右みぎ眼めの蝶ちょうを飛とばして、様よう子す見みてたけど……たぶんこれ、試し供きょう品ひんに〈失しつ望ぼう〉マーク、ついてると思おもう」

　のぞめとニエノは、真まっ黒くろなカタログの表ひょう紙しを見みつめたまま、ごくりとのどを鳴ならした。

　カタログのアイテムを使つかって、人にん間げんの〈望のぞみ〉を〈失しつ望ぼう〉に変かえると、カタログの目もく次じに変へん化かが起おこる。目もく次じに載のっているアイテム名めいの横よこに、〈失しつ望ぼう〉マークがスタンプされるのだ。

　一冊さつのカタログにつき、五つの奇き妙みょうな商しょう品ひんと、一つの奇き妙みょうな試し供きょう品ひん。

　合あわせて六つのアイテムに、すべて〈失しつ望ぼう〉マークがスタンプされれば、カタログの持もち主ぬしは「特とく典てん」を手てに入いれることができる。

　のぞめとニエノは、これまで一いち度ども、六つのマークをそろえられたためしがなかった。

　けれど、今こん回かいは。

「やったね、ニエノさん。まさか一冊さつ目めのカタログで、〈失しつ望ぼう〉マーク、コンプリート達たっ成せいなんて！　……チッ」

「や、やめてくださいよ。そんな、舌した打うちとかされても」

「だって──私わたしなんか、今いままで何なん冊さつカタログ使つかったか、もう覚おぼえてないくらいなんだよ!?　そんだけやっても、ずーっと失しっ敗ぱい続つづきだってのに！　う～も～。ニエノさんばっかり、ずるいずるい、ずーるーいー！」

「そう言いわれましても……。いや、でも、すみません。どっちのカタログ使つかっても、二人ふたりで協きょう力りょくして失しつ望ぼうを集あつめることには、変かわりないですもんね。なのに、よりによって、一冊さつしかないぼくのカタログを使つかったタイミングで、たまたまこんなことになるとは……」

　うーうーうなりながらにらみつけてくる相あい棒ぼうを前まえに、ニエノはすっかりこまってしまった。

「えっと……。とりあえず、本ほん当とうに、コンプリートできているかどうか、確かく認にんしましょう！」

「…………そーだね」

　のぞめは、むすっとしたままうなずいた。

「に、しても。今こん回かいの試し供きょう品ひん──【神かみさまの皮かわ】を渡わたした人にん間げん、あんなことになるとはなー」

「あんなこと、って……何なにがあったんです？　そんなに、予よ想そう外がいのことが起おこるようなアイテムだったんですか？　あれ」

「アイテムが、っていうか──……今こん回かいは、予よ想そう外がいの『横よこやり』が入はいってきてさ」

　そんなことを言いい交かわしつつ。

　二人ふたりは、目もく次じのマークをたしかめるために、ニエノのそのカタログを開ひらいた。
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「わあ……。こんなとこ、行いってみたいなあ……」

　ポスターの前まえで、文ふ月づきはため息いきまじりにつぶやいた。

　この駅えきの通つう路ろには、いろいろな観かん光こうポスターが貼はられている。

　それらのポスターを、通とおりすがりにながめていくのが、文ふ月づきはとても好すきだった。

　観かん光こう地ちの美うつくしい街まち並なみ。大だい自し然ぜんの壮そう大だいな景け色しき。

　島しま、雲うん海かい、神じん社じゃやお寺てら、花はな畑ばたけ……。

　ポスターに使つかわれているそんな写しゃ真しんを見みていると、わくわくして、胸むねがときめく。

　今いま、文ふ月づきが立たち止どまってながめているのは、海うみが見みえる駅えきのホームの写しゃ真しん。

　愛え媛ひめ県けんにある下しも灘なだ駅えき、という駅えきらしい。

「電でん車しゃを乗のり継ついでいけば……このポスターの場ば所しょにも、たどりつけるのかあ」

　それってなんだか、すごいことに思おもえてしまう。

　よく旅りょ行こうする人ひとにとっては、なんてことない、あたりまえのことかもしれないけれど。

（わたしの世せ界かいって、せまいよな）

　この観かん光こうポスターのある通つう路ろを通とおるたび、文ふ月づきは思おもう。

　世よの中なかには、こんなにもすてきな景け色しきの場ば所しょが、いろいろあるのに。

　行いってみたい、とあこがれるだけで、じっさいそこへ行いけるわけではない。

　そんな自じ分ぶんにとって、それらの場ば所しょは、存そん在ざいしないのと同おなじようなものなのだ。

　現げん実じつには存そん在ざいしない、今いまいるここから切きりはなされた、写しゃ真しんの中なかだけの世せ界かい──……。

（わたしにとっての「世せ界かい」なんて、せいぜい小しょう学がっ校こうの学がっ区く内ない。それから、こうして電でん車しゃで通かよってる、駅えき前まえの塾じゅくのまわりくらい……）

　それが、文ふ月づきが肌はだで感かんじられるリアルな世界の、だいたいすべて。

　せまっくるしい、小ちいさな世せ界かい。

　その世せ界かいと、ポスターの写しゃ真しんの中なかの世せ界かいとが、本ほん当とうはひとつながりの同おなじ世せ界かいだなんて──頭あたまではわかっていても、どうにも実じっ感かんがわかないことだった。

（大人おとなになったら、わたしの世せ界かいも、もっともっと広ひろがるのかな。高たかいお金かねを払はらって、遠とおくまで行いける電でん車しゃのキップを買かって──……このポスターの写しゃ真しんの場ば所しょにも、いつか、行いけるようになるのかなあ）

　ぼんやりと、文ふ月づきはそんなことを考かんがえた。

　そのとき。

「キップはいりませんか？」

　ふいに声こえをかけられて、文ふ月づきはふり向むいた。

　そこには、一人ひとりの男おとこが立たっていた。

　つばの広ひろい帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、首くびにぶあついマフラーを巻まいた男おとこ。

　その顔かおは、帽ぼう子しとマフラーの影かげで覆おおわれて、何なにも見みえないくらいに真まっ暗くらだった。

「……キップ？」

　と、文ふ月づきは、思おもわず男おとこに聞きき返かえした。

　聞ききまちがいかもしれない、と思おもいながら。

　だって、キップって、券けん売ばい機きで買かうものなんじゃないのか？

　こんな駅えきの通つう路ろなんかで、通つう行こう人にんにキップを売うる人ひとなんて、いるものだろうか……？

　しかし、文ふ月づきの疑ぎ問もんをよそに。

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、帽ぼう子しをゆらしてうなずき、こう言いった。

「ええ、キップです。あなたがさっきからながめている、そのポスターの──その写しゃ真しんの場ば所しょへ、行いくことのできるキップですよ」

「……へえ？」

　文ふ月づきは、あいまいに首くびをかしげた。

　よくわからないけど、この観かん光こうポスターと提てい携けいした、特とく別べつなキップとか？　そういうものがあるのだろうか？

「でも……あの。このポスターに写うつってる場ば所しょって、愛え媛ひめ県けんにある駅えきでしょ？　こっからだと、すごく遠とおいじゃない。そんなとこまでのキップっていったら……かなり、高たかいよね？」

　きっと、小しょう学がく生せいがかんたんに買かえる値ね段だんじゃないはずだ。

　そう思おもいつつ、文ふ月づきはポスターの青あおい海うみから目めをそらして、うつむいた。

　ところが、そのキップ売うりの言いうことには。

「このキップは、一枚まいたったの百円えんです。しかも、これを使つかえば、このポスターの写しゃ真しんの場ば所しょにかぎらず──……そっちのポスターでも、あっちのポスターでも、お好すきな写しゃ真しんの場ば所しょを選えらんで、そこへ行いくことができますよ」

　それを聞きいて、文ふ月づきは「ええっ!?」とおどろいた。

「そ、そんな、安やすくて便べん利りなキップがあるの？」

「ええ。それが、こちらの──」

　と、キップ売うりは、文ふ月づきに一枚まいのキップを差さし出だした。

「──【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】というキップです」
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「……写しゃ真しんの中なか……行ゆき……？」

　その奇き妙みょうなキップの名な前まえを、文ふ月づきは、思おもわず口くちに出だしてつぶやいた。

　差さし出だされたキップに、じっと目めを落おとす。

　すると、それはたしかに。
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　と、「今いまいるここ」から「写しゃ真しんの中なか」へ、行いって帰かえってくるためのキップにちがいなかった。

　……これが、本ほん当とうに使つかえるキップなら、の話はなしだが。

「これは、おもちゃでも偽にせ物ものでもありません。正しょう真しん正しょう銘めい、本ほん当とうに使つかえるキップなので、ご安あん心しんを」

　たずねるより先さきに、キップ売うりにそう言いわれてしまった。

　文ふ月づきは「うーん」と苦にが笑わらいを浮うかべる。

　ご安あん心しんを、と言いわれても……こんな非ひ現げん実じつ的てきな話はなしは、さすがに、ちょっと。

「夢ゆめのある話はなし、ではあるけどさ」

「おや。どうやら、信しんじていないようですね。……ですが、夢ゆめやロマンを買かうというのも、たまには悪わるくないものですよ。手てごろな値ね段だんで買かえるものなら、なおさらね」

「……ん。……んん」

　キップ売うりのその言こと葉ばに、文ふ月づきは、ぐらりと心こころを動うごかされた。

（まあ……たしかに、そうかも。百円えんなんて、自じ販はん機きでジュース買かったら、一回かいでなくなっちゃうようなお金かねだし）

　それなら、いつもみたいに、おいしいとわかっているジュースを買かうよりも。

　不ふ思し議ぎで奇き妙みょうでとってもあやしい、こんな悪わるふざけみたいな買かい物ものに、百円えん払はらってみるというのも、バカバカしくて楽たのしい気きがする。

「おにいさん、なかなか商しょう売ばい上じょう手ずだね。──よし、いいよ。【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】の話はなしにときめいたから、そのキップを一枚まい、買かうことにする」

「それは、どうも。お買かい上あげ、ありがとうございます」

　そうして文ふ月づきは、財さい布ふから出だした百円えん玉だまと引ひき換かえに、その往おう復ふくキップを受うけ取とった。

「では。使つかい方かたは、キップの裏うら面めんをごらんください」

　うながされ、文ふ月づきはキップを裏うら返がえす。

　そこには、こう書かかれていた。

『このキップを、お好すきな写しゃ真しんに貼はりつけてお使つかいください。』

　それを読よんで、文ふ月づきがふたたび顔かおを上あげると。

　目めの前まえにいたはずのキップ売うりは、いつの間まにか、どこかに消きえていた。

「…………。……と、とりあえず。……キップ、使つかってみちゃおっかな」

　つぶやいて、文ふ月づきはあたりを見み回まわした。

　ちょうど今いま、通つう路ろにはひと気けがなく、がらんとしている。

　ポスターにキップを貼はりつける、なんておかしなことをするのなら、まわりに人ひとのいない今いまがチャンスだ。

「えっと。どれでも、好すきな写しゃ真しんに貼はりつければいいんだよね。どうしよっかな。……観かん光こうポスターの写しゃ真しん、どれもすてきだし、どの場ば所しょも行いってみたいけど──……」

　文ふ月づきは、少すこし迷まよったあと。

「でも、やっぱり、これにしよう」

　と、海うみが見みえる駅えきのホーム──愛え媛ひめ県けんにある下しも灘なだ駅えきの写しゃ真しんが使つかわれた、さわやかな青あおい景け色しきのポスターに、ぺたりとキップを貼はりつけた。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　キップが、すうっと写しゃ真しんの中なかに吸すいこまれた。

「えっ……!?」

　文ふ月づきは目めを丸まるくする。

　キップは、写しゃ真しんの中なかにあるホームの地じ面めんに、はらりと舞まい落おちて。

　かと思おもえば、キップが落おちたその場ば所しょから、一いっ本ぽんの線せん路ろが生はえてきた。

「うわっ……！」

　文ふ月づきは、思おもわずポスターの前まえから飛とびのいた。

　ぐうん、と写しゃ真しんの中なかの線せん路ろが伸のびて、こっちに迫せまってきたからだ。

　ポスターから、線せん路ろの先さきが飛とび出だした。

　その線せん路ろは、文ふ月づきのいる通つう路ろを横よこ切ぎる形かたちで、そこに敷しかれた。




　──ガタン、ゴトン……ガタン、ゴトン……




　ポスターから響ひびいてきた音おとに、文ふ月づきは、ハッとふり向むいた。

　電でん車しゃが、こっちに向むかって走はしってきていた。

　黒くろっぽい、レトロなデザインの一両りょう電でん車しゃ。

　それもまた、ポスターから飛とび出だして、通つう路ろに敷しかれた線せん路ろの上うえで停てい車しゃした。
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「…………う。……うそでしょ」

　息いきをのむ文ふ月づきの前まえで。

　ぷしゅー、と電でん車しゃのドアが開ひらいた。

　文ふ月づきは、吸すいよせられるようにふらふらと、そのドアへと近ちかづいた。

　信しんじられない出で来き事ごとに、まだ頭あたまの整せい理りが追おいつかない。

　夢ゆめを見みているような心ここ地ちで、その電でん車しゃに乗のりこむと──……。

「ご乗じょう車しゃ、ありがとうございます」

　電でん車しゃの中なかには、先さきほどのキップ売うりの男おとこがいた。

　服ふく装そうは、車しゃ掌しょうさんの制せい服ふくのようなやつに変かわっているが、同おなじ男おとこにちがいない。

　その顔かおは、あいかわらず真まっ暗くらだった。

「この電でん車しゃは『写しゃ真しんの中なか』行ゆきです。お乗のりまちがいはありませんか？」

「あ……はい」

「それでは、キップを切きらせていただきますね」

　男おとこの手てには、さっき写しゃ真しんの中なかへと落おちていった、あの往おう復ふくキップがあった。

　そのキップを、男おとこはペンチのような形かたちの道どう具ぐで、バチン、とはさんだ。

「帰かえりの電でん車しゃに乗のるときも、このキップが必ひつ要ようになるので、なくさないように気きをつけて」

　そう言いって、男おとこは文ふ月づきにキップを返かえした。

　キップの端はしは、小ちいさく蝶ちょうの形かたちに欠かけていた。

　それはどうやら、今いまの「バチン」によって、切きり抜ぬかれた部ぶ分ぶんらしかった。

（なんか、こういうの、古ふるい漫まん画がで見みたことあるかも！　昔むかしは、こんなふうに「キップを切きって」から、電でん車しゃに乗のってたんだよね……！）

　欠かけたキップの端はしを見みつめて、文ふ月づきは、こみ上あげる笑えみに目めを細ほそめた。

　このキップは、本ほん当とうに、本ほん物ものだったんだ……！

　ようやくそれが実じっ感かんできて、胸むねがドキドキしてきた。

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、運うん転てん席せきに入はいっていった。

　その直ちょく後ご、電でん車しゃのドアが閉しまって、ジリリリリ……と、ベルが鳴なる。

　発はっ車しゃのベルだ。文ふ月づきは、あわててイスに座すわった。

（……ん？）

　そこではじめて気きづいたが、電でん車しゃの中なかにはもう一人ひとり、女おんなの子この乗じょう客きゃくがいた。

　向むかい側がわの席せきの端はしっこに、その子こはちょこんと座すわっていた。

　中ちゅう学がく生せいくらいだろうか？　このレトロな電でん車しゃの雰ふん囲い気きには、あんまり似に合あっていない、派は手でな格かっ好こうの子こだ。

　ショッキング・ピンクのパーカー。銀ぎん色いろに染そめた髪かみの毛け。それに、右みぎの目めの眼がん帯たい。

　パーカーとおそろいの色いろをした、やっぱり派は手でなその眼がん帯たいには、ハートにバッテンを重かさねたマークが描えがかれていた。

　そのとき、女おんなの子こが、ふいにこっちに目めを向むけた。

　文ふ月づきと目めが合あうと、その子こは、人ひとなつっこくにこっと笑わらった。

　文ふ月づきも、思おもわずにこっと笑わらい返かえした。

　発はっ車しゃのベルが鳴なり止やんで、電でん車しゃがついに、動うごき出だす。

　ズウウウウ──……と。かすかな振しん動どうとともに、電でん車しゃの先せん頭とうがポスターにぶつかり。

　そうして、写しゃ真しんの外そとから、中なかへ。

　不ふ思し議ぎな電でん車しゃは、境きょう界かいを越こえた。

「……──まぶしいっ」

　文ふ月づきは、思おもわず片かた手てで目めをおおった。

　目めがくらんでいるうちに、電でん車しゃはまた停てい車しゃした。

　あっという間まの到とう着ちゃくだった。──ポスターの写しゃ真しんは、駅えきのホームがすぐそこにあるものだったから。そのホームまでなら、電でん車しゃもほとんど走はしる必ひつ要ようがなかったのだろう。

　やがて、だんだんと、目めが光ひかりになれてきた。

「……わ……あああ……！」

　まぶしい日ひ差ざしの中なかで、文ふ月づきは目めを見み開ひらいた。

　電でん車しゃの窓まどの外そとには、真まっ青さおな海うみと空そらがあった。

　文ふ月づきたちの乗のっている一両りょう電でん車しゃは、駅えきのホームにむりやり敷しかれた線せん路ろの上うえで、停てい車しゃしているようだった。

「つ……着ついたんだよね？　写しゃ真しんの中なかに！　……ねえ。これって、外そとに出でてもいいのかな!?」

　立たち上あがって、ピンクのパーカーの少しょう女じょに、文ふ月づきはたずねた。

　たずねるべき相あい手てが、はたしてその子こでいいのかは、よくわからなかったが。

　けれど、その子こは物もの知しり顔がおで、にっこり笑わらってうなずいた。

「もちろん、いいよ！　ただし、電でん車しゃを降おりてから一時じ間かん後ごには、そのキップを持もって、ぜったいここにもどってきてね」

「一時じ間かん……？」

「うん。あなたが電でん車しゃを降おりてから、ちょうど一時じ間かん後ごが、この電でん車しゃの発はっ車しゃ時じ刻こくだから。もしも乗のりおくれたら、この電でん車しゃは、二に度どとここにはもどってこないよ」

　それを聞きいて、文ふ月づきはちょっと不ふ安あんになった。

　もし、家いえから遠とおく離はなれたこんな場ば所しょに、置おいていかれてしまったら……。

「だいじょーぶだいじょーぶ！　不ふ安あんなら、このホームから動うごかなきゃいいんだし」

「そ……そっか。そうだよね！」

　少しょう女じょの言こと葉ばに背せ中なかを押おされ、文ふ月づきは、意い気き揚よう々ようとドアに向むかった。

　ドアの前まえに立たつと、待まちかまえていたかのように、それは開ひらいた。

　外そとに出でようとした文ふ月づきは、そこで、ふと少しょう女じょをふり向むいた。

「ところで、あなたは降おりないの？」

「私わたしは、キップを持もってないもん。降おりたらもう、この電でん車しゃに乗のれなくなっちゃうよ」

「……ふーん」

　キップを持もってない。ってことはもしかして、この子こは乗じょう客きゃくじゃないんだろうか。

　この電でん車しゃやキップのこと、なんだかよく知しってるみたいだし。

　あの真まっ暗くらな顔かおの車しゃ掌しょうさん？　と同おなじで、そこらへんの関かん係けい者しゃなのかもしれない。

（なんだか、不ふ思し議ぎな感かんじのする子こだな……）

　そう思おもいつつ、文ふ月づきは、しかたなく一人ひとりで電でん車しゃを降おりた。

　それと同どう時じに、背はい後ごで、電でん車しゃのドアが閉しまる音おとがした。

「……えっ」

　ふり返かえると──。

　黒くろっぽい一両りょう電でん車しゃは、てろてろと溶とけて流ながれるように、たちまち消きえてなくなった。

　それが走はしるために敷しかれた線せん路ろも、いっしょにあとかたもなく、消きえ去さった。

　そのとたん。

　波なみの音おとが響ひびいて、海うみがキラキラときらめいて、潮しお風かぜがぶわあっと肌はだに吹ふきつけた。

　それまで時ときの止とまっていた景け色しきが、今いまいっせいに、動うごき出だしたかのようだった。

「うっきゃあああああ──……！」

　海うみだ。本ほん物ものの海うみ。ポスターの写しゃ真しんと、本ほん当とうにおんなじ景け色しき！

「きもちいー！　潮しおの香かおりがするー！　そっかー、海うみってこんなんだっけ。前まえ、いつか海うみに来きたのなんて、もうほとんど覚おぼえてないくらい昔むかしだもんなー」

　海うみに向むかって、大おおきな声こえでひとり言ごとをしゃべる。

　駅えきのホームには、ほかに人ひとがいなかった。ここは、思おもっていたよりずっと小ちいさな駅えきだった。

　それでも、少すこしすると駅えきに電でん車しゃがやってきて、けっこう人ひとが降おりてきた。

　何なん人にんもの人ひとたちが、カメラやスマホを海うみに向むけ、写しゃ真しんを撮とってから駅えきを出でていった。

（うう。わたしも、駅えきの外そとに出でてみたい！　海かい岸がん沿ぞいを、のんびり散さん歩ぽとかしたいなあ）

　せっかく、こんな場ば所しょに来こられたのだから……。

　誘ゆう惑わくにかられて、文ふ月づきは、うずうずとホームで足あし踏ぶみした。

　まだ、時じ間かんはあるはずだ。あの電車の発はっ車しゃ時じ刻こくまでに、このホームに帰かえってくればいいんだから。のんびりとはいかなくても、ちょっと散さん歩ぽをするくらい……。

　文ふ月づきは、なくさないようしっかり手てに持もったキップに、目めを落おとす。

（あ、でも──）

　そこで、文ふ月づきはハッとした。

　考かんがえてみれば。この不ふ思し議ぎなキップを使つかってここに来きた自じ分ぶんは、この駅えきに停とまるふつうの電でん車しゃのキップを、持もっていない。

　それじゃあどっちみち、この駅えきからは出でられないじゃないか。

（なあんだ、残ざん念ねん。……ま、しょーがないかあ）

　あきらめがついて、文ふ月づきはホームのベンチに腰こしを下おろした。

　そこから海うみをながめつつ、文ふ月づきは時じ間かんが来くるのを待まった。

　それはそれで、のんびりゆったりできて、楽たのしかった。

　そして──。

　文ふ月づきがあの電車を降おりてから、一時じ間かん後ご。

　手てに持もっていたキップが、カッと光ひかってあたりを照てらした。

　それとともに、あの黒くろっぽい一両りょう電でん車しゃが、ホームに姿すがたを現あらわした。

　溶とけて流ながれるように消きえたときの、逆ぎゃく再さい生せいのように。もちろん、線せん路ろもいっしょにだ。

　瞬しゅん間かん。まわりから、音おとが消きえた。

　潮しお風かぜも止やんで、海うみの波なみもきらめきを止とめた。

　ホームにいたほかの人ひとや、ホームから見みえる道どう路ろを走はしっていた車くるまも、みんな動うごかなくなった。

　ぷしゅー、と。無む音おんの世せ界かいに、電でん車しゃのドアの開ひらく音おとが響ひびいた。

「発はっ車しゃ時じ刻こくだよー」

　車しゃ内ないから、ピンクのパーカーの少しょう女じょが告つげた。

「キップ、ちゃんと持もってるー？」

「う、うん。もちろん！」

　少しょう女じょにキップを見みせながら、文ふ月づきは電でん車しゃに乗のりこんだ。

　ベルが鳴なり、電でん車しゃが発はっ車しゃする。

　電でん車しゃの正しょう面めんには、そこだけ四し角かくく切きり取とられたような、別べつの景け色しきがあった。

　ちょうど、ポスターと同おなじくらいの大おおきさの四し角かく。

　その中なかに見みえる景け色しきは、文ふ月づきがもといた駅えきの通つう路ろ。

　走はしり出だした電でん車しゃは、その四し角かくい景け色しきにぶつかって──。

　境きょう界かいを、ふたたび越こえた。




　文ふ月づきは無ぶ事じ、「写しゃ真しんの外そと」へと帰かえってきた。

　そうして、もとの駅えきの通つう路ろで、電でん車しゃから降おりようとしたとき。

「次じ回かいのキップは、どういたします？」

　と、運うん転てん席せきから出でてきた男おとこがたずねた。

「え……！　また、同おなじキップを売うってもらえるの!?」

「ええ、もちろん。何なん度どでも、お好すきなだけご購こう入にゅういただけますよ」

「ほ……ほんとにいいいいー!?」

　やったー、と、文ふ月づきは飛とび上あがってよろこんだ。

　もちろん、次つぎのキップは、その場ばで迷まよわず買かって帰かえった。
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　二枚まい目めのキップを使つかったのは、翌よく週しゅうのこと。

　その日ひも、電でん車しゃで塾じゅくに行いった帰かえりだった。

　文ふ月づきはまた、人ひとのいない時じ間かんを見みはからって、駅えきの通つう路ろのポスターに、【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】を貼はりつけた。

　今こん回かいのポスターの写しゃ真しんは、屋や久く島しまの森もりの中なか。

　地じ面めんは一いち面めん、苔こけむした岩いわや木きの根ねで、ごろごろぼこぼこしている。道みちなんて見み当あたらない。上うえを見みても下したを見みても、写しゃ真しんのずっと奥おくまで、緑みどり色いろの景け色しきが続つづいている──……そんな写しゃ真しん。

「ここも、ずっと行いってみたいと思おもってたんだよね……！」

　ポスターに貼はりつけたキップは、前ぜん回かいと同おなじように、すうっと写しゃ真しんの中なかに吸すいこまれ。

　苔こけにおおわれた、大おおきな岩いわの上うえに、はらはらと舞まい落おちた。

　そこから線せん路ろが生はえてきて、その線せん路ろの上うえを走はしって、写しゃ真しんの中なかから電でん車しゃが飛とび出だす。

　電でん車しゃに乗のって、キップを切きってもらって。

　さあ──出しゅっ発ぱつ！

「ねえ、ねえ。そういえばさ」

　文ふ月づきは、向むかい側がわの席せきに話はなしかけた。

　そこには、前ぜん回かいと同おなじように、ピンクのパーカーの少しょう女じょが座すわっていた。

「この前まえ、駅えきのホームの写しゃ真しんの中なかに入はいったときにね。ちょっと、気きになったんだけど」

「うん。なあに？」

「もし、だよ？　もし、わたしがあの駅えきで、ふつうのキップを買かって、ふつうの電でん車しゃに乗のったとしたら──それでも自じ分ぶんの家いえに帰かえることって、できるのかな？」

「……それはつまり、【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】を使つかわなくても、この電でん車しゃに乗のらなくても、ってことだね？」

　問とい返かえされて、うんうん、そういうこと、と文ふ月づきはうなずく。

　パーカーの少しょう女じょは、ほほ笑えんで、こほんと小ちいさく咳せきばらいした。

「では、教おしえてあげましょう。その答こたえは──……できます！　『写しゃ真しんの中なか』っていっても、その往おう復ふくキップで行いける場ば所しょは、ちゃーんと現げん実じつの世せ界かいだからね。現げん実じつ世せ界かいを再さい現げんした作つくりものとか、そういうんじゃないからさ。そこにあるものや、そこにいる人ひとたちも、ぜーんぶ本ほん物ものだよ」

「そ、そうなんだ……！」

　文ふ月づきは、ホッと胸むねをなで下おろした。

　写しゃ真しんの中なかも外そとも、ひとつながりの同おなじ世せ界かい。

　だったら、長ながい時じ間かんとたくさんのお金かねを、使つかいさえすれば。

　自じ分ぶんの家いえから、ポスターの写しゃ真しんに写うつる遠とおい場ば所しょまで、たどりつけるように。その写しゃ真しんの場ば所しょから、自じ分ぶんの家いえにたどりつくことだって、できるわけだ。

（ってことは……この往おう復ふくキップは、本ほん当とうに、すっごくお得とくなキップなんだなあ。どんなに遠とおい場ば所しょだって、往おう復ふくの交こう通つう費ひが、たった百円えんですむんだもん！　おまけに移い動どう時じ間かんもかからない！　うーん、めっちゃ手て軽がるで気き軽がる……！）

　そして、もしも万まん一いち、帰かえりの電でん車しゃに乗のれなくなっても。

　時じ間かんとお金かねと手て間まはかかるが、家いえに帰かえれなくなるわけじゃない。

　電でん車しゃとか、バスとか、あるいは飛ひ行こう機きとか、そういう交こう通つう機き関かんがあれば──。

（……ん？　交こう通つう機き関かん？）

　そこで、文ふ月づきはハッとした。

　前ぜん回かいの行いき先さきは、海うみが見みえる駅えきのホーム、だったけど。

　今こん回かいの行いき先さきは、そういえば──……。

「さ、着ついたよ」

　と、少しょう女じょが言いった。

　電でん車しゃのドアが、ぷしゅー、と開ひらく。

　電でん車しゃの外そとは、目もく的てき地ちである写しゃ真しんの中なか──屋や久く島しまの、広ひろい大おおきな森もりの、ど真まん中なかだ。

「どうしたの？　外そとに出でないの？」

「う……。あ、あの……」

　文ふ月づきは、ドアの向むこうの景け色しきを見みつめ、足あしをすくませた。

　ふり返かえって、おずおずと、少しょう女じょにたずねる。

「あの、さ……。これってさ。発はっ車しゃ時じ刻こくまでの一時じ間かん、電でん車しゃに乗のったまま、景け色しきをながめて過すごすってわけには──」

「んー、そういうわけにはいかないなー」

　にこにこ笑えみを浮うかべたまま、少しょう女じょはあっさりそう返かえした。

「この電でん車しゃの発はっ車しゃ時じ刻こくは、あくまでも、あなたが電車を降りてから一時じ間かん後ご──。だから、あなたが電でん車しゃを降おりないかぎり、いつまでたっても永えい遠えんに、発はっ車しゃ時じ刻こくにはならないよ」

　それを聞きいて、文ふ月づきはうう、と顔かおをゆがめた。

　行いき先さきに、深ふかく考かんがえずこの場ば所しょをえらんだのは、失しっ敗ぱいだったかも……。

　そう思おもうが、今いまさらもう、しかたない。

　ええいっ、と。意いを決けっして、文ふ月づきは電でん車しゃの外そとに出でた。

　それと同どう時じに、電でん車しゃのドアが閉しまって、電でん車しゃと線せん路ろは消きえ去さった。

　とたんに、まわりの景け色しきが動うごき出だす。

　きらめく木こもれ陽び、重かさなり合あう鳥とりの声こえ。

　川かわのせせらぎ、木き々ぎのざわめき、すがすがしい緑みどりと土つちの匂においを乗のせた風かぜ──……。

「うおおおお……大だい自し然ぜん──！」

　どこを向むいても、人ひとの作つくったものなんて、いっさい見み当あたらない。

　……いや。観かん光こうポスターの写しゃ真しんに使つかわれるような場ば所しょなのだから、ちょっと移い動どうして探さがしてみれば、道みちとか看かん板ばんとか、じつはそのへんにあるのかもだが。

　それでも、ざっと見みたところは、「人ひとの世せ界かいから切きりはなされた」風ふう景けいに違ちがいない。

　こんな場ば所しょが、日に本ほんにあるなんて──。

「なんか……なんか──こんなとこにいると、自じ分ぶんが人にん間げんじゃなくなったみたい……！」

　森もりの精せい霊れいとか、森もりに住すむ妖よう怪かいとか、そんなものにでもなった気き分ぶんだ。

　文ふ月づきは、胸むねの奥おく深ふかくまで、澄すんだ空くう気きを思おもいっきり吸すいこんだ。

　──が。

　ほどなくして、我われに返かえる。

　そうだ。ここには、人ひとの作つくったものが見み当あたらない。

　電でん車しゃも、バスも、飛ひ行こう機きも。それどころか、道みちさえも……。

　文ふ月づきは、ごくりとつばを飲のんだ。

「こ……こんなところで、もし、帰かえりの電でん車しゃに乗のりおくれたら……」

　そんなことになったら、大たい変へんだ。この広ひろい大おおきな森もりの中なかで、きっと遭そう難なんしてしまう。

　近ちかくに道みちはあるのかもしれない。でも、それを探さがそうとしてここから動うごけば、たちまち迷まよってしまいそうだ。

「もし、そうなったら……。携けい帯たい電でん話わも持もってないから、助たすけも呼よべないし……。自じ力りきで家いえに帰かえるなんて、ぜったいできっこないよ……！」

　手てに持もったキップを、文ふ月づきはあわててポケットに入いれた。

　何なにがなんでも、これを落おとさないようにしなくっちゃ……！

「と……とにかく、ここから動うごいちゃだめだ。あと一時じ間かん……。電でん車しゃがまた現あらわれるまで、ここでじっと待まってないと……！」

　もはや、大だい自し然ぜんを楽たのしむよゆうはなかった。

　文ふ月づきはその場ばにうずくまり、ただひたすら、そこで時じ間かんが経たつのを待まった。

　ときおり、大おおきな鳥とりの鳴なき声ごえや、正しょう体たい不ふ明めいの物もの音おとが響ひびくたび、心しん臓ぞうがちぢみ上あがる。

　この大だい自し然ぜんの森もりの中なかには、どんな野や生せい動どう物ぶつが生せい息そくしているんだろう。

　もしかして、中なかには人ひとをおそうような動どう物ぶつだって、いたりするかも……。

（は……は……早はやくっ……電でん車しゃ、もどってきてよお～……）

　涙なみだ目めになりながら、どうにか、待まつこと一時じ間かん。

　ポケットの中なかのキップが、ようやくカッと光ひかって、あたりを照てらした。

　それとともに、電でん車しゃと線せん路ろが、苔こけむした岩いわの上うえに現あらわれる。

　文ふ月づきはよろよろと立たち上あがり、はいずるようにして、ドアを開あけた電でん車しゃに乗のりこんだ。

「あれー？　どーしたの、そんな疲つかれた顔かおして」

　笑え顔がおで声こえをかけてきたパーカーの少しょう女じょに、文ふ月づきは、ただ力ちからなく笑わらい返かえした。




　駅えきの通つう路ろに帰かえってきて、黒くろっぽい一両りょう電でん車しゃを降おりて。

　その電でん車しゃと線せん路ろが消きえ去さったあと、文ふ月づきは、ポスターの前まえでぐったりうなだれた。

「うう……。無ぶ事じに帰かえってこられて、ほんとよかった……。道みちも見み当あたらないようなレベルの大だい自し然ぜんは、もうこりごりだよお……」

　今こん回かいも、電でん車しゃを降おりる前まえに、次つぎのキップは買かったけど。

　今こん度どから、どんな「写しゃ真しんの中なか」を行いき先さきにするかは、もうちょっとよく考かんがえなければ。

「南なん極きょくとか、エジプトの砂さ漠ばくとか、百円えんで行いけるなら、行いってみたかったけど……。このキップで行いくのは、やっぱりやめとこう」

　いくらすてきな景け色しきでも、人ひとのいないようなところはだめだ。

　あと、そうでなくても、海かい外がいはやめといたほうがいいだろう。人ひとのいる場ば所しょでも、帰かえりの電でん車しゃに乗のりおくれたとき、そこからどうやって日に本ほんの家いえに帰かえってくればいいのか、わからない。

「このキップ……行いこうと思おもえば、宇う宙ちゅうやほかの星ほしの写しゃ真しんの中なかにも、行いけちゃうのかな」

　そんなことを、考かんがえてみたりもする。

　もちろん、うっかりそんな使つかい方かたをしないよう、気きをつけないとだ。

　家いえどころか、日に本ほんどころか、地ち球きゅうに帰かえってこられなくなるなんて、じょうだんじゃない。

　まあそれ以い前ぜんに、行いき先さきが宇う宙ちゅうやほかの星ほしだったら、電でん車しゃから降おりることさえできないだろうが。そうしたら、一いっ生しょうを電でん車しゃの中なかで過すごすはめになる。

「……気きをつけよう。本ほん当とうに」

　新あたらしく買かったキップを見みつめて、文ふ月づきはぶるっと体からだをふるわせた。
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　三枚まい目めのキップを使つかったのは、とある休きゅう日じつのことだった。

　その日ひ、家いえにいてもやることがなく、文ふ月づきは昼ひる間まから退たい屈くつしていた。

「あー……どっか、行いきたいなあ。──そうだ！　こんなときは」

　部へ屋やでごろごろしていた文ふ月づきは、パッと起おき上あがり、机つくえの引ひき出だしから【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】を取とり出だした。

「写しゃ真しん……写しゃ真しんは、どうしよう。今いままでのキップは、駅えきの通つう路ろで、観かん光こうポスターの写しゃ真しんに貼はって使つかったけど。今いまから駅えきまで行いくのも、めんどくさいしなあ」

　どこかに何なにか、いい写しゃ真しんがないだろうか。

　そう思おもって、文ふ月づきは家いえの中なかを探さがした。

　すると、親おやの部へ屋やの本ほん棚だなで、北ほっ海かい道どうの観かん光こうガイドブックが見みつかった。

　それをパラパラとめくってみたところ──。

「あっ……！　ここ、いいじゃん！　藻も岩いわ山やまから見みる、札さっ幌ぽろの夜や景けい!?　すっごいきれー……」

　一いち面めんに広ひろがる夜や景けいの写しゃ真しんは、大だい迫はく力りょくだった。

　大だい自し然ぜんの景け色しきもすてきだけど、こういう景け色しきもまた、一いち度どはこの目めで見みてみたいものだ。

「それに……この場ば所しょなら、このキップで行いっても安あん心しんだよね。国こく内ないだし、人ひとのいる場ば所しょだし」

　しいて不ふ安あんを挙あげるなら──北ほっ海かい道どうは、とても遠とおい。

　もし万まん一いち、帰かえりの電でん車しゃに乗のりおくれたら、帰かえりの交こう通つう費ひがとんでもないことになる。

「一いち応おう、おこづかいとお年とし玉だまの残のこり、あるだけ持もって行いこう」

　それでも足たりなければ、どこかで家いえに電でん話わして、むかえに来きてもらえばいいか。

「けど、まあ。……この写しゃ真しん、展てん望ぼう台だいから撮とったやつだよね。電でん車しゃを降おりたら、よけいなとこうろつかずに、その場ばから動うごかず待まってれば。……うん、それがいい。一枚まい目めのキップで、海うみが見みえる駅えきのホームに行いったときみたいにさ。それなら、電でん車しゃに乗のりおくれることもないよね」

　そう考かんがえつつ、そのガイドブックを持もって、文ふ月づきは自じ分ぶんの部へ屋やにもどった。

　そして、お金かねをしっかり準じゅん備びしてから、本ほんの中なかの写しゃ真しんに、ぺたりとキップを貼はりつけた。

　キップは、すうっと写しゃ真しんに吸すいこまれ。

　はらはらと、きらめく夜よるの街まちに舞まい落おちていって、闇やみにまぎれて見みえなくなった。

　写しゃ真しんの中なかから伸のびてきた線せん路ろが、本ほんのページから飛とび出だして、文ふ月づきの部へ屋やの床ゆかに敷しかれる。

　線せん路ろを走はしってきた電でん車しゃが、文ふ月づきの部へ屋やに出でてきて停とまる。

　電でん車しゃに乗のって、キップを切きってもらって。

　発はっ車しゃのベルが鳴なって──電でん車しゃが、走はしり出だす。

「わっ……」

　トンネルに入はいったときのような感かんじがした。

　写しゃ真しんの外そとから、中なかへ。電でん車しゃが境きょう界かいを越こえた瞬しゅん間かん、窓まどの外そとが、とっぷり暗くらくなったからだ。

　電でん車しゃは、夜よ空ぞらに敷しかれた線せん路ろの上うえを走はしっていた。

「うっわああ──すっごいながめ……！　札さっ幌ぽろの夜や景けいが、一いち望ぼうだあ……！」

「今こん回かいキップを貼はったの、高たかい場ば所しょから撮とった写しゃ真しんだからねー。到とう着ちゃく場ば所しょまで、電でん車しゃも空くう中ちゅうを走はしっていくよ」

「おおおー。夜や景けいと星ほし空ぞらのはざまを走はしる電でん車しゃとは……なんてロマンチックな……」

　窓まどガラスに顔かおを貼はりつけ、文ふ月づきは外そとの景け色しきをながめる。

　けれど、そこで「ん？」と気きづいて、向むかい側がわの席せきの少しょう女じょをふり向むいた。

「ちょっと待まって。到とう着ちゃく場ば所しょって……あの。この電でん車しゃ、街まちに向むかって、走はしっていってるように見みえるんだけど」
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「うん、そうだよ。到とう着ちゃく場ば所しょは、札さっ幌ぽろの街まちの中なか。写しゃ真しんの中なかに吸すいこまれたキップは、そこに落おちていったでしょ？　キップの落おちた場ば所しょが、この電でん車しゃの到とう着ちゃく場ば所しょだもん」

　たしかに、少しょう女じょの言いうとおり。これまでだってそうだった。

「そ、そっか……。わたし、藻も岩いわ山やまの展てん望ぼう台だいに、この電でん車しゃが停とまるもんだとかんちがいしてて。電でん車しゃを降おりたら、一時じ間かん、展てん望ぼう台だいでのんびり夜や景けいをながめてようかと……」

「今こん回かい使つかった写しゃ真しんは、展てん望ぼう台だいから撮とられたものだけど、展てん望ぼう台だい自じ体たいは写うつってなかったから。その往おう復ふくキップは『写しゃ真しんの中なか』行ゆき。写しゃ真しんに写うつってない場ば所しょは、電でん車しゃの行いき先さきにできないからねー」

　なるほど、と文ふ月づきはうなずいた。

　それならまあ、しょうがない。

（夜や景けいなら、こうして電でん車しゃの中なかから見みられるしな……）

　真ま上うえから見み下おろす街まちの夜や景けいは、むしろ、展てん望ぼう台だいからながめるよりも壮そう観かんだ。

　こんな景け色しき、そうそう目めにできるものじゃない。

（これなら、展てん望ぼう台だいの写うつってないあの写しゃ真しんを使つかって、正せい解かいだったな……！）

　ほどなくして、文ふ月づきたちを乗のせた電でん車しゃは、札さっ幌ぽろの街まちに到とう着ちゃくした。

　文ふ月づきは、うきうきしながら電でん車しゃを降おりた。

　そこは、ビル街がいの中なかの交こう差さ点てんだった。

「夜よるだけど、お店みせもまだいろいろ開あいてそうだし……。せっかく札さっ幌ぽろの街まちにきたんだ。ちょっとくらい、観かん光こうしないともったいないよね……！」

　せっかく、お金かねもたくさん持もっていることだし。

　もちろんそれは、いざというときの交こう通つう費ひだけど。帰かえりの電でん車しゃに乗のりおくれさえしなければ、この交こう通つう費ひだって、まるまる必ひつ要ようなくなるわけだから──……。

「一時じ間かんじゃ、あちこち観かん光こうってわけにはいかないよな……。そのへんで、何なにかおいしいものでも食たーべよ。えーっと、何なにがいいかなあ。味噌みそバターコーンラーメン？　イクラとウニがたっぷり載のった海かい鮮せん丼どん？　じゃがバターとか、ミルク系けいのアイスとかもいいよなあ……！」

　そうして文ふ月づきは、おいしそうなお店みせを探さがしながら、大おお通どおり沿ぞいに歩あるき出だした。

　さいわい、少すこし歩あるいただけで、良よい感かんじのラーメン屋やが見みつかった。

　そこでとりあえず、ラーメンを一杯ぱい。

「はーっ。味噌みそバターコーンラーメン、おいしかったあ。一いっ回かい食たべてみたかったんだよねえ」

　満まん足ぞくして店みせを出でて。また少すこし歩あるくと、今こん度どはジェラートのお店みせがあった。

　そこで、食しょく後ごのデザートを一つ。

「んんーっ。濃のう厚こうミルクジェラート、最さい高こうだなー。さっすが北ほっ海かい道どうミルク！」

　満まん足ぞくして店みせを出でて──。

　そろそろ時じ間かんが気きになって、カバンに付つけていたキーホルダー型がたの時と計けいを、確かく認にんした。

　すると、電でん車しゃを降おりてから、すでに四十五分ふんが経たとうとしていた。

「うそー、もうこんな時じ間かん!?　こういう場ば所しょだと、一時じ間かんって、あっという間まだなあ……」

　なごりおしい気き持もちで、文ふ月づきは、ネオンのきらめく街まちをながめ回まわした。

　もう少すこし、この街まちを散さん策さくしていたいけど……。

　海かい鮮せん丼どんとじゃがバターも、食たべたいけど……。

　電でん車しゃの発はっ車しゃ時じ刻こくまで、あと十五分ふんはあるんだし……もうちょっと……くらいなら……？

「──いやいや！　ここらへんで、早はやめに引ひき返かえしとこう！」

　油ゆ断だんはよくないぞ。と、自じ分ぶんに言いい聞きかせつつ、文ふ月づきはもと来きた道みちをもどることにした。

　大おお通どおり沿ぞいの道みちを、まっすぐに引ひき返かえし──……。

「よーし、よゆうで到とう着ちゃく。帰かえりの電でん車しゃが出でるまで……あと五分ふん！」

　その交こう差さ点てんで、文ふ月づきはのんびり五分ふん間かん、帰かえりの電でん車しゃと線せん路ろが現あらわれるのを待まった。

　そして、五分ふん後ご。

　ポケットの中なかのキップが、カッと光ひかってあたりを照てらした。

　それとともに、街まちから音おとが消きえ、人ひとも車くるまも時ときを止とめて動うごかなくなった。

　──ところが。

「…………え？」

　文ふ月づきは、小ちいさく声こえをもらした。

　帰かえりの電でん車しゃの、発はっ車しゃ時じ刻こくになった──はずなのに。

　目めの前まえに、電でん車しゃも線せん路ろも、現あらわれなかったのだ。

「……ま……まさか」




　ガタン、ゴトン……ガタン、ゴトン……




　静しずまり返かえった街まちの中なかに響ひびく、電でん車しゃの音おと。

　それは──一つとなりの交差点から、聞きこえてきた。

　文ふ月づきは、さあっと青あおざめた。

「しまった！　わたし──……電でん車しゃの場ば所しょを、まちがえてたんだ！」

　そのことに気きづくも、時ときすでにおそし。

　ふり向むいて、音おとのするほうを見みてみれば。

　一つとなりにある、こことよく似にた景け色しきの交こう差さ点てんから、空そらへと線せん路ろが伸のびていた。

　その線せん路ろの上うえを、黒くろっぽいレトロな一両りょう電でん車しゃが、夜よ空ぞらへ向むかって走はしっていく──。

　電でん車しゃの中なかから、ピンクのパーカーを着きたあの少しょう女じょが、こちらを見みていた。

　少しょう女じょは、文ふ月づきを見み下おろして、

　──あーあ、やっちゃったね。

　とでもいうように、笑えみを浮うかべた。







　やがて、電でん車しゃが夜よ空ぞらの向むこうに消きえた。

　そのとたん、街まちがもとどおり動うごき出だした。

　文ふ月づきは、しばらくの間あいだ、その場ばで夜よ空ぞらを見み上あげていたが。

「……まあ、乗のりおくれちゃったものは、しょうがないか」

　と、ほどなくして気きを取とり直なおし、歩あるき出だした。

　それでもやはり、帰かえりの交こう通つう費ひのことを思おもうと、ため息いきが出でる。

（ここからふつうの電でん車しゃで帰かえったら、キップ代だいって、いったいどのくらいになるんだろ。あああ、わたしのバカ──……）

　でも……遭そう難なんして帰かえれなくなるような場ば所しょじゃなくて、本ほん当とうによかった。

　そう思おもいながら、文ふ月づきは道どう路ろの案あん内ない板ばんを頼たよりに、いちばん近ちかくの駅えきまで歩あるいた。

「あ……。ここにも、観かん光こうポスター」

　駅えきの通つう路ろでそれを見みつけて、文ふ月づきはついつい立たち止どまる。

　今こん回かいは、こんなことになってしまったが。一いち度どこの目めで見みてみたい、すてきな景け色しきの写しゃ真しんを見みると、こりずにうっとりしてしまう。

　観かん光こうポスターの横よこには、キップのポスターも貼はられていた。

　期き間かん限げん定ていの乗のり放ほう題だいキップ、というお得とくなやつだ。

（まあ、どんなにお得とくなキップだって、わたしの買かった【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】には、かなわないだろうけどね──……こんなふうに、帰かえりの電でん車しゃに乗のりおくれさえしなけりゃな！）

　心こころの中なかでそうつぶやき。

　文ふ月づきは何なに気げなく、そのポスターのキップの「有ゆう効こう期き間かん」に目めをやった。

　その瞬しゅん間かん。

「…………え？」

　文ふ月づきは、目めを見み開ひらいて固かたまった。

　なぜなら。

　そこに書かかれた「有ゆう効こう期き間かん」は──十五年ねん前まえの日ひ付づけ、だったからだ。

「…………これって──……」

　直ちょく後ごに、文ふ月づきは走はしり出だし、駅えき構こう内ないのコンビニへ向むかった。

　その店てん内ないで、新しん聞ぶんや雑ざっ誌しの発はっ行こう日び、発はつ売ばい日びをたしかめる。

　そこに印いん刷さつされている日ひ付づけもまた、どれを見みても、十五年ねん前まえのものばかりだった。

　文ふ月づきは、ぼうぜんとして立たちつくす。

（ああ──そうか。なんで、気きづかなかったんだ。わたしは、なんてバカだったんだ）

　そうなのだ。考かんがえてみれば。

　自じ分ぶんは【「写しゃ真しんの中なか」行ゆき往おう復ふくキップ】を昼ひる間まに使つかって、夜や景けいの写しゃ真しんの中なかに入はいった。

　写しゃ真しんの外そとの「昼ひる」から、写しゃ真しんの中なかの「夜よる」へと、やってきた。

　つまり──不ふ思し議ぎなその往おう復ふくキップを使つかえば、場ば所しょだけでなく、時じ間かんも移い動どうできるのだ。

　三枚まい目めのキップを貼はりつけた、札さっ幌ぽろの夜や景けいの写しゃ真しん。

　親おやの部へ屋やの本ほん棚だなにあった、あのガイドブックに載のっていた写しゃ真しんは。

　あれは──十五年ねん前まえに撮とられた写しゃ真しん、だったのだろう。

（あの電でん車しゃには、やっぱりぜったい、乗のりおくれちゃいけなかったんだ……）

　時ときを超こえる電でん車しゃは、もう二に度どともどってこない。

　引ひきつったのどの奥おくから、文ふ月づきは乾かわいた笑わらいをもらす。

　さて……これからどうしよう？

　この駅えきで、ふつうのキップを買かって、ふつうの電でん車しゃに乗のって、家いえに帰かえろうか？




　まだ、自じ分ぶんが生うまれてもいない家いえに──……。
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　道どう路ろの上うえに、きらりと光ひかる丸まるいもの。

　あれはっ、もしや百円えん玉だま!?

　そう思おもって、光ひかるはとっさに、その丸まるいものに飛とびついた。

　けれど、それはお金かねではなく、ただのビンのフタだった。

「くっそ、まぎらわしいんだよっ！」

　ガッカリしながら、光ひかるはビンのフタを蹴け飛とばした。

　それから、はあっと大おおきくため息いきをつく。

　お金かね……お金かね……お金かねがほしい。百円えんといわず、いくらでも。

　だって、買かいたいものや、お金かねを使つかってやりたいことには、いつだってキリがない。

　だから、親おやからもらうこづかいだけでは、ぜんぜん足たりない。

　かといって、まだ子こどもの光ひかるでは、働はたらいて自じ分ぶんでお金かねをかせぐこともままならない……。

「あー、金かね持もちになりたいなあ。できれば楽らくに」

　お金かねは、夢ゆめも望のぞみもかなえてくれる。

　どんなことでも、とはいかないけれど。

　それでも世よの中なか、たいていのことは、お金かねがあればなんとかなるのだ。

「どっかに金かね目めのもの、落おちてないかな……。札さつ束たばの入はいったカバンとか、一等とう当とう選せんの宝たからくじとか、宝ほう石せきとか、金きん塊かいとか──」

　そんなことをつぶやきながら、道みちを歩あるいていた、そのときだった。

　コン、コロコロコロ……。

　と、光ひかるの前まえに、どこからか何なにかが転ころがってきた。

　それは、大おおきさといい、形かたちといい、どこにでもあるような小こ石いしだった。

　──ピカピカと、金きん色いろにかがやいていることをべつにすれば。

「こ、これはっ……!?」

〈金かね目めのものセンサー〉が反はん応のうして、光ひかるは、思おもわずその金きん色いろの小こ石いしに飛とびついた。

　手てに取とってみると、その金きん色いろの小こ石いしは、思おもいのほかずしりと重おもかった。

　この重おもみには、覚おぼえがある。……何なん年ねんか前まえに、昔むかし金きんの採さい掘くつで栄さかえたとある町まちへ、家か族ぞく旅りょ行こうに行いったとき。その町まちの博はく物ぶつ館かんで、本ほん物ものの金きんの塊かたまりをさわれるコーナーがあったのだ。

　あのとき持もち上あげた金きん塊かいは、この小こ石いしよりも、ずっと大おおきくて重おもいものだったけど。

　でもあれで、「金きんの密みつ度ど」はこの手てにきざみこんだ。

　それを忘わすれはしないし、まちがえるはずもない。

　この金きん色いろの小こ石いしは──まぎれもなく、あのときの金きん塊かいと同おなじ物ぶっ質しつ！

　道みちを歩あるいていたら、目めの前まえに金きんが転ころがってきたのである！

「どっ、どどどどどういうことだ!?　いったい、どこからどうして、こんなもの──」

　うろたえつつ、光ひかるはあたりを見み回まわした。

　すると。

　いつの間まにか、近ちかくに女おんなの子こが立たっていた。

　ショッキング・ピンクのど派は手でなパーカーを着きた、小しょう学がく生せいか中ちゅう学がく生せいくらいの子こ。右みぎの目めには、ハートにバッテンを重かさねた模も様ようが描えがかれた、これまた派は手でな眼がん帯たいを着つけている。

　金きん色いろよりも、この子こはたぶん、銀ぎん色いろのほうが好すきそうだな──。

　そんなふうに思おもったのは、女おんなの子この髪かみの毛けが、交まじりっけのない銀ぎん髪ぱつだったからだ。

　その子こは、金きん色いろの小こ石いしをひろった光ひかるのことを、片かた目めでじいっと見みつめていた。

　光ひかるは、ギクリとした。

　金きん色いろの小こ石いしは、女おんなの子このいるほうから転ころがってきた気きがする。

　もしかして、これって……。

[image: ]

「この金きん──ピカの石いし。これ……あんたの、落おとし物もの？」

　光ひかるは、仕し方かたなくその子こにたずねた。

　けれども、その子こはきょとんと首くびをかしげて、こう言いった。

「べつに、落おとし物ものってわけじゃないけど……。目め立だつ色いろの石いしだから、ただ、石いしけりして遊あそんでただけだよ」

「いっ、石いしけりだって!?」

　ありえない！　小こ石いし程てい度どの大おおきさとはいえ、金きん塊かいで石いしけり!?　どんなお嬢じょう様さまの遊あそびだよ！

　光ひかるは声こえを失うしなって、心こころの中なかでさけびながら、口くちをパクパクさせた。

　それから、何なん度どか深しん呼こ吸きゅうしたあと、やっとのことで声こえを出だした。

「あっ、あああああっ、あのなあ、あんた！　いったい何なにを考かんがえてんだよ。こんな道どう路ろなんかで、そんなものコンコン蹴けっ飛とばすなんて──それは、そこらへんに落おちてるような石いしっころとは、ちがうんだぞ！」

「……そこらへんに、落おちてたよ。いくらでも」

「…………へ？」

　予よ想そう外がいのことを言いわれて、光ひかるはポカンとする。

　女おんなの子こは、人ひとなつっこくにこっと笑わらって、パーカーのポケットに突つっこんでいた手てを出だした。

　ほら、と、女おんなの子こがその手てを開ひらく。

　そこには、光ひかるの目めの前まえに転ころがってきたのと同おなじ、金きん色いろの小こ石いしがあった。

　しかも、一つだけではなく、四つも五つも。

　光ひかるは目め玉だまが飛とび出でそうになるほど、目めをみはった。

「これが……落おちてた？　そっ……『そこらへん』て、いったい──」

「あっちのほうに、手て袋ぶくろ屋やさんがあってね。そのお店みせの庭にわに、いっぱい落おちてたの」

　女おんなの子こはそう言いって、道みちの先さきを指ゆび差さした。

　そして、ポケットから取とり出だした金きん色いろの小こ石いしを、ひとつコツン、と地じ面めんに落おとして。

　本ほん当とうに、それをただの石いしころのように蹴け飛とばしながら、歩あるき出だしたのだった。

（手て袋ぶくろ屋やの、庭にわ──。そこに行いけば、石いし蹴けりに使つかってもいいやって思おもえるくらい、たくさんの金きんの塊かたまりがっ……!?）

　その庭にわの光こう景けいを、頭あたまの中なかに思おもい浮うかべるやいなや。

　女おんなの子こが指ゆび差さした道みちの先さきへ、ドキドキと胸むねを高たか鳴ならせ、光ひかるは猛もう然ぜんと駆かけ出だした。
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　その手て袋ぶくろ屋やは、住じゅう宅たく地ちの中なかに、ぽつんと小ちいさな店みせを構かまえていた。

　こんなところに、こんな店みせがあったっけ？　と、光ひかるは不ふ思し議ぎに思おもったが。

「ほ、本ほん当とうにっ──金きんが、落おちてる！　ここにも、あそこにも……あっ、あっちにも！」

　その庭にわを見みて、ささいな疑ぎ問もんなど、たちまちどうでもよくなった。

　そこに広ひろがる光こう景けいは、話はなしに聞きいて想そう像ぞうしたとおり──いや、それ以い上じょうのものだった。

　地じ面めんのあちこちで、金きん色いろの小こ石いしが、まばゆいばかりにかがやいている。

　それは、まぎれもなく黄おう金ごんのかがやき。

　そして、そのかがやきを放はなつ金きんの塊かたまりは──小こ石いしの形かたちをしたものだけでは、なかったのだ。

　ただの葉はっぱといっしょに、木きの枝えだ先さきにくっついている、黄おう金ごんの葉はっぱ。

　ただの花はなといっしょに、花か壇だんの土つちに植うわっている、黄おう金ごんの花はな。

　ただのつる草くさといっしょに、庭にわを囲かこう柵さくに巻まきついている、黄おう金ごんのつる草くさ。

　地じ面めんにぽとりとひっくり返かえった、黄おう金ごんのトンボ。

　小ちいさな池いけのふちにたたずむ、黄おう金ごんのカエル。

　さらには、土つちの上うえに落おちている黄おう金ごんの粒つぶを、目めをこらしてよくよく見みると。それらは黄おう金ごんのアリや、黄おう金ごんのダンゴ虫むしだった。

　葉はっぱや草くさ花ばな、虫むしやカエルの形かたちの金きん細ざい工く。

　それらはとてつもなく精せい巧こうにできていて、色いろ以い外がいは、まるで本ほん物もののようにしか見みえなかった。

「な……なんなんだ？　この庭にわは──……」

　奇き妙みょうに思おもいつつ。

　それでも光ひかるは、吸すいよせられるように、店みせの庭にわへと足あしをふみ入いれた。

　一いっ歩ぽ進すすむたび、庭にわのいたるところで、陽ひの光ひかりを浴あびた黄おう金ごんがピカッとかがやく。

　池いけの中なかをのぞけば、こんこんとわき出だす水みずに噴ふき上あげられて、砂さ金きんがキラキラ舞まっている。

「あああ……もう、俺おれ、この庭にわに住すみたいっ……！」

　目めも頭あたまもクラクラしてきて、光ひかるは思おもわずそうさけんだ。

　それから、ハッと我われに返かえって。

（ほ……本ほん当とうに、この庭にわ、金きんがいくらでもあるんだ。なんでかわかんないけど……。こ、こんなにたくさんあるんなら……。俺おれも、さっきの女おんなの子こみたいに、この庭にわからちょっとくらいひろっていったって──）

　光ひかるは、ごくりとのどを鳴ならした。

（大だい事じなものなら、盗ぬすまれないよう、ちゃんと保ほ管かんしておくはずだもんな。金きんの塊かたまりを、こんなふうに、だれでも入はいれる庭にわに放ほうり出だしておくならさ。それはもう、だれかにひろっていかれたって、しょうがないわけで──）

　そんなことを考かんがえながら、光ひかるは、金きん色いろの小こ石いしをひとつひろった。

　ずしり、と重おもい手てごたえ。

　やっぱり、これは本ほん物ものの金きんにちがいなかった。

　小こ石いしをポケットに入いれて、さらにほかの金きんに手てを伸のばす。

　そうして光ひかるは、その庭にわにあるいろいろな形かたちの金きんを、夢む中ちゅうでひろい集あつめていった。

　──と、そこへ。

「うちの店みせの庭にわで、何なにをしているんです？」

　いきなり声こえをかけられて、光ひかるはギクッと顔かおを上あげた。

　いつの間まにか、すぐそばに、一人ひとりの男おとこが立たっていた。

　つばの広ひろい帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいて、くたびれたコートと白しろい手て袋ぶくろに身みを包つつんだ男おとこ。

　帽ぼう子しとマフラーの間あいだにある顔かおは、真まっ暗くらな影かげになっている。

　そのせいで、顔かお立だちも表ひょう情じょうも、まったくわからない。

　口くちぶりからして、手て袋ぶくろ屋やの店みせの人ひとなのだろうが……なんだか、いかにもあやしい雰ふん囲い気きだ。

「人ひとの庭にわにあるものを、勝かっ手てに持もっていくのは、よくないことですよ」

　手て袋ぶくろ屋やに注ちゅう意いされ、「う……」と、光ひかるはうつむいた。

　ポケットの中なかと両りょう手ての中なかは、ひろい集あつめたいろいろな形かたちの金きんでいっぱいだった。

　さすがに、これはごまかしようがない。

「で……でも。さっき、そこの道みちで会あった女おんなの子こだってさあ！　ここの庭にわに落おちてたっていう金きんを、何なん個こもひろって持もってたんだけど!?　しかもその子こ、あろうことかその金きんで、石いしけりなんかして遊あそんでて──」

「ええ、知しってますよ」

　真まっ暗くらな顔かおの手て袋ぶくろ屋やは、あっさりそう返かえし、帽ぼう子しをゆらしてうなずいた。

「ピンクのパーカーを着きた、銀ぎん髪ぱつの人ひとのことでしょう？　その人ひとには、『ここにある金きん色いろの石いしを、いくつかひろっていってもいいですか？』と聞きかれましたから」

「……え？　聞きいたら、ひろっていってもいいの？　俺おれの持もってる、この……金きん、も？」

「ええ、それはかまいません。あなたの持もっている、その『金きん』もね。──言いったでしょう？　『勝手に持っていくのは、よくないことですよ』って」

　手て袋ぶくろ屋やの答こたえに、光ひかるはポカンとあっけにとられた。

　……というか。

　今いまの会かい話わの中なかで、こいつ、ここにあるのが「金きん」だって、ふつうに認みとめたぞ──。

（そりゃあまあ。この俺おれが、金きんの重おもみと質しつ感かんを間ま違ちがえることなんて、ぜったいありっこないって自じ信しんはあったけど。……やっぱり、これぜんぶ、金きんなんだ。本ほん物ものの金きん。こいつは、それを知しった上うえで──……金きんをタダで持もっていっていい、って言いってるのか!?）

　そんなことって──。

　ありえない！　でも、うれしい！　いや、でも、いくらなんでもあやしいぞ!?

　金きんがほしい気き持もちと、警けい戒かいする気き持もちとが、頭あたまの中なかでせめぎ合あう。

　混こん乱らんする光ひかるに、手て袋ぶくろ屋やは、くすりと笑わらってこう言いった。

「よろしければ、店みせの中なかを、見みていきませんか？　この庭にわにある金きんの秘ひ密みつを、教おしえて差さし上あげますよ……」
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　あやしい手て袋ぶくろ屋やの誘さそいに、光ひかるは、一いちも二にもなくうなずいた。

　小こ石いしくらいの金きんの塊かたまり、池いけの中なかを舞まう砂さ金きん。

　葉はっぱや草くさ花ばな、生いき物ものの形かたちをした、とてもリアルな金きん細ざい工く。

　そんないろんなたくさんの金きんが、いたるところでかがやく庭にわ。

　そこにはいったい、どんな秘ひ密みつが──!?

「お客きゃくさまは、『金きんの好すきな王おうさま』という昔むかし話ばなしを、ご存ぞんじですか？」

　手て袋ぶくろ屋やは、光ひかるを店みせにまねき入いれて、そうたずねた。

　たぶん、聞きいたことのない話はなしだった。でも、タイトルからして気きになる話はなしだ。

「金きんの好すきな王おうさま、ね。……王おうさまなら、金きんなんていっぱい持もってそうだな」

「ええ、そのとおり。そのお話はなしの王おうさまは、たくさんの黄おう金ごんにかこまれて暮くらしていました。けれど、それでもあきたらず、もっともっとたくさんの金きんを欲ほしがったのです。そこで、王おうさまはこんなことを考かんがえました。『この手てで触ふれたものが、なんでもすべて黄おう金ごんに変かわったら、どんなにすてきなことだろう』──と」

　ほう、と光ひかるはうなずいた。

　それはたしかに、すてきなことだ。

　……いや。でも、待まてよ？

「すると、それを聞きいた神かみさまが、本ほん当とうに王おうさまの望のぞみを叶かなえてくれたのです。王おうさまの手ては、望のぞみどおり、『触ふれたものを、なんでもたちまち黄おう金ごんに変かえる』手てになりました」

「はあ……。そりゃ、なんともうらやましい話はなしだな。けどさ。その能のう力りょくって、自じ分ぶんの思おもうタイミングで、オンオフ切きり替かえられるものだったの？」

　触ふれたものがなんでも金きんになる。

　自じ分ぶんの手てが、ずっとそんな状じょう態たいだったとしたら……それって、かなり不ふ便べんな気きがするが。

　そう疑ぎ問もんを抱いだく光ひかるに、手て袋ぶくろ屋やは「そこですよ」と言いって続つづけた。

「ほどなくして、王おうさまは、自じ分ぶんの望のぞみを後こう悔かいすることになりました。なぜならば──……食しょく事じをしようとしても、食たべ物ものを手てに取とろうものなら、とたんにそれが黄おう金ごんに変かわって、食たべられなくなってしまったからです。さらには、かわいがっていたお姫ひめさまの頭あたまをなでたら、そのお姫ひめさまも、たちまち黄おう金ごんの塊かたまりになってしまって……黄おう金ごんのお姫ひめさまを前まえにして、その王おうさまは、深ふかくなげき悲かなしんだということです」

「…………」

　ふーん。と、つぶやいて。

　光ひかるは、持もちきれないほどひろった手ての中なかの金きんに、目めを落おとした。

「それってさ……。欲よく深ぶかい望のぞみを持もったら、結けっ局きょくはそのせいで不ふ幸こうになる──って。あんたは、つまり、そういうことを言いいたいわけ？」

「……何なにをおっしゃいますやら」

　手て袋ぶくろ屋やは、ゆっくりと首くびを横よこにふってみせた。

「お客きゃくさまに、そんな説せっ教きょうをしたいわけではありませんよ」

「じゃ、なんだってんだよ、今いまの話はなしは」

「──ここは、何なにを売うっている店みせだと思おもいます？」

「……あ」

　光ひかるはハッとした。
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　そういえば。庭にわの金きんにばかり、気きを取とられて。

　金きんのある庭にわが、どうして「手て袋ぶくろ屋や」の庭にわなのか──そのわけを、今いまの今いままで、ぜんぜん考かんがえもしなかったけど。

「まさか──」

「ええ、お察さっしのとおり」

　手て袋ぶくろ屋やは、うなずいた。

「『触ふれたものを、なんでもたちまち黄おう金ごんに変かえる』などという力ちからを、『手て』そのものに宿やどしてしまっては、日にち常じょう生せい活かつが不ふ便べんでしかたありません。──それならば！　その力ちからを『手て』ではなく、取とりはずし可か能のうな『手て袋ぶくろ』に宿やどせばいいのではないか。そんな発はっ想そうから生うまれたアイテム、その名なも【金きんにする手て袋ぶくろ】が、もしもこの店みせにあると言いったら……どうします？」

「──な」

　光ひかるは、目めを見み開ひらいた。

「で……で……でも。さっきの昔むかし話ばなしは、あくまで作つくり話ばなし──ファンタジーだろ？　『手て』だろうが『手て袋ぶくろ』だろうが、『なんでも黄おう金ごんに変かえる力ちから』を宿やどすことなんて、現げん実じつには──」

「そう思おもいますか？　それなら、お客きゃくさまが今いまその手てに持もっている、たくさんの金きん……それらがこの店みせの庭にわにあったのは、なぜでしょうね？」

　うっ、と声こえをつまらせて、光ひかるはふたたび、手ての中なかの金きんに目めを落おとした。

　いろいろな形かたちの金きん。小こ石いしのような、ころんとした塊かたまりだけではなく……草くさ花ばなや、トンボやカエル、ダンゴ虫むしに、アリ……。それらは、すごくリアルな金きん細ざい工く、だとばかり思おもっていたが。

　言いわれてみれば。見みれば見みるほど。

　それらは、本ほん物ものの草くさ花ばなや生いき物ものを「黄おう金ごんに変かえた」ようにしか見みえない代しろ物ものだ。

「でも……いくらなんでも、そんなこと……」

「いいえ、お客きゃくさま。この店みせで【金きんにする手て袋ぶくろ】が売うられていることは、何なにもおかしなことではないのです。なぜならこの店みせは、不ふ思し議ぎな力ちからの宿やどった手て袋ぶくろばかり、いろいろと扱あつかっている手て袋ぶくろ屋やなのですから」

　真まっ暗くらな顔かおの手て袋ぶくろ屋やは、そう言いうと。

　身みに着つけていた白しろい手て袋ぶくろをはずして、代かわりに、そばにあった一ひと組くみの手て袋ぶくろを手てに取とった。

　店みせの中なかには、色いろとりどりの手て袋ぶくろがある。

　その中なかから、手て袋ぶくろ屋やが手てに取とったのは、うすい水みず色いろの手て袋ぶくろだった。

　それを手てにはめて、手て袋ぶくろ屋やは、店みせの窓まどを開あけた。

　そうして、手て袋ぶくろをはめた手てを、手ての平ひらを上うえにして窓まどの外そとに出だすと──。

　……ぽつり。

　手て袋ぶくろに、雨あめが一ひと粒つぶ、落おちてきた。

　かと思おもえば、外そとは見みる間まにざあざあと、雨あめ降ふりの天てん気きになったではないか。

「これは、このようにして雨あめを降ふらせることができる【雨あめ待まち手て袋ぶくろ】です。ちなみに、同どうシリーズの商しょう品ひんに【雪ゆき待まち手て袋ぶくろ】もございます。【雨あめ待まち手て袋ぶくろ】には防ぼう水すい加か工こう、【雪ゆき待まち手て袋ぶくろ】には防ぼう水すい加か工こうおよび、裏うらフリースのあったか加か工こうが施ほどこしてあります」

　そう説せつ明めいして、手て袋ぶくろ屋やは、水みず色いろの手て袋ぶくろを手てからはずした。

　光ひかるは、おどろきのあまり声こえも出でない。

　まさか……そんな……。でも、今いまのはぐうぜんにしては、あまりにも……。

「それから、この手て袋ぶくろは──」

　と、次つぎに手て袋ぶくろ屋やが手てに取とったのは、真まっ赤かな手て袋ぶくろだった。

　それを手てにはめて、手て袋ぶくろ屋やは「ちょっと、こちらへ」と手てまねきした。

　言いわれるままに、光ひかるは、手て袋ぶくろ屋やのいるほうへ歩あるき出だす。

　けれども、手て袋ぶくろ屋やが真まっ赤かな手て袋ぶくろをはめた手てで、スッと光ひかるのことを指ゆびさすと──。

　そのとたん、光ひかるは金かな縛しばりにあったように、動うごけなくなってしまった。

「これは、【止とめる手て袋ぶくろ】。その名なのとおり、指ゆびさした物ものや人ひとの動うごきを、こうしてぴたりと止とめることができる手て袋ぶくろです」

　手て袋ぶくろ屋やが指ゆびさすのをやめると、光ひかるの体からだは、また自じ由ゆうに動うごくようになった。

「それから、これは」

　と、真まっ赤かな手て袋ぶくろをはずして、次つぎに手て袋ぶくろ屋やが手てに取とったのは。

　……いや。今こん度どは、何なにも手てに取とっていない。

　いくら目めを凝こらしても、そこには、何なに色いろの手て袋ぶくろもあるようには見みえなかった。

　首くびをひねる光ひかるに、手て袋ぶくろ屋やは、何なにも持もっていない手てを差さし出だし、こう言いった。

「これは、〈体たい温おん〉を手て袋ぶくろの形かたちに形けい成せいした【手て袋ぶくろ形がた体たい温おん】です。これを着つけてさえいれば、どんなに寒さむい季き節せつでも、指ゆび先さきが冷ひえることはありませんよ」

　光ひかるの手てに、目めに見みえない〈体たい温おん〉が、ふわりと触ふれた。

　手て袋ぶくろ屋やが持もっている【手て袋ぶくろ形がた体たい温おん】の、指ゆび先さきの部ぶ分ぶんになでられたのだろうか──そんなふうに思おもえる感かん触しょくだった。

　手て袋ぶくろ屋やは、その見みえない手て袋ぶくろを、もとあった棚たなにもどして。

　それから、最さい初しょにしていた白しろい手て袋ぶくろをつけ直なおし、真まっ暗くらな顔かおを光ひかるに向むけた。

「どうです？　お客きゃくさま。うちの店みせの商しょう品ひんは」

「…………な、なるほど」

　もはや、信しんじるしかなかった。

　たしかにこの手て袋ぶくろ屋やでは、不ふ思し議ぎな力ちからの宿やどった手て袋ぶくろが、いろいろと売うられているらしい。

　と、いうことは──。

「さっき言いってた、【金きんにする手て袋ぶくろ】ってのも……それじゃ、本ほん当とうに、この店みせに──」

「ええ、もちろん、ございますとも」

　どうぞ、こちらへ──。

　手て袋ぶくろ屋やはそう言いって、光ひかるを店みせの奥おくへと案あん内ないした。







　店みせの奥おくには、鍵かぎつきの扉とびらがあった。

　その扉とびらの鍵かぎは、黄おう金ごんでできていた。

　その鍵かぎを回まわして、手て袋ぶくろ屋やが扉とびらを開あけると──……。

「うっ……うおおおおおおおっ……！」

　目めのくらむようなまばゆさに、光ひかるは思おもわず、扉とびらの前まえでのけぞった。

　扉とびらの向むこうは、何なにもかもが黄おう金ごんでできた、光ひかりかがやく部へ屋やだった。

　黄おう金ごんの床ゆか。黄おう金ごんの壁かべ。黄おう金ごんの天てん井じょう。

　シャンデリアも、カーテンも、イスも、クッションも、花かびんも。

　とにかくぜんぶ、金きんピカで……そして。

　黄おう金ごんのテーブルクロスがかかった、黄おう金ごんのテーブルの上うえに置おかれた、黄おう金ごんの手て袋ぶくろ立たてに、

　──一ひと組くみの手て袋ぶくろが、うやうやしく飾かざられていた。

　それは、金きんの糸いとの刺し繍しゅうが入はいった、黒くろい手て袋ぶくろだった。
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「これが……【金きんにする手て袋ぶくろ】？」

「ええ、いかにも。お気きに召めしていただけましたか？」

「え。……いや。えっと」

　そんなの、見みただけではなんとも言いえない。

　目めの前まえにある手て袋ぶくろは、豪ごう華かで高こう級きゅう感かんのあるデザインだけど。

　でも、手て袋ぶくろの見みた目めなんて、このさいどうだっていいことなのだから。

「あの……。ちなみに、この手て袋ぶくろって、お値ね段だんいくら？」

「そうですねえ。お客きゃくさまのお手て持もちの現げん金きんすべて、ではどうでしょう？」

「はっ……？　そ、そんなもんでいいの？　今いま、俺おれ、五千円えんくらいしか持もってないけど」

「お気きになさらず。こちらも、お金かねには不ふ自じ由ゆうしておりませんので」

　そう言いわれて、光ひかるは「むう……」となやんだ。

　この【金きんにする手て袋ぶくろ】があれば、手て袋ぶくろで作つくった金きんを売うって、好すきなだけお金かねを手てに入いれることができるだろう。それを考かんがえると、手て持もちの現げん金きんどころか、自じ分ぶんと家か族ぞくの全ぜん財ざい産さんと引ひき換かえにしたって、ぜんぜん惜おしくない品しなだ。

　そんなアイテムを……はたして、やすやすとはした金がねで手て放ばなす気きになど、なるだろうか？

　いくら、お金かねに不ふ自じ由ゆうしていないといったって……。

（これ……本ほん当とうに【金きんにする手て袋ぶくろ】なのか？　手てのこんだ作つくり話ばなしを客きゃくに聞きかせて、見みた目めよりも安やす物ものの手て袋ぶくろを、ちょっとお高たかい値ね段だんで売うりつける。そういう詐さ欺ぎの手て口ぐちなんじゃあ……）

　あやしみながら、光ひかるは、手て袋ぶくろ屋やの顔かおをのぞきこむ。

　けれど、やっぱりどれだけ目めを凝こらしても、その表ひょう情じょうは読よめない。真まっ暗くらで、なんにも見みえない。黄おう金ごんのかがやきがこんなにまぶしい、この部へ屋やの中なかでさえも。

「……あのさ。代だい金きんを払はらう前まえに、一回かいこれ、使つかってみてもいい？」

「と、いいますと？」

「この手て袋ぶくろが、本ほん当とうに【金きんにする手て袋ぶくろ】なのかどうか、たしかめさせてっつってんの！」

　もどかしい思おもいで、言いうが早はやいか。

　光ひかるは、手て袋ぶくろ屋やの答こたえも聞きかず。

　黄おう金ごんのテーブルクロスがかかった、黄おう金ごんのテーブルの上うえの、黄おう金ごんの手て袋ぶくろ立たてに飾かざられた、

　──その黒くろい手て袋ぶくろを、手てに取とった。







　次つぎの瞬しゅん間かん。

　光ひかるの体からだは、光ひかりかがやく黄おう金ごんの塊かたまりと化かして、動うごかなくなった。







「……ああ、そうそう。『触ふれたものを、なんでもたちまち黄おう金ごんに変かえる』手て袋ぶくろですからね。くれぐれも、素す手でで手て袋ぶくろにさわらないように、ご注ちゅう意いを」
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　さて、ここで問もん題だいです。
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（……うーん……うーん……どっちだったっけ？　パッと見みたとき、①のような気きがしたんだけど……。でも、ギロンとかのギの字じは、「義ぎ」じゃなくて「議ぎ」だよね。「議ぎ論ろん」だよね。うん、これは合あってるはず。……なら、コウギも「講こう議ぎ」が正ただしいような……？　いや、でも……）

　もうかれこれ五分ふん以い上じょう、里り穂ほは、その漢かん字じの問もん題だいでなやみ続つづけていた。

　考かんがえれば考かんがえるほど、よくわからなくなってくる。

　どっちも合あってる気きがしてくるし、どっちもまちがってるようにも思おもえてくる。

　でも、正せい解かいは、どっちか一つのはずなのだ。

（ううう～……。まだ、ほかの問もん題だいも解とかなきゃいけないのに……。もうちょっとだけ考かんがえれば、正せい解かいを思おもい出だせそうな気きがして、ついつい考かんがえ続つづけてしまう……）

　国こく語ごのテストで、こういう漢かん字じの問もん題だいなんて、配はい点てんの高たかいものじゃない。

　このあとの長ちょう文ぶん読どっ解かいの問もん題だいのほうが、点てん数すう的てきにもずっと重じゅう要よう。

　だから、早はやくそっちに取とりかかるべき。

　……それは、わかっているのだけど。

（思おもい出だせ……思おもい出だせえ、わたし！　コウギを漢かん字じに直なおす問もん題だいは、先せん週しゅうやったワークにも出でてきてたじゃないか。頭あたまの中なかのどっかには、その記き憶おくが残のこっているはず……！）

　里り穂ほは、ひっしで記き憶おくを引ひき出だそうとしてみたが。

　どうしてもはっきり思おもい出だせず、その一問もんだけで、たっぷり時じ間かんをむだにした。

　そのせいで、メインの問もん題だいである長ちょう文ぶん読どっ解かいでは、すっかり時じ間かんが足たりなくなって。

　あわてて解かい答とう欄らんを埋うめようとはしたものの──。

　最さい後ごの大おおきな二問もんは、手てつかずで提てい出しゅつするはめになってしまった。







　数すう日じつ後ご。返かえってきた国こく語ごのテストを見みて、里り穂ほはため息いきをついた。

　予よ想そうどおり、ひどい点てん数すうだ。

　長ちょう文ぶん読どっ解かいの文ぶん章しょうは、かなり流ながし読よみになってしまったし。

　残のこり時じ間かんと、「コウギ」の漢かん字じの問もん題だいが気きになって、ぜんぜん集しゅう中ちゅうして解とけなかった。

（ああ……こんなんじゃ、また怒おこられちゃう……。解かい答とう欄らんは、とにかくぜんぶ埋うめるようにって、いつも言いわれてるのに。最さい後ごの二問もんも空くう欄らんにしちゃったし……）

　その上うえ、「コウギ」の漢かん字じの問もん題だいも、結けっ局きょくまちがえていた。

　ギリギリまでなやんで、「講こう議ぎ」と書かいて提てい出しゅつしたけど、正せい解かいは「講こう義ぎ」。

　こうなるといよいよ、あんなに長ながい時じ間かんなやんだのが、バカみたいだ。

　ど・ち・ら・に・し・よ・う・か・な──で決きめたほうが、まだましだった。

（はあ……。テスト、きらい……。勉べん強きょう、きらい……。学がっ校こうなんて、つまんない）

　テストなんて、親おやに怒おこられる材ざい料りょうにしかならないし、授じゅ業ぎょうや宿しゅく題だいもめんどくさいだけ。

　仲なかのいい友ともだちがいれば、そんな学がっ校こうも楽たのしいのかもしれないけれど……。

　今いまの里り穂ほにとって、友ともだちなんてものは、ただ「一人ひとりぼっちにならないためにいっしょにいる相あい手て」くらいのものでしかない。

　正しょう直じき、友ともだち付づき合あいも、勉べん強きょうと同おなじくらいめんどくさかった。

　うんと小ちいさいころは、よかったな。

　そう。幼よう稚ち園えんのころなんかは。

　テストも宿しゅく題だいもなかったし、ただ友ともだちと遊あそんでればよかった。

　あのころの友ともだちは、みんな本ほん当とうに仲なかのいい、大だい事じな友ともだちだった。

　ああ。あのころに、もどりたい──……。

　そんな思おもいを抱かかえながら、家いえに帰かえってきて。

　いつものように郵ゆう便びん受うけをのぞいてみると、今日きょうは、やけに目め立だつハガキが入はいっていた。

　黒くろ地じに白しろ抜ぬきの文も字じ。ショッキング・ピンクの縁ふち取どり。

　いったいなんのハガキだろう？

　気きになって、里り穂ほはそれを読よんでみた。
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「……変へんな通つう販はんハガキだなあ」

　そうこぼしながらも、里り穂ほは、じいっとハガキを見みつめる。

　どう考かんがえても、あやしい通つう販はんだ。こんなのインチキにきまってる。

　でも、そのハガキに書かかれている内ない容ようは、里り穂ほにとって心こころ引ひかれるものだった。

「記き憶おくをほり出だせるスコップ……。そんなものがほんとにあったら、あの国こく語ごのテストだって、もっとましな点てん数すうだったのに。『コウギ』の漢かん字じの記き憶おくを、サクッとほり出だせてれば……」

　なんてことを考かんがえていると、ためしにこのスコップを、注ちゅう文もんしたくなってきた。

　これで高こう価かなものだったら、さすがにやめておこうと思おもうところだ……けれど。

　ハガキに書かかれているスコップの値ね段だんは、三百円えん。

　このくらいなら、だまされてもまあいいか、と思おもえてしまう。

「……注ちゅう文もん、してみちゃお」

　ぽそっと小ちいさくつぶやいて、里り穂ほは、口くちもとに笑えみを浮うかべた。

　なんだかちょっと、ワクワクする──。

　こんな気き分ぶんは、いつ以い来らいだろう？
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　通つう販はんハガキを持もってコンビニへ行いって、代だい金きんの払はらい込こみをすませた、その翌よく日じつ。

　注ちゅう文もんした【記き憶おくスコップ】は、里り穂ほの家いえに届とどけられた。

　けれども最さい初しょ、里り穂ほはそれとは気きづかなかった。

　なぜなら、届とどけられたスコップが、想そう像ぞうよりもずっと小ちいさなものだったからだ。
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「……スコップっていうか。これ、スプーンなんじゃ？」

　そんなサイズのミニチュアスコップが、封ふう筒とうに入いれられて、郵ゆう便びん受うけに入はいっていたのである。

　柄えが長ながい形かたちをしているから、よけいにスプーンっぽい見みた目めだった。

　封ふう筒とうの中なかには、スコップの説せつ明めい書しょも同どう封ふうされていた。




[image: ]




　たったそれだけ書かかれた説せつ明めい書しょ。

　それを読よんで、里り穂ほはさっそくためしてみようとしたが。

「……いや。じっさい使つかうのは、やっぱり、次つぎのテストのときにしよう」

　と、目めをつぶらずに、スコップを置おいた。

　すぐにたしかめてしまっては、つまらない。

　インチキ商しょう品ひんにだまされたのなら、なおさらだ。

　このスコップは、もしかしたら本ほん当とうに、記き憶おくをほり出だすことのできるスコップなのかも……。

　その可か能のう性せいを残のこしたまま、少すこしでも長ながく、ワクワク感かんを味あじわいたかった。







　しばらくして、またテストの日ひがやってきた。

　その日ひ、里り穂ほはワクワク感かんがピークになった状じょう態たいで、テストが始はじまる時じ間かんを待まった。

　テストが待まち遠どおしいなんて、生うまれてはじめてのことだった。

　そうして、ついにテストの時じ間かんになり──。

　配くばられた国こく語ごのテスト用よう紙しを前まえにして、里り穂ほは、筆ふで箱ばこから【記き憶おくスコップ】を取とり出だす。

　小ちいさなそのスコップは、筆ふで箱ばこに入いれるのにも、ちょうどいいサイズだった。

（この形かたちなら、パッと見み、ちょっと変かわったペンみたいにも見みえるしね）

　先せん生せいにあやしまれないよう、里り穂ほは、ペンのようにそれをにぎった。

　そのまま、テストの問もん題だいに目めを通とおす。

　今こん回かいも、やっぱり出でてきた漢かん字じの問もん題だい。

　その中なかに、今こん回かいも、やっぱり迷まよってしまう問もん題だいがあった。
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　このカタカナを漢かん字じに直なおすと……どんな字じだったっけ？

　だいたいはわかるんだけど、細こまかいところで自じ信しんがない。

「セン」の漢かん字じは……右みぎ上うえに点てんがあったっけ？　なかったっけ？

「モン」の漢かん字じは……「門もん」？　「問もん」？　これってどっち!?

（ううう～……。「セン」の右みぎ上うえの点てんは、あってもなくても、どっちでもおかしくない気きがしちゃう……。「モン」のほうも、どっちもありえそうなんだよね……。えーと、えーと……）

　うん。今こん回かいも、やっぱり自じ力りきじゃ正ただしい漢かん字じを思おもい出だせない。

　となると──いよいよ【記き憶おくスコップ】の使つかいどきだ！

　小ちいさなスコップを、きゅっとにぎって。

　……里り穂ほは、ゆっくり目めを閉とじた。




　次つぎの瞬しゅん間かん──。




　里り穂ほは、教きょう室しつではない見み知しらぬ場ば所しょに、一人ひとりきりで立たっていた。

　おどろいて、あたりを見み回まわす。

　そこはなんだか、とても不ふ思し議ぎな場ば所しょだった。

　砂さ漠ばくのような、一いち面めんに砂すなの地じ面めんが広ひろがる景け色しきがあって……。

　その地じ面めんには、いろんなものが埋うもれかけていた。

　昨日きのうの宿しゅく題だいに出でてきた、漢かん字じやことわざの文も字じ。

　今日きょうの朝あさごはんの、トーストと目め玉だま焼やきとウインナー。

　ペン先さきがかすれてきたから、新あたらしいのを買かいに行いかなきゃ、と思おもっていた色いろペン。

　返へん却きゃく期き限げんの日ひ付づけがくっついた、図と書しょ室しつの本ほん四冊さつ。

（これってどれも、すぐにパッと思おもい出だせるもの、って感かんじだな。──ひょっとして、「まだ埋うもれきってない記き憶おく」ってこと？）

　あるいは、地じ面めんの上うえに、ほとんど砂すなをかぶらず落おちているものもあった。

　ひらがな、カタカナ。かんたんな漢かん字じ。数すう字じや九く九くの式しき。家か族ぞくの名な前まえと顔かお。

（こっちは……思おもい出だすまでもなく、いつも覚おぼえてるもの、かな）

　よくいっしょにいるクラスメートの名な前まえと顔かおも、砂すなの上うえにあった。

　あまり親したしくないクラスメートのものは、砂すなに埋うもれかけているものも多おおかった。

　砂すなは、空そらから落おちてきていた。

　少すこしずつ、少すこしずつ、雪ゆきのように降ふり積つもる砂すな──……。

（……ここは）

　不ふ思し議ぎな景け色しきをながめつつ、里り穂ほは、ぼんやり考かんがえる。

　信しんじられない、こんなこと。

　けれど、どうやら。

（ここは……きっと、わたしの頭あたまの中なかにある〈記き憶おくの空くう間かん〉なんだ……！）

　ドキドキしながら、里り穂ほは、右みぎ手てのスコップをぎゅっとにぎった。

　そのスコップは、いつの間まにかミニチュアではなく、ふつうの大おおきさになっていた。

　柄えが長ながいタイプのやつだから、まっすぐ立たてると、柄えの先さきが里り穂ほの肩かたまで届とどく。

　これは、埋うもれている記き憶おくをほり出だすスコップ。

　つまり、これを使つかって、この砂すなの地じ面めんをほれば──……。

（そうだ。今いまは、国こく語ごのテスト中ちゅう。わたしはこのスコップを持もって、「センモン」の漢かん字じの記き憶おくを、ほり出だそうとしてたんだ！）

　センモン……センモン……。

　それを思おもい出だそうとしつつ、里り穂ほは、あらためてあたりを見み回まわした。

　すると──。

　砂すなの中なかから、ぽこっと何なにかが現あらわれた。

　昨日きのうの宿しゅく題だいに出でてきた漢かん字じやことわざが、一か所しょにかたまって、埋うもれかけている場ば所しょだ。

　そこから出でてきたものは、植しょく物ぶつのつるのようだった。

　そのつるは、たちまちにょきにょき伸のびて、両りょう手てで持もって引ひっぱれるくらいの長ながさになった。

（もしかして……）

　里り穂ほは、つるをつかんで、力ちからいっぱい引ひっぱった。

　たぶんこれは、記き憶おくをたぐるためのつるなのだ。

　ここは〈記き憶おくの空くう間かん〉だから。

　こうして、記き憶おくにつながるつるを引ひっぱって、砂すなの中なかから記き憶おくを引ひっぱり出だせたなら、その記き憶おくは思おもい出だすことができる。

　きっと、そういうことなのだろう。

　でも、思おもいっきり引ひっぱっても、砂すなの中なかに埋うもれているだろう記き憶おくは、びくともしない。

（そうだろうな。たぐって思おもい出だせる記き憶おくなら、ここに来くる前まえに、思おもい出だせてるはずだもん）

　と、なれば──。

　そう。ここで、【記き憶おくスコップ】の出で番ばんなわけだ。

　里り穂ほは、つるが生はえてきた場ば所しょに、スコップの先さきを突つき刺さした。

　ザック……ザック……ザック……。

　砂すなの地じ面めんを、スコップでどんどんほっていく。

　いくらかほったところで、スコップの先さきが、カチッと音おとを立たてて何なにかに当あたった。

（これは……！）

　まわりの砂すなをどけてから、里り穂ほは、もう一いち度どつるを引ひっぱった。

　今こん度どはいともかんたんに、砂すなの中なかから、それはずるりと引ひっぱり出だせた。

　──思おもったとおり。

　つるの先さきにあったのは、「専せん門もん」の二ふた文も字じだった。

　ほり出だしたそれを、平たいらな砂すな地じの上うえに置おいてから。

　説せつ明めい書しょに書かかれていたとおり、スコップでほった穴あなを、里り穂ほはもとどおり埋うめもどした。







　里り穂ほは、ハッと目めを開あけた。

　そこは、いつもどおりの教きょう室しつだった。

　机つくえの上うえには、まだ名な前まえも書かきこんでいない、国こく語ごのテスト用よう紙しがある。

（──こうしちゃいられない！）

　里り穂ほは、右みぎ手てににぎっていた小ちいさなスコップを、いそいでシャーペンに持もちかえた。

（思おもい出だした……！　そうだ。「センモン」は「専せん門もん」だ！　右みぎ上うえの点てんも、門もんの中なかの口くちも、どっちもこの字じにはいらないんだ！）

　その漢かん字じを、とりあえず忘わすれないうちに、解かい答とう欄らんに書かきこんで。

　里り穂ほは、筆ふで箱ばこに入いれた【記き憶おくスコップ】に、ドキドキしながら目めをやった。

（……これって、カンニング、にはならないよね？　埋うもれてたとはいえ、自じ分ぶんの頭あたまの中なかにあった記き憶おくを、思おもい出だしただけ──なんだから）

　そんな、うしろめたいドキドキもあったけど。

　それよりずっと、「埋うもれている記き憶おくをほり出だせた」ことに、ドキドキしていた。

（……あ。このことわざの問もん題だいも、わかんないや。たしか、この前まえやったワークに、同おなじ問もん題だいがあったはずだけど）

　里り穂ほは、ふたたびシャーペンをスコップに持もちかえ、目めを閉とじる。

　そしてまた、頭あたまの中なかに広ひろがる〈記き憶おくの空くう間かん〉へ、埋うもれた記き憶おくを捜さがしに行いった。
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　数すう日じつ後ご。

　返かえってきた国こく語ごのテストは、まあまあの点てん数すうだった。

　長ちょう文ぶん読どっ解かいの問もん題だいはいまいちだったけれど、宿しゅく題だいのワークに出でてきた漢かん字じやことわざの問もん題だいは、全ぜん問もん正せい解かい。

　そのおかげで、ちまちま点てん数すうをかせぐことができていた。

（うれしい……！　これなら、ちゃんと宿しゅく題だいやってれば、テストで悪わるい点てん取とらなくてすむ……）

　今いままでは、ワークでやったのと同おなじ問もん題だいが、テストに出でてきても。

　覚おぼえたはずなのに、どうしても思おもい出だせない──そんなことは、よくあった。

　そのせいで、宿しゅく題だいをやっても「どうせ、そのうち忘わすれちゃいそう」なんて思おもって。「こんなことしても、時じ間かんのむだかも」なんて思おもって。あんまりやる気きにならなかったけど。

　これからは、ちがう。

　一いっ回かいでも見みたり解といたりした問もん題だいは、「記き憶おく」になって頭あたまに残のこる。

　たとえ思おもい出だせなくても、それはかならず、あの〈記き憶おくの空くう間かん〉のどこかに埋うまっていて。

　その記き憶おくは、【記き憶おくスコップ】で、いつでもほり出だすことができるのだ。

　宿しゅく題だいをやった努ど力りょくが、むだにならなくてすむ。

　そう思おもうと、宿しゅく題だいにもテストにも、前まえ向むきな気き持もちで取とり組くめそうだった。

　じっさい、それからというもの──。

　里り穂ほのテストの点てん数すうは、以い前ぜんよりもずっとよくなった。

　特とくに、暗あん記きで点てんの取とりやすいテストでは、百点てんを取とることもめずらしくなくなった。

　また、勉べん強きょう以い外がいでも、【記き憶おくスコップ】は地じ味みに活かつ躍やくした。

　通つう販はんハガキにも書かいてあったように、『家いえのどこかに置おいたはずのものが 見みつからないとき』、スコップで記き憶おくをほり出だせるのは便べん利りだった。

　今いままでだったら──。

　たぶん無む意い識しきに、ふっとどっかに置おいちゃったんだよな～、どこだったかな～……。

　すてたはずはないんだけど、おかしいな～……。

　と、そんな感かんじでなくしたものを捜さがし回まわって、しまいには、結けっ局きょくゴミ箱ばこをひっくり返かえすはめになったりしていた。

　でも、そういうときも、【記き憶おくスコップ】を持もって目めをつぶれば。

　さがしものを最さい後ごに見みた場ば所しょの記き憶おくを、サクッとほり出だすことができるのだ。

『「思おもい出だせない～！」のイライラをなくしちゃおう♪』

　通つう販はんハガキに書かかれていた、その言こと葉ばのとおり。

　テストでも日にち常じょう生せい活かつでも、里り穂ほのイライラは、スコップを手てに入いれる前まえよりぐっと減へった。

　……けれども。

　イライラが減へったぶん、なんだか、日ひ々びの刺し激げきも前まえより減へってしまったようだった。

　不ふ思し議ぎなアイテムである【記き憶おくスコップ】も、何なん度ども何なん度ども使つかって、使つかいなれてしまったら。

　最さい初しょのワクワク感かんもなくなって、すっかり使つかいあきてしまった。

（あーあ……つまんない）

　結けっ局きょく、それは変かわらないんだ。

「つまらない」の形かたちが、前まえとはちょっと変かわっただけで。

　そう思おもいながら、里り穂ほは、指ゆび先さきでつまんだスコップをぷらぷらゆらし、ため息いきをついた。
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　そんなある日ひのこと。

　いつものように、里り穂ほが郵ゆう便びん受うけの中なかをのぞいてみると。

　そこには、一通つうの手て紙がみが届とどけられていた。

　ダイレクトメールとか、何なにかの書しょ類るいとか、そういうのとはあきらかにちがう封ふう筒とう。

　それは──。

　幼よう稚ち園えんのとき、里り穂ほが仲なか良よくしていた、なつかしい友ともだちからの手て紙がみだった。
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　それを読よんで、里り穂ほは、思おもわず泣なきそうになった。

　待まっていたのだ。

　ずっと、この知しらせを待まっていたのだ。

　楽たのしかった幼よう稚ち園えん時じ代だいの、あのころの友ともだちだけで集あつまる、約やく束そくの同どう窓そう会かい──。

「遠とおくに引ひっ越こしたわたしのことも……ちゃんと、覚おぼえててくれたんだ……」

　里り穂ほは、手て紙がみを抱だきしめた。

　幼よう稚ち園えんの……あのころの友ともだちは、みんな本ほん当とうに仲なかのいい、大だい事じな友ともだちだった。

　今いまクラスにいる友ともだちとは、ぜんぜんちがう。

　一人ひとりぼっちはいやだというだけで、本ほん当とうはめんどくさいと思おもいながら付つき合あっている、うわべだけの友ともだちなんかとは。

　あのころ、毎まい日にちのように遊あそんだみんなのことは、今いまだって特とく別べつな存そん在ざいだ。

「同どう窓そう会かい……行いくに、決きまってるよ……！　遠とおくても、ぜったい行いく……！　みんなに、また会あいたいもん……！」

　そうして里り穂ほは、しばらく手て紙がみを抱だいたまま、なつかしさにひたっていた。

　けれど、やがてハッとして、もう一いち度ど手て紙がみに目めを落おとした。

『もしこっちに来これるようなら、リホ本ほん人にんだという証しょう拠こに、友ゆう情じょうの証あかしを持もってくること！』

　その追つい伸しんを読よみ直なおし、里り穂ほは、青あおざめて固かたまった。

　ここに書かかれている『友ゆう情じょうの証あかし』とは──手て作づくりのキーホルダーだ。

　幼よう稚ち園えんのとき、みんなでうちに集あつまって作つくった、プラ板ばんのキーホルダー。

　それは、丸まるく切きったプラ板ばんを、さらに仲なか間まの人にん数ずうと同おなじ数かずに切きりわけて、パズルみたいに組くみ合あわせられるよう作つくったものだった。

　みんなのキーホルダーを合あわせれば、一つの丸まるになる。

　だれかのものが一いっ個こでも欠かければ、その丸まるは完かん成せいしない。

　そんなキーホルダーを、幼よう稚ち園えん時じ代だいの里り穂ほたちは。

『これは、友ゆう情じょうのあかしだからね。ぜったいに、なくさないでよ』

　そう約やく束そくして、それぞれ一個こずつ、自じ分ぶんのぶんを持もつことにして──……。

「あのキーホルダー……どこに、やったっけ……？」

　ふるえる声こえで、つぶやくやいなや。

　里り穂ほは、いそいで自じ分ぶんの部へ屋やに飛とびこんだ。

　そして、机つくえの引ひき出だしを片かたっぱしから開あけて、あのプラ板ばんキーホルダーを捜さがしたが。

「……ない……ここでもない……あれえ～……？」

　いくら捜さがしても、見みつからない。

　机つくえの中なかのどこかに入いれたと思おもったけれど……別べつの場ば所しょにしまったんだろうか？

　でも、別べつの場ば所しょって、いったいどこ……!?

「──あ！　そ、そうだ。こんなときこそ……【記き憶おくスコップ】！」

　それに気きづいた里り穂ほは、すぐさま、筆ふで箱ばこからスコップを取とり出だした。

　いつものように、小ちいさなそのスコップを、きゅっとにぎって。

　……里り穂ほは、ゆっくり目めを閉とじた。




〈記き憶おくの空くう間かん〉で、里り穂ほは目めを開あける。

　パラパラパラ……。サラサラサラ……。

　いつ来きても、ここには砂すなが降ふっている。

　少すこしずつ降ふり積つもって、ここにあるいろいろな「記き憶おく」をうずめていく、砂すな。

　これは──「時じ間かんの砂すな」なのかもしれない。

　思おもい出だすことのない記き憶おくは、時ときがたてばたつほど、この砂すなの中なかに埋うもれていく──……。

「あのキーホルダーの記き憶おくは……やっぱり、すごく深ふかいところにあるのかな」

　つぶやいたとたん、砂すなの中なかから、ぽこっとつるが出でてきて伸のびた。

　そのつるの根ね元もとには、ほとんど砂すなから顔かおを出だした記き憶おくが、くっついていた。

　近ちかづいて、その記き憶おくを手てに取とり、砂すなを払はらう。

　冬ふゆ……幼よう稚ち園えんのころ住すんでいた、当とう時じの里り穂ほの家いえに、友ともだちみんなで集あつまって……コタツをかこんで、あったかいココアを飲のみながら、プラ板ばんにみんなで絵えを描かいて、キーホルダーを作つくった──そんな記き憶おくの光こう景けいが、水すい晶しょうのような透とう明めいな石いしの中なかに、閉とじこめられていた。

　ああ、なつかしい……。

　でも、捜さがしている記き憶おくは、これじゃない。

　たぶん、これと同おなじつるにくっついて、もっと奥おく深ふかくに埋うまっているんだろう。

　そう考かんがえて、里り穂ほは、その場ば所しょをスコップでほっていく。

　ザック……ザック……ザック……。

　ザック……ザック……ザック……ザック……ザック……。

　ザック……ザック……ザック……ザック……ザック……ザック……ザック……。

　ほってもほっても、つるの先さきにつながる記き憶おくは、いっこうに出でてこない。

　けれど、そうやって穴あなを広ひろげているうちに、なつかしい記き憶おくがいろいろ出でてきた。

　春はる……桜さくらの季き節せつ……幼よう稚ち園えんの庭にわで、みんなでどろ団だん子ごを作つくって……鳥とりが落おとした桜さくらの花はなを、どろ団だん子ごの上うえにのっけて……和わ菓が子し屋やさんごっこをして遊あそんだ──。

　夏なつ……友ともだちの一人ひとりが、窓まどから花はな火びの見みえる家いえに住すんでいて……夏なつ祭まつりの日ひに、みんなでその子この家いえに行いって……花はな火びをながめながら、みんなでカレーを食たべた──。

　秋あき……みんなでドングリをひろって、それぞれひろったドングリの中なかから、ピカピカのものを三つずつえらんで……ドングリのなる木きを育そだてようと、植うえ木き鉢ばちに植うえた──。

　このあたりには、あのころみんなと遊あそんだ記き憶おくが、かたまって埋うもれているようだ。

　記き憶おくをほり出だすたびに、里り穂ほは、うっとりと思おもい出でにひたってそれをながめた。

　そうしながら、キーホルダーをしまった場ば所しょの記き憶おくを、捜さがし続つづけた。

（どんなに深ふかく埋うまってても……どうにか、ほり出だして……思おもい出ださなくちゃ）

　そうだ。何なにがなんでも、ぜったいに。

　だって、もしも『友ゆう情じょうの証あかし』のキーホルダーを、見みつけることができなかったら。

　そのときは……。

　そのときは……？

　どうするんだろう？

　同どう窓そう会かいに行いくことを……あきらめるんだろうか？

『リホ本ほん人にんだという証しょう拠こに、友ゆう情じょうの証あかしを持もってくること！』

　なんて、あの手て紙がみには書かいてあったけど。

　あんなの、べつに本ほん気きじゃないはずだ。『本ほん人にんだという証しょう拠こ』なんて、手て作づくりのキーホルダーでなくたって、ほかにいくらでもあるんだから。

　キーホルダーを持もって行いけなかったら、みんなには、ガッカリされるかもしれない。

「なくさないでって約やく束そくしたのに」と、責せめられるかもしれない。

　でも……たとえ、そうなったとしても。

　──キーホルダーをなくしちゃって、ごめんね。けど、わたしは、みんなにまた会あいたかったから。本ほん当とうに、すごく会あいたかったから、同どう窓そう会かいに来きたんだよ。また、昔むかしみたいに、みんなといっしょに遊あそびたくて……！

　そんなふうに、すなおにあやまって。

　ちゃんと、気き持もちを言こと葉ばにして、みんなに伝つたえて。

　そうすれば、みんなだって、また仲なか良よくしてくれる……かもしれない？

　昔むかし作つくった『友ゆう情じょうの証あかし』に頼たよるのは、過か去この自じ分ぶんに頼たよること。

　でも、みんなとの、これからの関かん係けいを築きずいていけるのは。

　それができるのは、過か去この自じ分ぶんじゃなくて……今いまの、そして、これからの自じ分ぶんだ。

　そこまで考かんがえて、里り穂ほは、ふっと手てを止とめた。

　けれど。

　すぐにかぶりをふって、また、砂すなをほり始はじめる。

　深ふかく。深ふかく。どんどん深ふかく。

（…………わかってる。……キーホルダーが見みつからないからって、みんなに会あえなくなるわけじゃない。そんなことは、わかってる。……でも……でも……今いまの自じ分ぶんが、これからの自じ分ぶんが、またみんなと仲なか良よくなれるかどうか──……自じ信しんなんて、ないんだもん！）

　だから。

　頼たよらずにいられない。すがらずにいられない。

　なんの不ふ安あんもなく、みんなと仲なか良よく遊あそんでいた、あのころの自じ分ぶんに──。

　……カチッ、と。

　スコップの先さきが、何なにかに当あたった。

　それはどうやら、記き憶おくをたぐるつるの先さきに、つながっている記き憶おくのようだった。

　もう少すこしまわりをほって、つるを引ひっぱると。

　ずる、ずるっ……といもづる式しきに、いくつかの記き憶おくが、砂すなの中なかから顔かおを出だした。

　水すい晶しょうのような石いしの中なかに、閉とじこめられた古ふるい光こう景けい。

　それらは、『友ゆう情じょうの証あかし』のキーホルダーを作つくった、そのあとの記き憶おくだった。

　──できあがったキーホルダーは……幼よう稚ち園えんのカバンに、ずっとくっつけていて……。

　──引ひっ越こしのあとも……カバンごと、しばらく部へ屋やに置おいていて……。

　──そのうち……キーホルダーだけ、机つくえの引ひき出だしに……しまおうとした、けど……。

　──幼よう稚ち園えんのカバンも、大だい事じに取とっておきたかったから……どうせなら、キーホルダーをカバンにくっつけたままのほうが、なくすこともないんじゃないかと思おもって……。

　──キーホルダーをつけたままのカバンは……幼よう稚ち園えんのアルバムとかといっしょに……タンスの上うえの、段だんボール箱ばこの中なかに……。

「──そうだ。そうだった！　思おもい出だした！」

　透とう明めいな石いしの中なかに浮うかぶ、その記き憶おくの光こう景けいを見みつめて、里り穂ほは声こえを上あげた。

　よかった……！

　これで、キーホルダーを見みつけられる。

『友ゆう情じょうの証あかし』を持もって、同どう窓そう会かいに行いってみんなと会あえる……！

　胸むねをなで下おろしながら、里り穂ほは、ほり出だした記き憶おくを抱だきしめた。

「よーし、それじゃ……スコップでほった穴あなを、もとどおり埋うめ直なおして、もどらなきゃ。……この穴あなを、埋うめ直なおすのは、たいへんだなあ」

　苦にが笑わらいを浮うかべ、里り穂ほは、穴あなのふちを見み上あげた。

　深ふかく。深ふかく。どんどん深ふかくほって広ひろげた穴あなは、大おおきなすり鉢ばちのようになっていた。
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　そのすり鉢ばちの底そこから、里り穂ほは、穴あなの外そとに出でようとする。

　──ところが。

　穴あなの斜しゃ面めんに手て足あしをかけるも、さらさらと砂すながすべり落おちるばかりで、上のぼることができない。

「……あ……あれ……？」

　パラパラパラ……。サラサラサラ……。

　たえず空そらから降ふってくる砂すなも、すべての方ほう向こうから、穴あなの中なかに流ながれこんでくる。

「……あ……ああ……あああ…………！」

　里り穂ほがみずからほったその穴あなは、アリ地じ獄ごくのように、穴あなの中なかのものを吞のみこんでいった。

　さらさらと、埋うまっていく。

　砂すなの奥おく深ふかくに。

　不ふ思し議ぎなスコップも、なつかしい記き憶おくの光こう景けいも。

　そして──……。







　部へ屋やの床ゆかに座すわりこみ、目めを開あけた里り穂ほは、首くびをかしげてつぶやいた。




「あれ……？　わたしって──……だれだったっけ？」
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　今日きょうこそは、あいつを倒たおす！

　そして──わたしが「最さい強きょう」の名なを手てに入いれる！




　……と。いつものように気き合あいを入いれて挑いどんだ、ゲームの試し合あい。

　けれど、結けっ果かはさんざんだった。

　倒たおしたい「あいつ」と戦たたかうことすらできず、比ひ無なは途と中ちゅう敗はい退たいしてしまった。

「くっそお……なんでだよおっ……！」

　ゲーム画が面めんの光ひかりに照てらされながら、比ひ無なはくやし涙なみだを浮うかべた。

　比ひ無ながプレイしていたのは、『クラッシュ！ハンターズ』という人にん気きゲーム。

　──通つう称しょう「クランズ」。

　見みた目めも能のう力りょくもさまざまなゲームキャラ〈ハンター〉を操そう作さして戦たたかう、格かく闘とうゲームだ。

　小しょう学がく生せいの間あいだでも人にん気きの高たかいゲームで、今いまでは年ねんに一回かい、全ぜん国こく小しょう学がく生せい大たい会かいが開ひらかれている。

　比ひ無なは、去きょ年ねんもおととしも、その大たい会かいにエントリーした。

　初はつ参さん加かのおととしは、決けっ勝しょう戦せんまで勝かち進すすむことができた。

　……最さい後ごの最さい後ごで負まけてしまって、くやしい思おもいをしたけれど。

　でも、そうして全ぜん国こく二位いになれたのだって、今いまとなってみれば奇き跡せきである。

　比ひ無なのゲームスキルは、あのときから伸のび悩なやみっぱなしなのだ。

　その一いっ方ぽうで、強つよいプレイヤーが新しん規き参さん入にゅうしてきたり、古こ参さんのプレイヤーが実じつ力りょくを伸のばしていたりするものだから。

（去きょ年ねんの大たい会かいでは、準じゅん決けっ勝しょうにすら行いけなかったし……。あれから練れん習しゅう試じ合あいを何なん度どやっても、ぜんぜん上じょう位いに入はいれない……）

　去きょ年ねんの大たい会かいの結けっ果かに、ショックを受うけて。

　それ以い来らい、ゲームプレイの腕うでをきたえようと、比ひ無なはたびたび練れん習しゅう試じ合あいに参さん加かしている。

『クラッシュ！ハンターズ』は、オンラインで対たい戦せんができるゲームだ。

　ネット環かん境きょうがあれば、日に本ほん各かく地ちの、さらには世せ界かいのプレイヤーたちと、いつでも好すきなだけ戦たたかうことができる。

　だが、比ひ無なが参さん加かするのは、そんなふつうのオンライン対たい戦せんだけではない。

　過か去この〈全ぜん国こく小しょう学がく生せいクランズ大たい会かい〉で良よい戦せん績せきをおさめた者ものだけが参さん加かできる、非ひ公こう式しきの練れん習しゅう試じ合あい──というものがある。しかもそれは、本ほん番ばんの大たい会かいと同おなじく、トーナメント形けい式しきの模も擬ぎ戦せんなのだ。

　参さん加かするのは、大たい会かいでの優ゆう勝しょうをねらう小しょう学がく生せいプレイヤーばかり。

　つまり、その特とく別べつな練れん習しゅう試じ合あいに参さん加かすれば、大たい会かいで戦たたかうことになるであろうプレイヤーたちと、ピンポイントで対たい戦せんできる。

　それによって、ライバルとの戦たたかいにそなえて、対たい策さくも立たてやすくなるというわけだ。

　比ひ無なも、おととしの大たい会かいで決けっ勝しょう戦せんに進しん出しゅつしたため、その練れん習しゅう試じ合あいへの参さん加か資し格かくを持もっている。

　でも、その練れん習しゅう試じ合あいに何なん度ど参さん加かしても、いっこうに戦せん績せきは上あがらない。

　むしろ、ライバルたちと戦たたかえば戦たたかうほど、思おもい知しらされる。

　こんなんじゃ、今こ年としのクランズ大たい会かいでも、ろくな結けっ果かは望のぞめない──と。

「……あ」

　気きづけば、観かん戦せんモードになったゲーム画が面めんの中なかで、ほかのプレイヤーの試し合あいが始はじまっていた。

「あいつの試し合あいだ……！」

　息いきをするのも忘わすれて、比ひ無なは画が面めんにくぎ付づけになる。

　画が面めんの中なかで戦たたかっている、二人ふたりのハンター。

　そのうちの一いっ方ぽうは、ピエロの姿すがたをしたキャラクター。

　天あま辺べ、というプレイヤーの使つかう、玄くろう人と向むけのハンターキャラだった。

〈全ぜん国こく小しょう学がく生せいクランズ大たい会かい〉二年ねん連れん続ぞく優ゆう勝しょう者しゃ、天あま辺べ──。

　彼かの女じょは、比ひ無なと同おない年どしの小しょう学がく生せいプレイヤーだ。

　そして、おととしの大たい会かいの決けっ勝しょうで、比ひ無なを負まかした相あい手てだった。

　ちなみに、この非ひ公こう式しきの練れん習しゅう試じ合あいを主しゅ催さいしているのも、彼かの女じょである。

　彼かの女じょは、大たい会かいで知しり合あったプレイヤーたちに声こえをかけて、こうして定てい期き的てきに、参さん加か者しゃを限げん定ていしたオンラインのトーナメント戦せんを開ひらいているのだ。

　そんな天あま辺べのプレイは、あいかわらず見み事ごとなものだった。

　天あま辺べの操そう作さするハンターは、ほぼノーミスで、またたく間まに相あい手てのハンターを撃げき破はした。

　なんというあざやかな勝しょう利り──。

「強つよい……強つよすぎる……！」

　こうして試し合あいを観かん戦せんしていても、天あま辺べのプレイには、少すこしも隙すきや弱じゃく点てんが見みつからない。

　練れん習しゅう試じ合あいのたびに、彼かの女じょのプレイはどんどん上じょう達たつしているようだ。

　それにくらべて、今いまの自じ分ぶんは──……。

（おととしの大たい会かいでは……天あま辺べとも、そこそこいい試し合あいができたのに……）

　あれから、彼かの女じょとの実じつ力りょく差さは開ひらいていくばかりだった。

　今いまの比ひ無なの実じつ力りょくでは、彼かの女じょのことをライバルなんて、おこがましくて言いえやしない。

　比ひ無なはため息いきをついて、思おもい返かえす。

　去きょ年ねんのクランズ大たい会かいのあと──……。

　比ひ無なは、会かい場じょうを出でたところで、天あま辺べに声こえをかけられた。

『どーしたのお？　今こん回かい、やけに調ちょう子し悪わるいじゃーん』

　などと言いいながら、天あま辺べはニヤニヤ笑わらって、なれなれしく肩かたを抱だいてきた。

　準じゅん決けっ勝しょうにも進すすめず敗はい退たいしたあとで、ただでさえ神しん経けいがピリついていた比ひ無なは、それだけでも思おもわずキレそうになったのだが……。

『たしか……田た杭ぐい比ひ無なちゃん、っていったっけー？　去きょ年ねんは決けっ勝しょうでお世せ話わになったけど、今こ年としは……へへへっ。いやー残ざん念ねんだったね！　あっ、そんな、にらまないでよー。あたし、比ひ無なちゃんのこと、試し合あいにさそおうと思おもって声こえかけたんだから。──そう、じつはね。次つぎのクランズ大たい会かいに向むけて、参さん加か者しゃ限げん定ていの練れん習しゅう試じ合あいを企き画かくしててさあ』……

　と、そんな経緯いきさつがあったわけである。

　練れん習しゅう試じ合あいのさそいは、ともかくとして。

　天あま辺べのあの態たい度どは、今いま思おもい出だしても、ひっじょーに腹はらが立たつ。

　……だけど。

　あのころはまだ、自じ分ぶんもそれだけ天あま辺べに意い識しきされていた、ということだ。

　以い前ぜんは練れん習しゅう試じ合あいのあと、ゲームのオンライン機き能のうを使つかったメッセージが、天あま辺べから送おくりつけられていた。

　彼かの女じょのニヤニヤ笑わらいが浮うかぶような、むかつくメッセージ。

　けれど、それもはじめの数すう回かいだけだった。

　途と中ちゅうから、比ひ無なのことなど、天あま辺べは相あい手てにしなくなった。

　天あま辺べがわざわざ挑ちょう発はつするのは、強きょう者しゃと認みとめたプレイヤーだけ。

　弱よわいプレイヤーに、あいつは毛けほどの興きょう味みも持もっちゃいない。

　だから、今いまの自じ分ぶんなんて、もう天あま辺べの眼がん中ちゅうには入はいらないのだ。

　負まけを重かさね続つづけている、その他た大おお勢ぜいの雑ざ魚こプレイヤーでしかない、この自じ分ぶんなんて──……。

（ちくしょう！　みてろよ、天あま辺べ！　いつかぜったいに、おまえを負まかしてやる！　あの腹はらの立たつニヤニヤ笑わらいを、二に度どとわたしに向むけられないようにしてやるからな……！）

　強つよくなりたい！　強つよくなりたい！　強つよくなりたい！

　すべては、天あま辺べに勝かつために──！

　その思おもいを胸むねに、比ひ無なは次つぎなる戦たたかいに向むけて、クランズのプレイに明あけ暮くれるのだった。
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　月つき日ひは流ながれて、今こ年としの〈全ぜん国こく小しょう学がく生せいクランズ大たい会かい〉地ち区く予よ選せんの日ひがやってきた。

　その日ひ、比ひ無なはどんよりと重おもい気き持もちで、予よ選せん会かい場じょうの市し民みん文ぶん化かホールに到とう着ちゃくした。

（結けっ局きょく……練れん習しゅう試じ合あいでは、あんまり勝かてなかったなあ。こんなんじゃ、今こ年としの大たい会かい……。ああ、どうしよう。もし、この地ち区く予よ選せんも突とっ破ぱできずに終おわったら──）

　試し合あいの前まえから、比ひ無なは、すっかり自じ信しんをなくしてしまっていた。

（緊きん張ちょうで、どうにかなりそう。……な、何なにか、飲のみ物もの──……。自じ販はん機きで、ジュースでも買かってこよう）

　比ひ無なは、ふらふらとロビーに向むかった。

　ロビーには、自じ動どう販はん売ばい機きが何なん台だいもならんでいた。

　何なにを飲のもうかな……と、それらを端はしから順じゅんにながめていく。

　しかし、そのとき。

「飲のみ物ものなら、あっちの自じ販はん機きのほうが、いいもの売うってるよ」

　いきなりだれかに声こえをかけられ、比ひ無なはおどろいてふり向むいた。

　そこにいたのは、女おんなの子こだった。

　ショッキング・ピンクのパーカーと、交まじりっけない銀ぎん色いろの髪かみの毛けが、とても目めを引ひく子こ。

　右みぎの目めには眼がん帯たいを着つけていて、それもパーカーとおそろいの色いろな上うえに、ハートにバッテンを重かさねた柄がらが描えがかれていて、かなり目め立だつ。

　この子こも、クランズ大たい会かいの参さん加か者しゃなんだろうか……？

　そう思おもっていると。

「あなた、これから、クランズの地ち区く予よ選せんに出でるんでしょ？」

　女おんなの子このほうから、逆ぎゃくにそう聞きかれてしまった。

「だったら、あっちの自じ販はん機きを見みに行いってみなよ。勝しょう負ぶ前まえに飲のむには、ちょうどぴったりのドリンクがあるんだよ」

「へえ、そうなの？　どんなドリンク？」

「見みてみれば、わかるから」

　にやりと笑わらって、そう言いって。

　少しょう女じょは、ロビーから見みえる通つう路ろの奥おくを指ゆびさした。
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「あんなところに、自じ販はん機きが……？」

　比ひ無なは、少すこし奇き妙みょうに思おもったが。

　──勝しょう負ぶ前まえに飲のむには、ちょうどぴったりのドリンク。

　その言こと葉ばが気きになって、人ひとでにぎわうロビーを離はなれ、通つう路ろの奥おくへと進すすんでみた。




　ひと気けのない通つう路ろの、いちばん奥おくまでたどりつくと。

　そこには、あの少しょう女じょが言いったとおり、ぽつんと一台だいの自じ動どう販はん売ばい機きが置おかれていた。

　そして、商しょう品ひん陳ちん列れつ窓まどの中なかにならぶ、いろいろな種しゅ類るいの飲のみ物ものの中なかに。

【無む敵てきドリンク】

　という、奇き妙みょうな名な前まえの缶かん飲いん料りょうがあったのだ。

「あの子こが言いってたのは、これのことかな。見みればわかる、ってくらいだから……」

　たしかに、勝しょう負ぶの前まえに飲のみたくなるような、魅み力りょく的てきな名な前まえのドリンクだ。

　ぜんぜん見みたことのない商しょう品ひんだけれど、最さい近きんになって発はつ売ばいされたものなのだろうか？

　なんにせよ、どうせなら。こんなめったに人ひとの来こない場ば所しょじゃなく、こういうものは、ロビーの自じ動どう販はん売ばい機きで売うればいいのに。

（特とくに今日きょうなんか、大たい会かいの予よ選せんの日ひなのにさ。……でも、これなら、このドリンクのことを知しってるのは、予よ選せん参さん加か者しゃの中なかでわたしだけかもしれないな）

　この【無む敵てきドリンク】を、自じ分ぶんだけが飲のんで戦たたかえば。

　ひょっとして、ほかのプレイヤーより、ちょっとだけでも有ゆう利りになったりしないだろうか？

　たとえば、このドリンクの中なかに、集しゅう中ちゅう力りょくを高たかめる成せい分ぶんとかが入はいっていたら……。

「わかんないけど、とりあえず、買かってみよう。名な前まえだけでも縁えん起ぎがいいし」

　そう思おもい、比ひ無なは自じ動どう販はん売ばい機きに小こ銭ぜにを入いれて、ボタンを押おした。

　ちょうど最さい後ごの一本ぽんだったらしく、比ひ無なが買かったことで、そのドリンクは売うり切きれになった。

【無む敵てきドリンク】の値ね段だんは、ほかの飲のみ物ものよりもちょっと安やすめの、百円えん。

　味あじの想そう像ぞうがつかなかったので、おそるおそる口くちにしてみたが……。

「ん。なかなか、おいしいじゃん」

　それは、しゅわしゅわ、パチパチと口くちの中なかではじける、炭たん酸さん飲いん料りょうだった。

　けっこう刺し激げきが強つよいが、そのぶん、しゃきっと目めが覚さめる感かんじがする。

　味あじも好このみだし、これで百円えんのドリンクというのは、得とくした気き分ぶんだ。

「よし。──なんか、やる気き出でてきたぞ！」

　そうつぶやいて、比ひ無なは、ぐびぐびとドリンクを飲のみほした。




　そうして、ついに予よ選せんが始はじまった。

　予よ選せんの試し合あいでは、参さん加か者しゃは番ばん号ごうの書かかれたクジを引ひき、その番ばん号ごうの小ちいさい順じゅんからマッチングして戦たたかう形けい式しきとなっている。

　数すう試し合あいが同どう時じ進しん行こうで行おこなわれ、クジの最さい後ごの番ばん号ごうまで対たい戦せんが終おわると、またクジを引ひき直なおしてマッチング……というのを、何なん度どか繰くり返かえす。

　要ようするに、ランダムに選えらばれた相あい手てと、かわるがわる対たい戦せんするわけだ。

　最さい終しゅう的てきに、もっとも多おおくの勝しょう利りをおさめた選せん手しゅが、全ぜん国こく大たい会かいに出しゅつ場じょうできる。

　天あま辺べは別べつの地ち区くの選せん手しゅなので、予よ選せんで当あたることはない。

　天あま辺べと戦たたかうためには、とにもかくにも、この予よ選せんを突とっ破ぱしなければ……。

　選せん手しゅ全ぜん員いんがクジを引ひき終おわって、それぞれ一戦せん目めの対たい戦せん相あい手てが決きまった。

　それからほどなくして、比ひ無なの試し合あいの番ばんが回まわってきた。

　比ひ無なは指し定ていされた場ば所しょに移い動どうし、一つ深しん呼こ吸きゅうして、ゲームのコントローラーをにぎる。

　プレイキャラを選せん択たくする。

　戦せん闘とうステージは、ランダムで決けっ定てい。

　ゲーム画が面めんに、ステージに立たつ二人ふたりのハンターキャラが映うつし出だされて。

　──試し合あい、開かい始し！

　比ひ無なの使し用ようキャラは、大おお鎌がまを持もつ死しに神がみの姿すがたをしたハンターだ。

　動うごかしやすさや能のう力りょくが、いちばん比ひ無なのプレイスタイルに合あっているので、たいていいつもこのキャラを使つかっている。

　対たいする相あい手ての使し用ようキャラは、チーター獣じゅう人じんのハンター。

　身み軽がるさやすばやさでは、死しに神がみのハンターよりもまさるキャラだが──。

（…………よし！　よし、よし、よし！　……うん、調ちょう子しいいぞ！）

　試し合あい開かい始し直ちょく後ごから、死しに神がみのハンターは、圧あっ倒とう的てき優ゆう勢せいを見みせつけていた。

　大おお鎌がまのリーチを生いかした通つう常じょう攻こう撃げきも、ゲージをためて発はつ動どうさせる必ひっ殺さつ技わざも、どれも一いっ瞬しゅんの隙すきを突ついた完かん璧ぺきなタイミングで、確かく実じつに相あい手てにヒットする。

　一いっ方ぽうで、相あい手てからくり出だされる猛もう攻こうを、比ひ無なはなんなく回かい避ひし続つづけていた。

（相あい手て、弱よわいのか……？　いや。相あい手ての動うごきも、悪わるくはないはず。このレベルの相あい手てに、わたしがこれだけ優ゆう勢せいになれるなんて──）

　自じ分ぶんでも、とまどうくらいだった。

　やがて、比ひ無ながあやつる死しに神がみのハンターは、チーター獣じゅう人じんのハンターを、その大おお鎌がまでなぎ払はらってとどめを刺さした。

〝ＣＲＡＳＨクラッシュ！〟

　という文も字じが画が面めんに浮うかび、チーター獣じゅう人じんのハンターは、花はな火びのように砕くだけ散ちった。

　ほぼノーミスでの勝しょう利り。

　このレベルの相あい手てに、ここまでよゆうで勝かてたのなんて、はじめてだ。

　しかし──。

（これは……調ちょう子しがいいどころじゃないぞ。わたしのプレイスキルじゃ、今いまみたいな勝かち方かた、できるはずない。今いまのプレイは……まるで、天あま辺べレベルじゃないか？）

　これって──まさか。

　比ひ無なの頭あたまに浮うかんだのは、予よ選せんが始はじまる前まえに飲のんだ、あのドリンクのことだった。

（あのドリンクは……【無む敵てきドリンク】の名な前まえのとおり、飲のむだけで「無む敵てき」になって、かならず勝しょう負ぶに勝かつことができる──そんな、不ふ思し議ぎな力ちからを持もつドリンクだったってのか？）

　比ひ無なのその考かんがえを、裏うらづけるように。

　その後ごの試し合あいでも、比ひ無なはことごとく、圧あっ倒とう的てき勝しょう利りをおさめていった。

　最さい後ごのほうの試し合あいでは、対たい戦せん待まちや対たい戦せんを終おえたプレイヤーたちが、みんなして比ひ無なの試し合あいに見み入いっていた。

　比ひ無なと当あたった対たい戦せん相あい手てなど、試し合あいが始はじまる前まえから泣なきそうになっていたくらいだ。

　結けっ局きょく、比ひ無なは、予よ選せんのすべての試し合あいで勝しょう利りした。

　その戦たたかいっぷりは、まさに「無む敵てき」だった。

　もちろん、比ひ無なは地ち区く予よ選せんを突とっ破ぱして、全ぜん国こく大たい会かいへ出しゅつ場じょうすることになった。

（けど……この結けっ果かは、わたしの実じつ力りょくじゃない。……あのドリンクの力ちからなんだ）

　そのことに、比ひ無なは、うしろめたさを覚おぼえたものの。

（それでも、かまうもんか。あいつと──天あま辺べと戦たたかって、勝かつ！　そのためなら、どんな手てだって使つかってやる！）

　正せい々せい堂どう々どうの実じつ力りょく勝しょう負ぶなど、比ひ無なにとっては、もはやどうでもいいことだった。

　ズルだろうがなんだろうが、天あま辺べに勝かつことさえできたら。

　そしたら、きっと──……。

「予よ選せん突とっ破ぱ、おめでとう」

　ふいに、声こえをかけられて。

　ギクリとしてふり向むくと、そこには、あのピンクのパーカーの女おんなの子こがいた。

「あのドリンク、飲のんだんだね。どう？　すごい効きき目めだったでしょ」

「……う。……あの。えっと……」

「心しん配ぱいしなくていいよ。あのドリンクの力ちからで、あなたがズルして予よ選せん突とっ破ぱしたことなんて、だれにも言いうつもりはないから。──ただ、一つ、教おしえておこうと思おもってさ」

　女おんなの子こは、いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、こう言いった。

「あのドリンクの効こう果かは、一日にちしかもたないよ。だから、全ぜん国こく大たい会かいの日ひには、とっくに効こう果かが切きれちゃってるね」

「──なっ」

「あの自じ販はん機きで売うられてたのは、あなたが最さい後ごの一本ぽんを買かって、飲のんじゃったし。すっごくレアな商しょう品ひんだから、もう手てに入はいらないかもしれないねえ」

「……そんな」

　比ひ無なは青あおざめた。

　どうしよう。それじゃあ。

　全ぜん国こく大たい会かいでは、あのドリンクの力ちからを借かりずに、自じ分ぶんの実じつ力りょくで勝しょう負ぶしなくちゃいけない？

　そんなことになったら──……大おお勢ぜいの前まえで、いや、あの天あま辺べの前まえで。ぶざまな敗はい北ぼくをさらすことは、目めに見みえている！

　かわいたのどに、比ひ無なは、ごくりとつばを流ながしこんだ。

　そして、ふるえる手てで、思おもわず女おんなの子この肩かたをつかんだ。

「ねえ……！　あんたは、なんで、あのドリンクのこと知しってたの？　『すっごくレア』なドリンクなんでしょ？　そんなものの情じょう報ほう、どこで手てに入いれたわけ？」

「さあー？　どこだったかなあ？」

「とぼけんなよ！　……いや、頼たのむ！　お願ねがい！　【無む敵てきドリンク】について、知しってることがあったら教おしえて！　どうしても──もう一いち度ど、あれを手てに入いれたいんだよ！」

　比ひ無なの頼たのみに、女おんなの子こは、にやりと笑わらった。

　その不ふ敵てきな笑えみは、どことなく天あま辺べに似にている気きがして……。

　比ひ無なは、いらつきながら女おんなの子こから目めをそらした。

「……そーだなあ。さっきのと、まったく同おなじドリンク、ってわけにはいかないけど」

　女おんなの子こはそう言いって、肩かたをつかんだ比ひ無なの手てを、やんわりと払はらいのけた。

「お望のぞみなら……大たい会かいの日ひ、『飲のむと無む敵てきになるドリンク』を、私わたしが用よう意いしてあげようか」

　女おんなの子このその言こと葉ばに。

　比ひ無なは、目めを見み開ひらいて──迷まようことなく、うなずいた。
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　そして、やってきた〈全ぜん国こく小しょう学がく生せいクランズ大たい会かい〉当とう日じつ。

　会かい場じょう入いりした比ひ無なは、そこでさっそく、天あま辺べに声こえをかけられた。

「よっ、比ひ無なちゃ～ん。地ち区く予よ選せん、全ぜん勝しょうだったんだって？　すごいじゃーん、あたしとおんなじだね！」

「……あっそう」

「今こん回かい比ひ無なちゃん、調ちょう子しいいんだあ。このぶんなら、また決けっ勝しょうまで進すすめるんじゃない？　……ま、そうなってもどっちみち、決けっ勝しょうであたしに負まけちゃうわけだから、せっかく調ちょう子しいいとこ申もうしわけないなー。んー、今いまから謝あやまっとこ！　ごっめんねえ～」

「～～～……」

　天あま辺べは、あいかわらずのニヤニヤ笑わらいを浮うかべながら、軽かるく比ひ無なの肩かたをたたいて去さっていった。

　比ひ無なは、うつむいて、こぶしをプルプルふるわせた。

　──やっぱりあいつ、めっちゃくちゃ、腹はら立たつヤツだっ……！

（……でも。今日きょうは、天あま辺べに声こえ、かけられた。ああやって、挑ちょう発はつされた。……あいつに、意い識しきされてるんだ。ライバルとして、見みられてるんだ）

　それを思おもうと、こみ上あげてくるのは、けっして腹はら立だちだけではなかった。

　けれど、もちろん。今いまの自じ分ぶんに対たいする天あま辺べの評ひょう価かは、予よ選せんの結けっ果かを見みてのもの。

　つまりは、あのとき飲のんだ【無む敵てきドリンク】あってこそのもの。

　本ほん当とうの自じ分ぶんが、あいつに認みとめられたわけじゃない。

（……いいさ。べつに、それでも。……だって。本ほん当とうの自じ分ぶんの実じつ力りょくじゃ、もう一いっ生しょうかかっても、天あま辺べにライバルとして認みとめられるなんて──……ましてや、天あま辺べに勝かつなんて、できそうにないんだから）

　そう。だから、今こん回かいも。

「おまたせー。ドリンク、持もってきたよ」

「……！」

　聞きき覚おぼえのある声こえに、比ひ無なはふり向むく。

　そこにいたのは、例れいによって、ピンクのパーカーの女おんなの子こだった。

　女おんなの子こは、その手てに持もった一本ぽんの缶かんを、「はい、どうぞ」と比ひ無なに差さし出だした。

「あ、ありがとう。本ほん当とうに、用よう意いしてくれたんだ」

「もっちろん。約やく束そくだもん！　……あ。言いっとくけど、お金かねはちゃんともらうからね。百円えん！」

「う、うん……。レアなドリンクのわりには、安やすいんだな」

　こんなものを、こんな値ね段だんで買かってもいいものか。

　首くびをかしげながらも、比ひ無なはその場ばで百円えんを払はらい、ありがたくそのドリンクを受うけ取とった。

「……ん？　これ、この前まえのと、名な前まえがちょっとちがうんだ？」

　そのことに、缶かんをよく見みて、比ひ無なは気きづいた。

　受うけ取とったそのドリンクの缶かんには、

【〈真しん〉無む敵てきドリンク】

　と書かかれていたのだ。

「この前まえのと同おなじドリンクは、用よう意いできないって言いったはずだよ。でも、これだって『飲のむと無む敵てきになるドリンク』には変かわりないから。それに、ノーマルタイプの【無む敵てきドリンク】とちがって、この【〈真しん〉無む敵てきドリンク】は、時じ間かんがたっても効こう果かが切きれないんだ！」

「……へえ！」

　そういうことなら、文もん句くはない。むしろ、願ねがったりかなったりだ。

「じゃ──いただくね」

　比ひ無なは、缶かんのプルトップをパキッと開あけて。

　よーく冷ひえたそのドリンクを、ぐびぐびと、のどに流ながしこんだ。

（……あ。この前まえのドリンクとは、味あじも、ちがうみたい）

　この前まえの、ノーマルタイプの【無む敵てきドリンク】は、刺し激げきの強つよい炭たん酸さん飲いん料りょうだったけど。

　今こん度どのこれは、まったりとやさしい味あじわいだった。

　意い外がいに思おもいつつ、比ひ無なは、そのドリンクを飲のみほした。

　それからすぐに、開かい会かい式しきの時じ間かんになって。

　そのあといよいよ、トーナメント試じ合あいが始はじまった。

　ステージ上じょうに用よう意いされた大だい画が面めんに、トーナメント表ひょうが映うつし出だされる。

　それを見みて、比ひ無なは、自じ分ぶんと天あま辺べの名な前まえがどこにあるかだけ確かく認にんした。

（天あま辺べとは……これだと、決けっ勝しょうまで当あたらないのか。あいつのほうは、まあ、勝かち進すすんでくるだろうな。問もん題だいは、わたしが決けっ勝しょうまで進すすめるかどうか。それだけだ）

　トーナメントの一試し合あい目めは、天あま辺べの試し合あいだった。

　対たい戦せん相あい手ても、地ち区く予よ選せんを突とっ破ぱしたプレイヤーなので、さすがに強つよい。

　しかしそれでも、天あま辺べと相あい手ての実じつ力りょく差さは、歴れき然ぜんだった。

　天あま辺べがあやつるピエロのハンターは、あざやかに相あい手てのハンターにとどめを刺さして、

〝ＣＲＡＳＨクラッシュ！〟

　の文も字じとともに、大だい画が面めんに花はな火びを咲さかせた。

　観かん客きゃく席せきから、大おおきな歓かん声せいと拍はく手しゅがわく。

　比ひ無なは、はあっと大おおきく息いきをついた。呼こ吸きゅうもまばたきも、緊きん張ちょうも忘わすれて、天あま辺べのプレイに見み入いっていたのだ。

　その後ごも、トーナメントはどんどん進すすんでいった。

　みんな強つよいプレイヤーばかりなので、天あま辺べの試し合あいほどではないが、どの試し合あいもそれなりに見みごたえのあるものだった。

　こんな中なかに、自じ分ぶんみたいなプレイヤーがまざっているのは、つくづく場ばちがいだ……。

　どの試し合あいを見みても、比ひ無なはそう感かんじるばかりだった。

（だいじょうぶだ、落おち着つけ……。わたしは【無む敵てきドリンク】を。いや、【〈真しん〉無む敵てきドリンク】を、飲のんだじゃないか。あのドリンクの力ちからがあれば──……）

　そうして、やがて、比ひ無なの試し合あいの番ばんがきた。

　ドキドキしながら、比ひ無なはステージに上あがって、コントローラーを手てに取とった。

　……ところが。

　対たい戦せん相あい手てがいつまでたっても、ステージに上あがってこない。

（……？　どうしたんだろ。何なにか、あったのかな）

　緊きん張ちょうを持もてあましつつ、比ひ無なはそわそわと、コントローラーを置おいたり、また手てに取とったりをくり返かえす。

　しだいに、観かん客きゃく席せきもざわめき始はじめた。

　ステージ裏うらの気け配はいも、なんだか落おち着つかない感かんじだ。

　しばらくしたのち。

　司し会かいの人ひとがステージに上あがってきて、次つぎのようにアナウンスした。

『えー。こちらの第だい六ブロックの試し合あいですが、対たい戦せん相あい手ての選せん手しゅが、つい先さきほど試し合あいを棄き権けんしました。さらに、そのことを知しったとなりのブロックの選せん手しゅが、続つづけてそのまたとなりのブロックの選せん手しゅが、続ぞく々ぞくと試し合あいを棄き権けんしています──』

「…………は？」

　何なにそれ──と。

　信しんじられないようなアナウンスの内ない容ように、比ひ無なは、思おもわずコントローラーを取とり落おとした。

『よって──この試し合あいは、田た杭ぐい比ひ無な選せん手しゅの不ふ戦せん勝しょうとなります！　そして、二回かい戦せんおよび準じゅん決けっ勝しょう戦せんにおいても、田た杭ぐい選せん手しゅの対たい戦せん相あい手ては不ふ在ざいとなりましたので、田た杭ぐい選せん手しゅはこれにて決けっ勝しょう戦せん、進しん出しゅつ決けっ定ていです！』

「ちょっ……ちょっと待まってよ！」

『あ！　ただいま、第だい二、第だい三ブロックの選せん手しゅも、ともに棄き権けんを宣せん言げんしました！　なんということでしょう！　これで残のこった選せん手しゅは、この第だい六ブロック田た杭ぐい選せん手しゅと、第だい一ブロック天あま辺べ選せん手しゅの、たった二人ふたりになってしまいました──！』

「──……っ」

　比ひ無なは、ふらっとよろけて、ゲーム台だいにぶつかった。

（何なに、これ……。不ふ戦せん勝しょうが続つづいて、決けっ勝しょう進しん出しゅつ？　……こ、こんなのって──）

　とんでもないアナウンスにもかかわらず、観かん客きゃく席せきがやけに静しずかなのも、不ぶ気き味みだった。

　ふつうなら、ブーイングが起おこってもおかしくないだろうに……。

　そう思おもって、ちらりと観かん客きゃく席せきに目めをやると。

　大おお勢ぜいの観かん客きゃくたちは、みんな残のこらず、ニコニコほほ笑えんで比ひ無なのことを見みつめていた。

　異い様ようなその光こう景けいに、比ひ無なは血ちの気けが引ひくのを感かんじた。

　──と、そこへ。

「比ひ無なちゃん……」

　聞きき覚おぼえのある声こえがして、比ひ無なはそちらをふり向むいた。

　いつの間まにか、ステージの上うえに、あの天あま辺べが立たっていた。

「決けっ勝しょう進しん出しゅつ、おめでとう。なんだか、二年ねん前まえを思おもい出だすね」

「……天あま辺べ。……あ……あんたは」

「ほかの選せん手しゅはみーんな棄き権けんしちゃったから、決けっ勝しょう戦せんの相あい手ては、自じ動どう的てきにこのあたし──なんだけどさ」

　天あま辺べは、比ひ無なを見みつめて、にこりと笑わらった。

　今いままでに見みせたことがないような、あたたかくやさしい笑え顔がおで。

「あたしも、やっぱり棄き権けんするよ。だって──比ひ無なちゃんと戦たたかうことなんて、できないもん。あたしは……比ひ無なちゃんと戦たたかう『敵てき』じゃなくて、比ひ無なちゃんの『味み方かた』なんだから……！」

「…………な」

　天あま辺べの言こと葉ばに、比ひ無なはがくぜんとした。

（そんな……。これが……【〈真しん〉無む敵てきドリンク】の効こう果かなわけ？）

　自じ分ぶんの実じつ力りょくが、かならず相あい手てを上うわ回まわることで「無む敵てき」になるんじゃなくて。

　だれもがみんな味み方かたになって、戦たたかう敵てきがいなくなることで、文も字じどおりの「無む敵てき」になる。

　さっき飲のんだあれは、そういうドリンクだったというのか。

（ちがう……ちがうっ……！　こんなの、わたしの望のぞんだ「無む敵てき」じゃない！）

　心こころの中なかでさけびながら、比ひ無なは天あま辺べに背せを向むけ、ステージのそでへと走はしった。

（これじゃ、意い味みないんだ！　天あま辺べと戦たたかえなくなるんじゃ、なんの意い味みも──……）

　ステージを降おりて、ショッキング・ピンクのパーカーを捜さがす。

　あの、ドリンクをくれた女おんなの子こを。

（【〈真しん〉無む敵てきドリンク】は……時じ間かんがたっても効こう果かが切きれないって、あの子こが言いってた）

　じょうだんじゃない。こんな「無む敵てき」状じょう態たいが、ずっと続つづいてたまるものか。

　あたりを見み回まわすと、人ひとごみの中なかに、目め立だつピンクのパーカーが見みえた。

　あの子こだ──。

　比ひ無なは、息いきを切きらして駆かけ寄よった。

「ねっ……ねえ！　さっき飲のんだ、あのドリンクの効きき目めを、消けす方ほう法ほうはないの!?」

　女おんなの子この腕うでをつかんで、比ひ無なはたずねる。

　すると、女おんなの子こは、小ちいさく首くびをかしげてこう言いった。

「どうして、そんなこと聞きくの？　あのドリンクを飲のんで、あなたはちゃんと『無む敵てき』になれたじゃない。だれもがあなたの味み方かたになってくれるなんて、すごいことでしょ？」

「そ、それは……。でもっ、ちがうんだよ！　こんなの、こまる！」

　顔かおをゆがめて、比ひ無なは女おんなの子こをにらみつけた。

　自じ分ぶんは、天あま辺べに味み方かたになってほしかったわけでも、やさしくされたかったわけでもない。

（天あま辺べは……ものすごく腹はらの立たつ、いやなやつだけど……。だれよりも〈勝かち〉に執しゅう着ちゃくしてて、その負まけずぎらいっぷりに、だれよりふさわしい才さい能のうを持もった、天てん才さいプレイヤーで──……）

　そんな天あま辺べは、比ひ無なにとって、ずっとあこがれのプレイヤーだった。

　彼かの女じょに負まかされたからこそ。

　彼かの女じょにけっして勝かてないからこそ。

　その存そん在ざいは、比ひ無なの中なかで何なによりも大おおきく、特とく別べつだった。

　だから──。

　天あま辺べに勝かつことで。

「決けっして勝かてない相あい手て」になることで。

　今こん度どは自じ分ぶんが、彼かの女じょにとっての、特とく別べつな存そん在ざいになりたかったのだ。

「天あま辺べが、対たい戦せん相あい手てに勝かちをゆずるなんて……まして、あいつがクランズの公こう式しき戦せんで、棄き権けんして敗はい退たいするなんて──そんなこと、あっちゃいけないんだ！」

　比ひ無なのそのうったえに。女おんなの子こは、はあ、とため息いきをついた。

「しょうがないなあ……。それじゃ」

　しぶしぶといった様よう子すで、その子こは比ひ無なに、一本ぽんの缶かん飲いん料りょうを差さし出だした。
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「この【完かん全ぜん★無む敵てきドリンク】を飲のむといいよ。そうすれば、さっきの【〈真しん〉無む敵てきドリンク】の効こう果かは、このドリンクの効こう果かで上うわ書がきされて、打うち消けされるから」

「ほ、本ほん当とうに？」

「私わたしだって、今いまはあなたの『味み方かた』だから、特とく別べつだよ？　……あ。代だい金きんはもらうけどね。百円えん」

　比ひ無なはうなずき、貴き重ちょう品ひんのあずかり所しょに行いって、財さい布ふから百円えんを取とってきた。

　それを女おんなの子こにわたして、【完かん全ぜん★無む敵てきドリンク】を受うけ取とる。

「ちなみに……これは、どういう効こう果かのあるドリンクなの？」

「それはもちろん、『飲のむと無む敵てきになるドリンク』だよ。ただしこれは、ほかの人ひとにはいっさい何なにも影えい響きょうをおよぼさない。これを飲のんだ人ひとにだけ、変へん化かが起おきるドリンクなんだ。ついでに、時じ間かんがたっても効こう果かは切きれない」

　その説せつ明めいを聞きいて、比ひ無なはホッとした。

　──ほかの人ひとにはいっさい何なにも影えい響きょうをおよぼさない。

　それなら、【〈真しん〉無む敵てきドリンク】とはちがって、天あま辺べが試し合あいを放ほう棄きすることもない。

　天あま辺べのゲームが下手へたになることも、天あま辺べが事じ故こや病びょう気きで試し合あいに出でられなくなることも、ないわけだ。

　その上うえで、ドリンクを飲のんだ自じ分ぶんが、ちゃんと「無む敵てき」になれるのならば。

（今こん度どこそ……わたしの望のぞみが、かなうかもしれない──）

　そんな期き待たいを胸むねに、比ひ無なは、缶かんのプルトップをパキッと開あけて。

【完かん全ぜん★無む敵てきドリンク】を、ぐびぐびぐび、と飲のみほした。

　それは、どろっとしていて、なんの味あじもしなかった。







　気きがついたとき──。

　比ひ無なが立たっていたのは、灰はい色いろ一いっ色しょくの場ば所しょだった。

「……え？　……な、なに、これ。……どこなの？　ここ」

　見み渡わたすかぎり、壁かべも天てん井じょうもない。空そらと地じ面めんの境さかい目めすらも、見み当あたらない。

　わけがわからず、比ひ無なは、おそるおそるあたりを歩あるき回まわった。

　けれど、どこにも、何なにもなかった。

　どこまで行いっても、比ひ無な以い外がいのものがいっさい存そん在ざいしない、灰はい色いろの空くう間かん。

　出で口ぐちはない。

　入いり口ぐちもない。

　そんなこの場ば所しょに、もちろん「敵てき」などいるはずもなく、入はいってくることもない。




　そこはまさに、「完かん全ぜん無む敵てき」の空くう間かんだった。
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　ちょっとした森もりを抜ぬける小こ道みちを、学がっ校こう帰がえりに通とおったその日ひ。

　良よし行ゆきは、古ふるい一軒けんのレストランを見みつけた。

「こんなとこに、店みせなんてあったんだ。……でも、これ、営えい業ぎょうしてんのかなあ」

　店みせ先さきにあるショー・ウィンドウの中なかには、いろんな料りょう理りのサンプルがならんでいる。

　けれど、それらはどれもすっかり色いろあせ、うっすらほこりをかぶっていた。

「もうつぶれてんのかなあ。昔むかしなつかしい感かんじで、なかなか雰ふん囲い気きある店みせだけど……やっぱり、こんな場ば所しょじゃ、客きゃくがこないのかね」

　つぶやいて、良よし行ゆきは、ふと店みせの看かん板ばんに目めをやった。

　そこに書かかれた店みせの名な前まえは──『未み来らい屋や』だった。

　ミスマッチというか、皮ひ肉にくというか。

　こんな、過か去この遺い物ぶつみたいな店みせの名な前まえが『未み来らい屋や』なんて。

　そう思おもいながら、苦にが笑わらいを浮うかべたときだった。




　カチャ……チリリン、チリン




　店みせのドアが開あいて、ドアベルの音おとが響ひびいた。

「いらっしゃいませ。どうぞ、中なかへ」

　店みせから出でてきてそう言いったのは、くたびれたコートの男おとこだった。

　日ひよけのある帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、ぶあついマフラーを巻まいているせいで、やけに顔かおが見みえにくい──……というより、まったく見みえない。

　おかしなことに、帽ぼう子しとマフラーの間あいだにある男おとこの顔かおは、真まっ暗くらだった。

　光ひかりの加か減げんでも、さすがにこんなに暗くらくはならないだろうに。

　良よし行ゆきは、思おもわずあとずさり、あせって言いった。

「あ、いや、ちがうんです。俺おれ、べつに客きゃくとかじゃなくて……」

　ちゃんと、まだ営えい業ぎょうしている店みせだったのか。

　意い外がいに思おもいつつ、良よし行ゆきは、店みせと男おとこに背せを向むけようとした。

　しかし。

「おや、そうなんですか？　……ちなみに、あなたはここがなんの店みせか、ご存ぞんじで？」

「え……」

　男おとこの問といかけに、良よし行ゆきはゆっくりとふり向むいた。

「なんの店みせ……って。レストランじゃないんですか？　食しょく品ひんサンプルとか飾かざってるし」

「ああ、これは。廃はい業ぎょうしたレストランの建たて物ものを、そのまま使つかっているもので。外そとの食しょく品ひんサンプルも、片かたづけずにまだそのままにしているんです」

　なるほど。いわゆる居い抜ぬきというやつか。

　それにしたって、まぎらわしい。店みせ先さきに、こんなふうに食しょく品ひんサンプルなんか飾かざっておいて、レストランじゃないなんて。

　……でも、だとしたら。

「それじゃあ、ここはなんの店みせなんですか？」

　良よし行ゆきがたずねると。

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、帽ぼう子しをゆらしてうなずき、こう答こたえた。

「それはですね。この店みせは、店てん名めいのとおり、〈未み来らい〉を売うる店みせなんです。──お客きゃくさまがご自じ分ぶんでえらんだ、お望のぞみの未み来らいをね」

「──……」

　良よし行ゆきは、ぽかんと言こと葉ばを失うしなった。

　未み来らいを、売うる、店みせ。

　今いまこの人ひと、そう言いったように聞きこえたが。

「あ、あの。たぶん、聞ききまちがいだと思おもうんで、もう一いち度ど──……」

「この店みせは、未み来らいを売うる店みせなんです」

　平へい然ぜんと、はっきりと、男おとこはそうくり返かえした。

「あなたがこの店みせを見みつけたのも、何なにかの縁えん……。よろしければ、ちょっと、中なかをのぞいていきませんか？」

　──思おもわぬすてきな未み来らいが、あるかもしれませんよ？

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、ささやくようにそう言いった。
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「それにしても、小こ道みちから離はなれた森もりの中なかにあるこの店みせを、よく見みつけられましたね」

「あ、それは……。小こ道みちを歩あるいてたときに、めずらしい蝶ちょうを見みつけて」

「へえ。どんな蝶ちょうですか？」

「黒くろい羽はねに、濃こいピンクの模も様ようの……名な前まえはわからないし、見みたことのない蝶ちょうだったんですけど。めずらしいから、写しゃ真しんでも撮とろうかなー、と思おもって追おいかけてたら、たまたまこのレストラ……いや、『未み来らい屋や』を、見みつけたんです」

　そんな会かい話わをしながら、真まっ暗くらな顔かおの男おとこと良よし行ゆきは、店みせの奥おくへと進すすんでいく。

　少すこし迷まよったものの、良よし行ゆきは、この奇き妙みょうな店みせに寄よってしまった。

　だって──「未み来らいを売うる店みせ」なんて、あまりにも気きになったから。

（しっかし、店みせの中なかも、まだ片かたづいてない感かんじだなあ）

　うす暗ぐらい店みせの中なかは、はしっこにテーブルやイスが、ごちゃごちゃと積つみ上あげられていた。

　まんま廃はい業ぎょうあとのレストラン、といった感かんじの店てん内ないだ。

　そして、その一いっ角かくには、何なにやら妙みょうな光こう景けいがあった。

　本ほん格かく的てきなレストランで、料りょう理りが運はこばれてくるときについてくるイメージの、あれ。

　なんといったっけ……。クローシュ？　とか、たしかそんな名な前まえだったか。

　料りょう理りの皿さらにかぶせる、銀ぎん色いろをしたドーム型がたの覆おおい。

　それ自じ体たいは、べつに妙みょうなものではない。イスやテーブルと同おなじく、ここがまだレストランだった時じ代だいに、店みせで使つかわれていたものなのだろう。

　ただ──妙みょうなのは、その数かずだった。

　そこには、大たい量りょうの銀ぎん色いろのドームが積つみ重かさなって、天てん井じょうまで届とどくほどの山やまになっていたのだ。

　それを横よこ目めに、首くびをかしげつつ進すすんでいって。

　良よし行ゆきは、店みせの奥おくにある部へ屋やに通とおされた。

　部へ屋やの中なかにはただ、一つの細ほそ長ながいテーブルだけがあった。

「それでは、〈未み来らい〉がご用よう意いできるまで、テーブルの前まえでお待まちください」

　そう言いい残のこし、男おとこは部へ屋やを出でていった。

　イスも用よう意いされていない部へ屋やだったが、一いち応おう言いわれたとおり、良よし行ゆきはテーブルの前まえで待まつ。

　ほどなくして、男おとこは、配はいぜん台だいを押おしてもどってきた。

　ガラガラガラ……と音おとを立たてる台だいの上うえには、あの銀ぎん色いろのドームが五つ、ならんでいた。

「お待またせいたしました。こちらが、お客きゃくさまの〈未み来らい〉です。五種しゅ類るいの未み来らいがありますので、この中なかから、どうぞお好すきなものをおえらびください」

　男おとこは、五つの銀ぎん色いろのドームを、うやうやしくテーブルの上うえにならべていった。

　そして、はしっこに置おいたドームの、てっぺんにある小ちいさなでっぱりを、ぐいっと上うえに引ひっぱって。それから、そのドームを持もち上あげた。

　ドームの中なかから現あらわれたのは──。

　皿さらに載のるほど小ちいさな、良よし行ゆき自じ身しんの姿すがただった。
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「……えっ!?」

　おどろく良よし行ゆきをよそに、男おとこはドームを次つぎ々つぎと、同おなじようにして持もち上あげる。

　どのドームの中なかにも、小ちいさな良よし行ゆきの姿すがたがあった。

　細ほそ長ながいテーブルの上うえに、五人にんのミニチュアの良よし行ゆきがならんだ。

　五人にんの良よし行ゆきは、それぞれぜんぶ、ちがった状じょう況きょうにいるようだった。

　いちばん左ひだりの良よし行ゆきは、一人ひとりで道みちを歩あるいている。

　左ひだりから二番ばん目めの良よし行ゆきは、友ともだちとカラオケではしゃいでいる。

　真まん中なかの良よし行ゆきは、ハンバーガーショップに寄より道みちしている。

　右みぎから二番ばん目めの良よし行ゆきは、教きょう室しつで居い残のこり補ほ習しゅうを受うけている。

　いちばん右みぎの良よし行ゆきは、ノラ猫ねこにさわろうとして手てを引ひっかかれている。

「……なんだ、これ。……立りっ体たい映えい像ぞう、とかいうやつ？」

「いいえ。これらはすべて、近ちかいうちにお客きゃくさまに訪おとずれうる、五つの未み来らい──その、サンプルなのです」

「サンプル……？」

「そう。ここ『未み来らい屋や』は、このように──……【未み来らいサンプル】を見みてから、お好すきなサンプルどおりの未み来らいを注ちゅう文もんできる。そういう店みせなんですよ」

　男おとこの話はなしは、とても信しんじられないものだった。

　未み来らいのサンプル。

　それを見みて、好すきな未み来らいを注ちゅう文もんできる。

　まるで、レストランの食しょく品ひんサンプルを見みて、注ちゅう文もんする料りょう理りを決きめるかのように──……。

（ど……どうしよう。お好すきな未み来らい、って言いわれても。……えっと。とりあえず、ここにならんだ【未み来らいサンプル】はどれも、放ほう課か後ごみたいだな……）

　右みぎへ左ひだりへうろうろしつつ、良よし行ゆきは、それらの〈未み来らい〉を吟ぎん味みする。

「未み来らいサンプルは、十分ぷん間かんほどで終おわりますので、最さい後ごまで見みてから決きめるといいでしょう」

　男おとこの言こと葉ばに、良よし行ゆきは【未み来らいサンプル】から目めを離はなすことなく、うなずいた。

（うーん……。補ほ習しゅうを受うけることになるのも、猫ねこに引ひっかかれるのも、いやだしな。ここはやっぱり、左ひだりから二番ばん目めの、友ともだちとカラオケ行いってる〈未み来らい〉にするか……？）

　この中なかでは、その未み来らいがいちばん楽たのしそうだ。

　──が、しかし。

（えっ……!?　これって……！　ま、まじかよおい！）

　約やく十分ぷんのサンプルの、最さい後ごのほうで。

　ある【未み来らいサンプル】が、予よ想そう外がいの展てん開かいになったのだ。

「あ、あの……！　俺おれ、この〈未み来らい〉を、注ちゅう文もんしたいです！」

　十分ぷんたって動うごかなくなったそのサンプルを、良よし行ゆきは、迷まようことなく指ゆびさした。

「かしこまりました。五つの未み来らいからえらんでいただいたので、代だい金きんは五百円えんです。──それと」

　男おとこは、良よし行ゆきがえらばなかった四つの【未み来らいサンプル】に、また銀ぎん色いろのドームをかぶせた。

「【未み来らいサンプル】を注ちゅう文もんするに当あたって、守まもっていただきたいルールがあります。それは、『えらばなかった未み来らいを、すべて消けすこと』──未み来らいが、ちゃんと一いっ本ぽん道みちになるように。無む用ような混こん乱らんをさけるために、これは必ひつ要ようなことなのです」

「ふーん、そういうものなんだ。……でも、〈未み来らい〉を消けすって、どうやって？」

「かんたんですよ。このドームのてっぺんを、押おすだけですから」

　男おとこに言いわれたとおりにして。

　良よし行ゆきは、えらばなかった【未み来らいサンプル】の、ドームのてっぺんに親おや指ゆびを載のせた。

　指ゆびに力ちからをこめて、てっぺんのでっぱりを、ぐいっと押おしこむ。

　ドームの中なかで、ぼんっ、と音おとがした。指ゆびに振しん動どうが伝つたわった。

　それから、ドームを持もち上あげてみると──。

　その中なかにあった【未み来らいサンプル】は、きれいさっぱり消きえていた。

「なるほど、かんたんだ」

　残のこりの三つのサンプルも、良よし行ゆきは同おなじようにして、ぼんっ、ぼんっ、ぼんっ、と消しょう去きょした。

「これで、いいんですか？」

「はい、けっこうです」

　そうして良よし行ゆきは、財さい布ふから出だした五百円えんを、男おとこに支し払はらった。

「ありがとうございます。それでは、ご注ちゅう文もんいただいた未み来らいは、三みっ日か後ごにお届とどけいたしますね。未み来らいが届とどくまで、お客きゃくさまはその内ない容ようを忘わすれてしまいますが……ご了りょう承しょうください」

　男おとこが最さい後ごに告つげた、その言こと葉ばのとおり。

　店みせを一いっ歩ぽ出でた瞬しゅん間かんに、良よし行ゆきは、さっき注ちゅう文もんした〈未み来らい〉の内ない容ようを、忘わすれてしまった。

　けれど、いちばんいい〈未み来らい〉を注ちゅう文もんしたことだけは、たしかに覚おぼえていたのだった。
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　はたして、『未み来らい屋や』を訪おとずれてから、三みっ日か後ごのこと。

　その日ひ、良よし行ゆきは──。

　数すう学がくの小しょうテストでそこそこの点てんを取とり、放ほう課か後ごの補ほ習しゅうをまぬがれた。

　友ともだちとカラオケに行いく約やく束そくは、しなかった。

　下げ校こう途と中ちゅう、ハンバーガーショップの前まえを通とおりかかったが、ハンバーガーを食たべる気き分ぶんではなかったので素す通どおりした。

　物もの陰かげにノラ猫ねこの姿すがたを見みつけたが、猫ねこは、目めが合あうなり逃にげてしまった。

　そんなふうにして、良よし行ゆきは、帰かえり道みちを一人ひとりで歩あるいていた。

　そう、つまり。

　良よし行ゆきが、五つのサンプルの中なかからえらんだ〈未み来らい〉は、いちばん左ひだりのものだった。

　なぜならば──。

「……うわっ！」

　良よし行ゆきが、見み通とおしの悪わるい曲まがり角かどにさしかかった、そのとき。

　曲まがり角かどの向むこうから、とつぜん自じ転てん車しゃが現あらわれた。

　キキィ──ッと、相あい手てが、あわててブレーキをかける音おとがして。

　自じ転てん車しゃをよけようとした良よし行ゆきは、勢いきおいあまって、うしろに思おもいきり転ころんでしまった。

「──悪わるい！　だいじょうぶか!?」

　自じ転てん車しゃを降おりた相あい手てが、良よし行ゆきに駆かけ寄よる。

　その人ひとは、同おなじ学がっ校こうの女じょ子し生せい徒とだった。

　委い員いん会かいで何なん度どか話はなしたことがある、古こ賀が先せん輩ぱいという人ひとだ。

　古こ賀が先せん輩ぱいは、ちょっとぶっきらぼうだけど、やさしくて面めん倒どう見みがよくて、男だん子しにも女じょ子しにも人にん気きのある先せん輩ぱいなのだ。

　良よし行ゆきにとっても、あこがれの先せん輩ぱいだった。

　そんな先せん輩ぱいの顔かおを、しりもちをついたまま見み上あげて、良よし行ゆきは思おもわず言いった。

「だ、だいじょうぶです！　っていうか、古こ賀が先せん輩ぱいの自じ転てん車しゃとぶつかりそうになるなんて、むしろラッキーです！」

「……そんな場ば合あいじゃないだろう。手て、ケガしてるじゃないか」

　言いわれてはじめて、痛いたみに気きづく。

　右みぎ手てを見みると、すり傷きずができて、少すこし血ちがにじんでいた。

「ちょっと待まってて」と、先せん輩ぱいは、近ちかくにある自じ動どう販はん売ばい機きに走はしっていった。

　少すこしして、ペットボトルの水みずを買かってきた先せん輩ぱいは、その水みずで良よし行ゆきの手ての傷きずを洗あらってくれた。

「近ちかくに水すい道どう、なかったから……」

「す、すみません。お金かね、払はらいますので」

「そういうわけにはいかない。ケガさせたのはこっちだし」

　それから古こ賀が先せん輩ぱいは、残のこった水みずを「飲のむ？」と良よし行ゆきにさし出だした。

「はっ……はい！　いただきます！」

　良よし行ゆきは目めをかがやかせて、そのペットボトルを受うけ取とった。

　そのとき。




　──パチン




　どこからか、何なにか、かすかな音おとがした。

　そして、次つぎの瞬しゅん間かん。

（──あっ！　この状じょう況きょうは、あの【未み来らいサンプル】の！）

　良よし行ゆきは、思おもい出だした。

　あのとき注ちゅう文もんした〈未み来らい〉の内ない容ようを。

（そうだ……あの〈未み来らい〉は。途と中ちゅうまでは、ただ一人ひとりで帰かえり道みちを歩あるいてるだけの、どうってことない未み来らいだと思おもったんだ。でも、最さい後ごのほうで、こうして自じ転てん車しゃにぶつかりそうになって。その自じ転てん車しゃに乗のってたのが──……ほかならぬ、古こ賀が先せん輩ぱいだったから！）

　だから、ケガすることがわかっていても、あの〈未み来らい〉をえらんでしまった。

　先せん輩ぱいから水みずをもらうところで終おわった、あの【未み来らいサンプル】。

　ここ十分ぷん間かんの出で来き事ごとは、何なにもかも、あのサンプルで見みていたとおりだった。

（あのとき注ちゅう文もんした、サンプルどおりの未み来らいが──……今いま、届とどけられたんだ！）

　それじゃあ、さっきのパチンという音おとは。

『ご注ちゅう文もんの未み来らいを、こちらにお届とどけいたしました』

　そういう合あい図ず、だったんだろうか……？

　ぼんやり考かんがえていると。

　古こ賀が先せん輩ぱいが、心しん配ぱいそうに良よし行ゆきの顔かおをのぞきこんだ。

「本ほん当とうに、悪わるかったな。ほかに、痛いたむところとかある？」

「あ……。いや、ほんと、ぜんぜんへーきなんで」

　気きにしないでください。と、良よし行ゆきは笑わらった。

　わかってて、自じ分ぶんでえらんだ未み来らいですから──とは、言いえなかった。




　古こ賀が先せん輩ぱいと別わかれ、ふたたび一人ひとりになってから。

　良よし行ゆきは、ぽわわんとよい気き分ぶんで、先せん輩ぱいからもらったミネラルウォーターを飲のんだ。

（ああ──。こんなにおいしい水みずは、はじめてだ……）

　古こ賀が先せん輩ぱいと、二人ふたりでお話はなしできて。あんなふうに、親しん切せつにしてもらって。

　右みぎ手てのすり傷きずは、まだズキズキ痛いたんでいるけれど、そんなのまったくささいなことだ。

　自じ分ぶんで注ちゅう文もんした〈未み来らい〉に、良よし行ゆきは、心こころから満まん足ぞくだった。
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　それからというもの。

〈未み来らい〉を注ちゅう文もんすることに味あじをしめた良よし行ゆきは、たびたび『未み来らい屋や』へと足あしを運はこんだ。

　一いち度どに見みることのできる【未み来らいサンプル】は、いつも五つと決きまっていた。

　良よし行ゆきは、もっと多おおくのサンプルを見みることはできないか、とたずねてみたが。

　店みせの男おとこいわく、

「申もうしわけありません。仕し入いれに手て間まがかかるもので……一いち度どにお出だしできるサンプルは、五つまでとなっております」

　……ということだった。

【未み来らいサンプル】の仕し入いれとは、いったい。何なにをどうするのか、良よし行ゆきには見けん当とうもつかなかった。

　また、五つのサンプルは、たまに天てん気きがちがっていることもあった。

　たとえば、三つは晴はれで、一つはくもり、残のこり一つは雨あめ、というように。

　店みせの男おとこいわく、

「同おなじ日ひの同おなじ時じ間かんであっても、雨あめが降ふっている未み来らいもあれば、そうでない未み来らいもあるということです。この店みせにいらしたお客きゃくさまは、お好すきなほうをえらぶことができますがね」

　……ということだった。

　天てん気きでさえも、好すきな〈未み来らい〉を確かく実じつにえらんで、注ちゅう文もんできる。

　その安あん心しん感かんは、とても大おおきなものだった。

　五つのサンプルの中なかには、大おおきな出で来き事ごとの起おこる〈未み来らい〉が、かならず一つは入はいっていた。

　それは、悪わるい出で来き事ごとのときもあれば、良よい出で来き事ごとのときもあった。

　いずれにしても、「五つのうち、どれをえらんでも同おなじ」というケースはなかった。

　えらびたい〈未み来らい〉か、さけたい〈未み来らい〉。そのどちらかは、五つの中なかにかならずある。

　だからこそ、良よし行ゆきは足あししげく店みせに通かよった。

　テストで良よい点てんを取とる〈未み来らい〉。

　テストで悪わるい点てんを取とらない〈未み来らい〉。

　財さい布ふを落おとさない〈未み来らい〉。

　風か邪ぜを引ひかない〈未み来らい〉。

　宝たからくじで十万まん円えんが当あたる〈未み来らい〉。

　そして──古こ賀が先せん輩ぱいと、二人ふたりきりで会あうことのできる〈未み来らい〉。

　いろいろな〈未み来らい〉を、良よし行ゆきはどんどん注ちゅう文もんしていった。

「サンプルを注ちゅう文もんするに当あたってのルール」は、もちろん毎まい回かいちゃんと守まもって。

　注ちゅう文もんしたもの以い外がいのサンプルは、そのつど消しょう去きょしていった。

（いったん消しょう去きょしたサンプルは、きっと「ぜったい実じつ現げんしない未み来らい」になっちゃうんだろうな。どれをえらんでどれを消けすかは、サンプルを最さい後ごまで見みて、慎しん重ちょうに決きめないと……）

　それを心こころがけて、良よい〈未み来らい〉をうっかり消けしてしまわないように、注ちゅう意いした。

『未み来らい屋や』のおかげで、良よし行ゆきは、これまでになく順じゅん調ちょうな日ひ々びを送おくれるようになった。

　大おおきな失しっ敗ぱいはしなくなったし、不ふ運うんからだいたい逃のがれられるようになった。良よいことも、たくさん起おこるようになった。

　まさに順じゅん風ぷう満まん帆ぱん。

　自じ分ぶんの人じん生せいに、これだけのポテンシャルがあったなんて！　という感かんじだ。

　中なかでも、何なによりうれしかったのは──古こ賀が先せん輩ぱいと、親したしくなれたことだった。

〈未み来らい〉を注ちゅう文もんするさいに、先せん輩ぱいとの距きょ離りが縮ちぢまるサンプルがあったら、かならずそれをえらぶようにして。逆ぎゃくに、先せん輩ぱいとの関かん係けいが悪あっ化かするサンプルがあったら、ひたすらそれをさけるようにした。その成せい果かである。

　注ちゅう文もんした〈未み来らい〉の内ない容ようは、いつも、店みせを一いっ歩ぽ出でたとたんに忘わすれてしまう。

　けれど、そのサンプルどおりの未み来らいを経けい験けんし終おえると、あのパチンという音おとがして、注ちゅう文もん内ない容ようを思おもい出だす。

　それは毎まい回かい、変かわることがなかった。

　だから良よし行ゆきは、

（あの音おとはやっぱり、『ご注ちゅう文もんの未み来らいを、こちらにお届とどけいたしました』って合あい図ずなんだな）

　と、確かく信しんするようになった。







　そんなある日ひのことだった。

　良よし行ゆきは、委い員いん会かいが終おわったあと、古こ賀が先せん輩ぱいと二人ふたりで下げ校こうした。

　先せん輩ぱいとは、通つう学がくで同おなじ駅えきを使つかっているので、この日ひは駅えきまでいっしょに歩あるいて帰かえったのだ。

　今いまではもう、そんなこともめずらしくなかった。

　それくらい、先せん輩ぱいとは気き心ごころ知しれた関かん係けいになっていた。

（ありがとう、『未み来らい屋や』！）

　と、心こころの中なかで礼れいを言いいながら、良よし行ゆきは幸しあわせをかみしめていた。

　……けれど。古こ賀が先せん輩ぱいは、この日ひ、なんだか浮うかない顔かおだった。
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「先せん輩ぱい？　どうかしたんですか？」

「……あ。いや」

　良よし行ゆきの呼よびかけに、先せん輩ぱいはハッとして顔かおを上あげた。

　そして、一つため息いきをついて言いった。

「模も試しの結けっ果かが悪わるくてな……。志し望ぼう校こうを変かえるべきかどうか、ギリギリって感かんじなんだ」

「そ、そうなんですか。受じゅ験けん、大たい変へんですね……」

　悩なやんでいる先せん輩ぱいを見みて、良よし行ゆきは、何なにか力ちからになりたいと思おもった。

　とはいえ、後こう輩はいならまだしも、先せん輩ぱいの勉べん強きょうの悩なやみなんて、良よし行ゆきにはどうしようもない。

（あっ……。そうだ、それなら）

　良よし行ゆきは、ふと思おもいついた。

　いい方ほう法ほうがあるじゃないか。

　何なにも、自じ分ぶんが直ちょく接せつ、先せん輩ぱいの悩なやみをどうにかできなくたって。

「あの、先せん輩ぱい。『未み来らい屋や』ってお店みせ、知しってますか？」

「……未み来らい屋や？　さあ」

　なんの店みせだ？　とたずねる先せん輩ぱいに、良よし行ゆきは、その不ふ思し議ぎな店みせのことを話はなした。

　さすがに、先せん輩ぱいと親したしくなれるよう〈未み来らい〉をえらんだことまでは、言いえなかったが。

「──だから、先せん輩ぱいも。『未み来らい屋や』に行いって、〈未み来らい〉を注ちゅう文もんしたらいいですよ！　いい〈未み来らい〉をえらんで、よくない〈未み来らい〉をさけてれば、受じゅ験けんだって、きっとうまくいきますって！」

「…………」

　話はなしを聞きいた先せん輩ぱいは、むずかしい顔かおで、しばらくだまりこんだあと。

「……いや。やめておく」

　ぽつりと、そう答こたえた。

「えっ……。なんでですか？」

「うーん……。もし、その『未み来らい屋や』の話はなしが本ほん当とうだとしても。──いや、本ほん当とうだったら、それこそなおさら。いったんその店みせに頼たより始はじめると、その店みせなしでは、いられなくなってしまいそうで。……そういうのは、怖こわいんだ」

　──良よし行ゆきも、ほどほどにしておいたほうが、いいんじゃないのか？

　古こ賀が先せん輩ぱいは、心しん配ぱいそうな顔かおでそう言いった。

　良よし行ゆきは、だまってうつむいた。

　残ざん念ねんだった。先せん輩ぱいの役やくに立たてなくて。……それに。

　先せん輩ぱいの言いうことには、一いち理りある。とも思おもったのだ。

（たしかに、俺おれ、このごろ……毎まい日にちのように『未み来らい屋や』に通かよってるもんな。こまめに〈未み来らい〉を買かってないと、どうにも不ふ安あんで……。これってもう、一いっ種しゅの中ちゅう毒どくなんじゃ……？）

　本ほん当とうは、このあともいつものように、『未み来らい屋や』に寄よって帰かえるつもりだった。

　でも、やっぱり今日きょうは、やめておこう。

　なんなら、これからしばらく、『未み来らい屋や』断だちをしてみようかな。

　そう考かんがえて。

　良よし行ゆきは、とりあえずその日ひから三みっ日か間かん、『未み来らい屋や』に行いくのをやめることにした。




　しかし。

　──それが、大おおきな間ま違ちがいだった。
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　それから三みっ日か後ご。

　良よし行ゆきは、委い員いん会かいの仕し事ごとで大だい失しっ敗ぱいをしてしまった。

　良よし行ゆきたちの委い員いん会かいは、数すう日じつ前まえから、廊ろう下かに貼はり出だす掲けい示じ物ぶつを制せい作さくしていた。

　かなり大おおがかりな掲けい示じ物ぶつで、イラストや文ぶん章しょうを手て分わけして、数すう人にんがかりで作つくっていたものだ。

　良よし行ゆきは、その掲けい示じ物ぶつの仕し上あげをまかされていた。何なんか所しょかに指し定ていの色いろをぬるだけの、かんたんな作さ業ぎょうだ。その日ひの放ほう課か後ご、学がっ校こうに残のこってそれをやっていた。

　あまり人ひとの来こない階かいの廊ろう下かに、大おおきな紙かみを広ひろげて。

　イラストに色いろをつけたり、文も字じをマーカーで縁ふち取どりしたり、文ぶん章しょうを枠わくで囲かこんだり……。

　その作さ業ぎょうの途と中ちゅうに、良よし行ゆきは、ちょっと休きゅう憩けいしてトイレに行いった。

　ところが、そのわずかな間あいだに。

　いきなり降ふり出だした雨あめが、窓まどから廊ろう下かに吹ふきこんで、掲けい示じ物ぶつの紙かみをぬらしてしまったのだ。

　ほとんど完かん成せいしかけていたそれは、良よし行ゆきがトイレから帰かえってきたときには、もうどうにもならないくらいびしょびしょになっていた。

　良よし行ゆきは、委い員いん会かいのほかのメンバーたちに、ひどく責せめられた。

　何なん日にちもかけたみんなの苦く労ろうを、だいなしにしてしまったのだから……。

「あんまり、気きにするなよ。だれにだって失しっ敗ぱいはあるんだから」

　ほかの生せい徒とたちが帰かえったあと、落おちこむ良よし行ゆきに、古こ賀が先せん輩ぱいはそう言いってくれた。

　けれど、良よし行ゆきの心こころは晴はれなかった。

　だって──この失しっ敗ぱいは、本ほん当とうなら、さけられていたはずだったのだ。

　それを思おもうと、「こんなはずじゃなかったのに」という気き持もちで、胸むねの中なかがささくれた。

「やっぱり……あのとき『未み来らい屋や』に行いって……〈未み来らい〉を、買かっておけばよかったんだ」

　そうつぶやいて、良よし行ゆきは、古こ賀が先せん輩ぱいをにらみつけた。

「三みっ日か前まえに、いつもどおり、サンプルを見みてさえいれば……！　今日きょうのこの失しっ敗ぱいだって、きっと前まえもってわかったのに！　そしたら、こんな未み来らいはえらばなかったのに！　なのに、先せん輩ぱいが──『未み来らい屋や』に行いくの、ほどほどにしておいたほうがいいとか、よけいなこと言いうからっ……！」

「……良よし行ゆき」

　先せん輩ぱいは、うろたえた様よう子すで、ゆっくりとうつむいた。

　それから、しばらくだまって立たちつくしたあと。

「……そうだな。その『未み来らい屋や』という店みせは、良よし行ゆきにとっては、必ひつ要ようなものだったんだよな。それなのに、軽かる々がるしく口くち出だしして……無む責せき任にんなことを言いってしまって…………悪わるかった」

　それだけ言いって、先せん輩ぱいは、足あし早ばやにその場ばを去さっていった。

（──……あ）

　先せん輩ぱいがいなくなったあと。

　我われに返かえった良よし行ゆきの胸むねに、どっと後こう悔かいが押おし寄よせた。

（……何なにやってんだ、俺おれ。……先せん輩ぱいは、俺おれのこと、心しん配ぱいしてくれたのに。……あの日ひ、『未み来らい屋や』に行いかなかったのは、あくまで俺おれの意い思しなのに。それを、先せん輩ぱいのせいにするなんて──）

　このところ、『未み来らい屋や』のおかげで、なまじ順じゅん調ちょうな日ひ々びが続つづいていたものだから。

　それでよけいに、心こころが失しっ敗ぱいを受うけ止とめられなくて──ひどい八やつ当あたりをしてしまった。

　やさしい古こ賀が先せん輩ぱいは、怒おこったりはしなかったけど。

　でも、本ほん心しんではどうだろう？

　さすがに、あきれているんじゃないだろうか。

　こんな、なさけなくて性せい格かくの悪わるい後こう輩はいのこと、軽けいべつしたんじゃないだろうか。

「……最さい悪あくだ」

　良よし行ゆきは、涙なみだぐんでつぶやいた。

　そのとき。




　──パチン




　近ちかくで、かすかな音おとがした。

　あの音おとだ。

『ご注ちゅう文もんの未み来らいを、こちらにお届とどけいたしました』の合あい図ず──……。

「なんで……こんなタイミングで……？」

　三みっ日か前まえ、自じ分ぶんは〈未み来らい〉を買かわなかったはずなのに。

　いや……たとえ、買かったとしても。

「こんな〈未み来らい〉──ぜったい、えらぶわけないのに」

「そうですか。それは、残ざん念ねんでしたね」

　とつぜん聞きこえたその声こえに、良よし行ゆきは、ハッとしてふり向むいた。

　そこには、『未み来らい屋や』の男おとこがいた。

　あの銀ぎん色いろのドームを、一つ手てに持もって。
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　良よし行ゆきは、おどろいて男おとこにたずねる。

「な、何なにしてるんですか？　こんなところで」

「店みせの準じゅん備びですよ。【未み来らいサンプル】の、仕し入いれをしているところです」

「……サンプルの、仕し入いれ？」

「ええ。お客きゃくさまの先さきほどの状じょう況きょうを、サンプルにしたんです」

「……は？　……な。え？」

「さっき、パチン、という音おとが聞きこえたでしょう？　あれは、サンプルができ上あがった音おとなんですよ。──これから三みっ日か前まえの過か去こにもどって、でき上あがったこのサンプルを、過か去このあなたにお出だしするんです」

「……過か去この……俺おれ……？」

　どういうことだ。この人ひと、何なにを言いってるんだ？

　わけがわからず、良よし行ゆきは混こん乱らんする。

「過か去この……三みっ日か前まえの俺おれは、『未み来らい屋や』には、行いかなかったじゃないですか」

「ええ。〈この未み来らい〉に進すすんだあなたはね。──けれど、あなたが『未み来らい屋や』に寄よらなかった世せ界かいもあれば、そうでない世せ界かいもあるのですよ。今日きょう、雨あめが降ふった世せ界かいもあれば、そうでない世せ界かいもあるように……」

　そう言いって、真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、銀ぎん色いろのドームのてっぺんを指ゆびでつまんだ。

　ねじを巻まくように、男おとこがそれをギリリと回まわすと。

　次つぎの瞬しゅん間かん、男おとこの姿すがたはドームごと、良よし行ゆきの前まえから消きえ失うせた。

「────……」

　ふたたび一人ひとりになった良よし行ゆきは、さっきの男おとこの話はなしを、頭あたまの中なかで整せい理りする。

（ええと……つまり？　今いままであった「パチン」のたびに、俺おれは、サンプルになってた──ってこと？　それで……『未み来らい屋や』のあの人ひとが、そこから三みっ日か前まえにもどって、三みっ日か前まえの俺おれにサンプルを見みせて……？　で、サンプルを見みて、その〈未み来らい〉を注ちゅう文もんした俺おれは──……）

　なんだかややこしい話はなしを、そこまで考かんがえて。

　良よし行ゆきは、あれ？　とつぶやいた。

（……ん？　だったら……今こん回かいの場ば合あいは、どうなるんだ？　さっきの俺おれも、サンプルになったんだよな？　『未み来らい屋や』の人ひとも、そう言いってたよな。……でも）

　思おもい出だしてみる。さっきの自じ分ぶんが、どんなサンプルになったのか。

　──委い員いん会かいの仕し事ごとで、大だい失しっ敗ぱいをして。

　──その上うえ、古こ賀が先せん輩ぱいにひどい八やつ当あたりをして。

　──最さい悪あくだ。と、つぶやいたところで終おわっている。

　そんなサンプル。

　はたしてそれは、三みっ日か前まえの自じ分ぶんに──「あの日ひ『未み来らい屋や』に寄よった」自じ分ぶんに、えらばれる可か能のう性せいのあるサンプルだろうか？

　その答こたえは……。

　さっき、自じ分ぶんで言いったとおりだ。




『こんな〈未み来らい〉──ぜったい、えらぶわけない』




（その場ば合あいは……どうなるんだ？　えらばれなかったサンプルの未み来らいは……）

【未み来らいサンプル】を注ちゅう文もんするに当あたっては、ルールがあった。

『えらばなかった未み来らいを、すべて消けすこと』──未み来らいが、ちゃんと一いっ本ぽん道みちになるように。

　良よし行ゆきは、毎まい回かいちゃんと、そのルールを守まもっていた。

　銀ぎん色いろのドームのてっぺんを、ぐいっと押おしこんで。

　ぼんっ、とドームの中なか身みを消しょう去きょしていた。

（そんな……それじゃあ……まさか）

　血ちの気けが引ひいていく。

　あんなふうに。この自じ分ぶんは。この〈未み来らい〉は。

（消しょう去きょ──されるのか？）

　えらばれないサンプルとして。

　訪おとずれてほしくない未み来らいとして。

　そう。今いま、この瞬しゅん間かんにも。

　過か去この自じ分ぶんの手てによって、あの銀ぎん色いろのドームのてっぺんが、ぐいっと押お
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　のどが、かわいた……。

　もう、だめだ……。何なにか、飲のまないと……死しんじまう。

　……お茶ちゃ。そっちの水すい筒とうには、まだ……残のこってんだろ？

　くれよ、それ。

　……限げん界かいなんだよ！　おれは、もう……！

　おまえは……まだ、よゆうあるんだろ？　だったらさ……。

　その水すい筒とう……早はやく、こっちによこせよ──……叶かの！




「──……っ」

　目めを覚さました信のぶ樹きは、暗くら闇やみの中なかで息いきを弾はずませた。

　夢ゆめを見みていた。あのときの夢ゆめ。

　今いまから数すうか月げつ前まえ──。

　長ながい雨あめのあと、ようやく晴はれた空そらの下したで遊あそべるようになった、ある日ひのことだった。

　信のぶ樹きは、友ともだちの叶かのという女おんなの子こと、二人ふたりでちょっと変かわった場ば所しょへ遊あそびに出でかけた。

　その場ば所しょとは、山やまの中なかにある洞どう窟くつだ。

　二人ふたりは、リュックにお茶ちゃとお菓か子しを入いれて、冒ぼう険けん気き分ぶんでそこへ向むかった。

　神じん社じゃの脇わきを通とおる道みちを登のぼっていくと、やがてアスファルトの道どう路ろがとぎれて、草くさ木きの生おいしげる細ほそい道みちにたどりつく。その道みちを先さきへと進すすめば、だんだん、道みちとそうでない地じ面めんの見み分わけがつかなくなっていく。そこから、さらにしばらく登のぼったところをよく見みれば、木き々ぎの向むこうに洞どう窟くつが口くちを開あけているのだ。

『ほら、これだよこれ！　見みまちがいじゃなくて、ほんとにあっただろ？』

『おおー。あるもんなんすねえ、こんな近きん所じょに。中なか、入はいれそうじゃないっすか』

『入はいってみようよ。ここまで来きて、外そとから見みるだけじゃつまんないもん！』

　探たん検けんだ、探たん検けん！　と、二人ふたりは盛もり上あがりつつ、洞どう窟くつに足あしをふみ入いれた。

　洞どう窟くつの中なかは、少すこし奥おくまで入はいると、もう真まっ暗くらで。足あし音おとや話はなし声ごえがものすごく響ひびいて、空くう気きがひやりと湿しめっぽくて、非ひ日にち常じょう感かんにあふれた空くう間かんだった。

　そんな中なかを、懐かい中ちゅう電でん灯とうの明あかりを頼たよりに進すすんでいく。

　そのシチュエーションは、まるで、ゲームの中なかに入はいりこんだみたいだった。

　ホラーゲーム。あるいは、ＲＰＧのダンジョン。

　怖こわかったけれど、とても刺し激げき的てきでドキドキした。

　モンスターとか出でてきそう！　なんて言いいながら。信のぶ樹きと叶かのは、どんどん洞どう窟くつの奥おくへと進すすんでいった。

　けれど、そのあと二人ふたりをおそったのは、モンスターなどではなくて。

　──最さい悪あくのタイミングで起おこった、土ど砂しゃ崩くずれだったのだ。

　流ながれてきた土ど砂しゃによって、洞どう窟くつの入いり口ぐちは完かん全ぜんにふさがれた。

　信のぶ樹きと叶かのは、ほかに出で口ぐちのない洞どう窟くつの中なかに、閉とじこめられてしまったのである。

　洞どう窟くつの中なかは、カラカラに乾かわいていた。水みずなんて、どこにもなかった。

　待まっても待まっても、いっこうに救きゅう助じょはやってこなかった。

　信のぶ樹きは、だれにも行いき先さきを告つげずに出でてきていた。洞どう窟くつのことを、ほかの人ひとには秘ひ密みつにしておきたかったから。それで叶かのにも、この場ば所しょのことを口くち止どめしていた。

　そのせいで、いつになったらここを見みつけてもらえるか、いよいよわからなかった。

　……もしかしたら、ずっとだれにも見みつけてもらえずに、このまま──。

　そんな恐きょう怖ふが、信のぶ樹きの胸むねに、何なん度ども何なん度どもわき上あがって。

　時じ間かんがたつにつれ、それはどんどん大おおきくなっていった。

　二人ふたりは、それぞれ自じ分ぶんの水すい筒とうに、麦むぎ茶ちゃを入いれて持もってきていたが……。

　先さきに空からになったのは、信のぶ樹きの水すい筒とうだった。

　自じ分ぶんのお茶ちゃを飲のみ干ほしてしまって、それでも、しばらくの間あいだはがまんしていたものの。

　やがて信のぶ樹きは、のどの渇かわきにたえられなくなった。

　つらくて、苦くるしくて。このままじゃ、死しんでしまう。……そう思おもって。

　そのとき、叶かのの水すい筒とうには、まだ麦むぎ茶ちゃが残のこっていた。……だから。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうの電でん池ちはとうに切きれて、洞どう窟くつの中なかには、一ひと筋すじの光ひかりも差さしていなかった。

　信のぶ樹きは、となりにいる叶かのに話はなしかけてみた。

『……叶かの。……起おきてる？　……だいじょうぶ、か？』

『……まあ、なんとか』

　返かえってきた叶かのの声こえには、まだずいぶんと、よゆうがあるように感かんじられた。

　暗くら闇やみの中なかで、信のぶ樹きは叶かのの水すい筒とうを思おもい出だした。それは、自じ分ぶんの水すい筒とうよりも大おおきいものだったような気きがした。

　自じ分ぶんはもう、こんなにも、死しにそうになって苦くるしんでいるのに。

　大おおきな水すい筒とうを持もってきた叶かのは、まだ自じ分ぶんのお茶ちゃを残のこして、よゆうそうにしている。

　だったら──今いまの自じ分ぶんには、叶かののお茶ちゃを、わけてもらう権けん利りがあるはずだ。

　信のぶ樹きは、いつしかそう考かんがえるようになっていた。

　そうとしか、考かんがえられなくなっていた。

『その水すい筒とう……早はやく、こっちによこせよ──……叶かの！』

　かすれた声こえを張はり上あげて、信のぶ樹きは叶かのにつめ寄よった。

　叶かのは、すぐには返へん事じをしなかった。

　でも、いくらかの沈ちん黙もくのあとで。

『……いいっすよー』

　と、いつもの調ちょう子しでそう言いって、信のぶ樹きの手てに水すい筒とうをわたした。

　叶かのはそのあと、水すい筒とうを返かえせとは言いわなかった。

　何なにも、言いわれなかったから。

　信のぶ樹きは結けっ局きょく、叶かのに水すい筒とうを返かえすことなく、その中なか身みを飲のみ干ほした。

　そして──……。

　洞どう窟くつの中なかで過すごした間あいだのことは、そのあたりまでしか、よく覚おぼえていない。

　気きがつくと、信のぶ樹きは病びょう院いんのベッドの上うえにいた。

　救きゅう助じょが間まに合あったのは、信のぶ樹き一人ひとりだけだった。

　叶かのは、助たすからなかった。




　叶かのの遺い品ひんの水すい筒とうは、信のぶ樹きのものより少すこし小ちいさなものだった。

　信のぶ樹きは、自じ分ぶんの水すい筒とうに容よう量りょういっぱいまでお茶ちゃを入いれていた。

　だから、叶かのが信のぶ樹きよりもたくさんのお茶ちゃを持もっていたということは、ありえなかったのだ。

（叶かのには、よゆうなんてなかったんだ。あのとき、本ほん当とうはおれと同おなじくらい……それか、おれよりも叶かののほうが、もっとギリギリの状じょう態たいで──なのに、おれは）

　叶かのがやさしいやつだってことは、よく知しっていたのに。

　いつだって、自じ分ぶんが損そんをするのもかまわず、まわりの人ひとのことを優ゆう先せんしようとする。あいつが、そういうお人ひとよしなやつだってことは。

（それをいいことに……おれは、あいつのやさしさを利り用ようした。あいつのお人ひとよしにつけこんで、あいつから、飲のみ物ものを──命いのちを、うばった。叶かのの水すい筒とうのお茶ちゃ、おれが横よこ取どりせずに、叶かのがぜんぶ自じ分ぶんで飲のんでれば……そうしてれば、叶かのは、死しななかったかもしれないのに）

　自じ分ぶんのせいで、叶かのは死しんだ。

　自じ分ぶんが、叶かのを殺ころした。

　叶かのの死しを知しってからというもの、その罪つみの意い識しきで、信のぶ樹きは押おしつぶされそうだった。

　叶かのの親おやは、信のぶ樹きが本ほん当とうのことを話はなしても、信のぶ樹きのことを責せめなかった。

『ノブくんが助たすかったことを知しったら、あの子こもきっと、ホッとすると思おもいます』

　声こえをつまらせて泣なきながらも、そう言いっただけだった。

　けれども、そのやさしい言こと葉ばは、信のぶ樹きの罪ざい悪あく感かんの行いき場ばをなくすものでもあった。

　どれだけ後こう悔かいしても、取とり返かえしはつかない。

　叶かののために、今いまからでも何なにかできることが、もしあったなら。

　この罪つみを、つぐなう方ほう法ほうがあったなら。

　そのときは、なんだってするのに。どんなことだって──。

　そればかりを考かんがえながら、信のぶ樹きは日ひ々びを過すごしていた。

　そんなある日ひ。

　信のぶ樹きは、奇き妙みょうなうわさを聞きいた。




　となり町まちには「神かみさまの家いえ」がある。

　そこへ行いけば、なんでも願ねがいを叶かなえてもらえる。




　そのうわさを頼たよりに、信のぶ樹きは家いえを出でて、一人ひとりでとなり町まちに向むかった。

　そして──今いまいるこの「神かみさまの家いえ」にやってきたのだ。
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　なんでも願ねがいを叶かなえてくれる「神かみさま」。

　そんな話はなしを、もちろん信のぶ樹きも、うたがわなかったわけではない。

　ここに来きたときは、正しょう直じきなところ、わらにもすがる思おもいだった。

　──そう。

　じっさいに、「神かみさま」の姿すがたを目めにするまでは。

　信のぶ樹きの前まえに現あらわれたその人じん物ぶつは、うたがいようもなく、本ほん物ものの神かみさまだった。

　神かみさまは、光ひかりかがやくような、なんともありがたく神こう々ごうしい姿すがたをしていた。

　ああ、この世よには、本ほん当とうに神かみさまがいたのだ。

　この神かみさまなら、きっと、どんな願ねがいも叶かなえてくださるにちがいない。

　一ひと目め見みただけで、そう信しんじることができた。

『おまえの願ねがいとは、なんだ？』

　なんともありがたく神こう々ごうしい声こえで、神かみさまは信のぶ樹きにたずねた。

　信のぶ樹きは、ひれふすように頭あたまを下さげて、こう答こたえた。

『おれの願ねがいは……友ともだちだった、叶かのという女おんなの子こへの、つぐないです。叶かのは、やさしくてお人ひとよしで、本ほん当とうにいいやつでした。それなのに……おれのせいで、死しんでしまった。おれが、叶かのを殺ころした。だから、おれは、罪つみをつぐなわなきゃならないんです。なんとしても、どんなことをしても……』

　──お願ねがいします、神かみさま。

　と、信のぶ樹きは、神かみさまに向むかって手てを合あわせた。

『どうか、あいつを──……叶かのを、生いき返かえらせてください！』

　話はなしを聞きいた神かみさまは、ふむ、とおごそかにうなずいた。

『よかろう。おまえのその願ねがい、叶かなえてしんぜる』

『ほ……本ほん当とうですかっ!?』

『うむ。ただし、今いますぐ願ねがいを叶かなえることはできない。願ねがいを叶かなえてほしければ、おまえのその願ねがいが、噓うそいつわりない心こころからのものであることを、私わたしに証しょう明めいしてみせよ』

『証しょう明めい……。いったい、どうすれば？』

『しばらくの間あいだ、私わたしのもとで働はたらくのだ。誠せい心しん誠せい意い、おのれの身みをけずって働はたらくことで、おまえのその願ねがいにかける思おもいの強つよさを、見みせてみろ』

　そうして、その日ひから──。

　信のぶ樹きは「神かみさまの家いえ」の一いち員いんとなって、そこで働はたらき始はじめたのである。

「神かみさまの家いえ」は、大おおきな共きょう同どう生せい活かつ施し設せつだった。

　そこには、信のぶ樹きと同おなじような人ひとたちが、何なん百びゃく人にんも暮くらしていた。

　願ねがいを叶かなえてもらうために、神かみさまのもとへやってきた人ひとたち。

　そこに加くわわって、「神かみさまの家いえ」の住じゅう人にんになるには、いくつかの決きまりごとを守まもらなければならなかった。

　一つ。住じゅう人にんは、自じ分ぶんのものを持もってはならない。持もち物ものは、かならず神かみさまにあずけること。

　一つ。住じゅう人にんは、「神かみさまの家いえ」の敷しき地ちから外そとへ出でてはならない。

　一つ。住じゅう人にんは、「神かみさまの家いえ」の外そとにいる人にん間げんと交こう流りゅうしてはならない。

　神かみさまからじきじきに、これらの決きまりごとを告つげられて。

　信のぶ樹きは、もちろんそのすべてに従したがった。

　ここへくるときに持もっていた荷に物もつは、現げん金きんや携けい帯たい電でん話わもふくめ、すべて神かみさまにあずけた。

　家いえのことが──家か族ぞくのいる、本ほん当とうの家いえのことが、ちらりと気きにはなったけど。

　神かみさまに願ねがいを叶かなえてもらうまでは、ここを出でることができないので、家いえにも帰かえれない。

　家か族ぞくに電でん話わをしたり、手て紙がみを出だしたりすることも、禁きんじられている。

　信のぶ樹きは、家か族ぞくにだまって家いえを出でてきた。

　ここに来くることは、だれにも話はなしていなかった。

　きっと、家か族ぞくは心しん配ぱいしているだろう。いなくなった自じ分ぶんのことを、さがしているだろう。

　それでも──叶かのを、生いき返かえらせるためだから。

　そのためには、自じ分ぶんの居い場ば所しょを家か族ぞくに知しらせることさえ、できなかった。

『願ねがいを叶かなえるためには、外がい界かいとのつながりを断たち切きって、ひたすら一いっ心しんに祈いのることが必ひつ要ようだ』

　神かみさまはそう言いった。

　神かみさまがそう言いうのなら、そうにちがいないのだと、信のぶ樹きは思おもった。

　そうして信のぶ樹きは、毎まい日にち毎まい日にち、働はたらいた。

　ほかの住じゅう人にんたちといっしょに、朝あさ早はやくから、夜よるおそくまで。

「神かみさまの家いえ」の敷しき地ち内ないには、小ちいさな工こう場じょうや作さ業ぎょう場ば、裏うら庭にわの畑はたけなどがある。住じゅう人にんたちは、毎まい日にちそれぞれ割わりふられた持もち場ばについて、いろいろな軽けい作さ業ぎょうや農のう作さ業ぎょうを行おこなう。

　その労ろう働どうに、もちろん給きゅう料りょうは出でない。

　それはあくまでも、「願ねがいにかける思おもいの強つよさ」を、神かみさまに示しめすための労ろう働どうなのだ。

　──そう、だから。

　仕し事ごと量りょうが多おおすぎるとか。

　睡すい眠みん時じ間かんが足たりないとか。

　休きゅう憩けいも自じ由ゆう時じ間かんもないとか。

　休きゅう日じつが一いち日にちもなくて、来くる日ひも来くる日ひも、ずっと働はたらき続つづけなきゃいけないとか。

　ここで暮くらす住じゅう人にんが、そういったことに耐たえるのは、ごく当とう然ぜんのことなのだ。

　弱よわ音ねなんて吐はいちゃいけない。

　弱よわ音ねが出でるのは、願ねがいにかける思おもいがいいかげんだという証しょう拠こ。神かみさまはきっと、そうお思おもいになるだろう。

　でも、このつらく苦くるしい労ろう働どうを耐たえ抜ぬけば……。

　そうすれば、自じ分ぶんの願ねがいが、噓うそいつわりない心こころからのものだと、神かみさまにわかってもらえるはずだ──。

　そう信しんじて、信のぶ樹きは一いっ生しょう懸けん命めい、働はたらき続つづけた。

　それは、まさに身みをけずるような生せい活かつだった。

　けれど、神かみさまに願ねがいを叶かなえてもらえる日ひは、なかなかやってこなかった。

（まだ……なのかな。神かみさまから見みたら、おれの思おもいの強つよさは、まだまだ足たりないように見みえるのかな。……だったら、もっともっと、働はたらかなくちゃ。叶かのを生いき返かえらせたい。その願ねがいが、本ほん当とうに本ほん物ものだってこと、神かみさまにわかってもらわなきゃ──……）
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　広こう大だいな「神かみさまの家いえ」の奥おく中ちゅう央おうにある、住じゅう人にんたちがけっして立たち入いることのない一いっ室しつ。

　そこは、神かみさまの部へ屋やだった。

　ふかふかのソファに大おおきなベッド。大だい画が面めんのテレビ。ゲームもできる高こう性せい能のうなパソコン。

　おいしくて豪ごう華かな食しょく事じと、高こう級きゅうなお酒さけ。

　いたれりつくせりの贅ぜい沢たくな空くう間かん。

　そこへ帰かえってきた神かみさまは、念ねんのため、まわりにだれもいないことをたしかめてから。

　いつものように──【神かみさまの皮かわ】を、脱ぬぎすてた。

「ふう、やれやれ……。こいつを着きてると、肩かたがこるんだよな」

　ぼやきながら、彼かれは、ぼふっとソファに座すわりこんだ。

「しかし……これを着きているだけで、この贅ぜい沢たくな生せい活かつが、こんなにもかんたんに手てに入はいるんだから。まったく、感かん謝しゃしないとだ」

　部へ屋やの中なかをながめ回まわして、彼かれはニヤニヤとほおをゆるめた。




　少すこし前まえまで、彼かれはただの平へい凡ぼんな会かい社しゃ員いんだった。

　けれどもある日ひ、奇き妙みょうな二人ふたり連づれと出で会あって、それから彼かれの人じん生せいは一いっ変ぺんした。

　ピンクのパーカーに銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょと、顔かおが真まっ暗くらで見みえないあやしい男おとこ。

　その二人ふたり連づれは、大おお雨あめの中なか、傘かさをなくして雨あま宿やどりしていた彼かれに、声こえをかけてきた。

『雨あまよけに、これをどうぞ』

　そう言いって、真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、カバンの中なかから奇き妙みょうなものを取とり出だした。

　それは、でろんとやわらかい着きぐるみだった。

　なんの形かたちをした着きぐるみなのかは、よくわからなかった。

　動どう物ぶつではないような。人にん間げんの形かたちのような、そうでないような。

　首くびをひねる彼かれに、その男おとこは続つづけて言いった。

『これは、【神かみさまの皮かわ】なんですよ』

　それを聞きいて、彼かれはぎょっとした。

　男おとこの言こと葉ばは、あまりにも予よ想そう外がいで、意い味み不ふ明めいで、気き味みが悪わるかった。

　しかし──言いわれてみれば。

　その着きぐるみは、なるほどいかにもありがたく、神こう々ごうしいような感かんじがした。

　とはいえ、こんな得え体たいのしれないものを、こんな得え体たいのしれない人じん物ぶつから、受うけ取とってしまってよいものか。

　彼かれは、少すこし迷まよったが。

　雨あめがやむのを待まっていたら、大だい事じな仕し事ごと相あい手てとの待まち合あわせに、おくれてしまいそうだったので。

　このさい、ぬれなければなんでもいいやと、その着きぐるみを受うけ取とった。

　そしてすぐさま、服ふくの上うえから着きぐるみをまとって、雨あめの中なかに飛とび出だした。

　まわりにいる通つう行こう人にんたちが、立たち止どまったりふり返かえったりして、こっちを見みてくる。

　覚かく悟ごはしていたが、やっぱり、街まち中なかでこんな格かっ好こうをするのは恥はずかしい……。

　着きぐるみの下したで、彼かれは顔かおを真まっ赤かにした。

　ところが──。

　ほどなくして、まわりの人ひと々びとの様よう子すが、なんだかおかしいことに彼かれは気きづいた。

　いつの間まにか、人ひと々びとは、あたりまえのように彼かれに道みちを開あけていた。

　それだけでなく、彼かれの前まえにいるだれもかれもが、彼かれのほうを向むいて姿し勢せいを正ただし。

　──彼かれに向むかって、拝おがむように手てを合あわせていたのだ。

　あっけに取とられる彼かれに、そのうち人ひと々びとは、近ちかづいてこんなことを言いってきた。

『どうぞ、神かみさま。この傘かさをお使つかいください』

『神かみさま、私わたしのレインコートを差さし上あげます』

『タクシーをお呼よびしましょうか？　神かみさま』

『雨あめがやむまで、うちの店みせで休やすんでいってください、神かみさま』

　彼かれは、ますますあっけに取とられた。

　けれど、だんだんと状じょう況きょうが吞のみこめてきた。

　彼かれが着きている【神かみさまの皮かわ】──それはどうやら、不ふ可か思し議ぎな力ちからを持もつものだったのだ。

　むらがってくる通つう行こう人にんをふりはらい、彼かれは、仕し事ごとの待まち合あわせへと向むかった。

　そのときは、自じ分ぶんの身みに起おこったことに、まだまだおどろきうろたえていたが。

　……この【神かみさまの皮かわ】が、もし、自じ分ぶんの考かんがえるとおりのものならば。

　それをたしかめるために。

　彼かれはためしに思おもいきって、【神かみさまの皮かわ】を着きたまま、待まち合あわせ相あい手ての前まえに出でていった。

　すると、仕し事ごとの取とり引ひき先さきであるその相あい手ては。

『なんなりと、神かみさまのおおせのままに……』

　そう言いいながら、うやうやしくこうべを垂たれたのである。

　そして本ほん当とうに、彼かれはその取とり引ひき先さきから、思おもうままに契けい約やくを取とることができたのだった。

　ふつうならまず突つっぱねられるような、むちゃな条じょう件けんの契けい約やくの数かず々かずも、相あい手てはすべて言いいなりになって受うけ入いれた。

『これは──……すごいものを手てに入いれたぞ！』

　一人ひとりになってから、脱ぬいだ【神かみさまの皮かわ】を手てに取とって、彼かれはさけんだ。

　それからというもの──。

　彼かれは、ことあるごとに【神かみさまの皮かわ】をかぶるようになった。

　そうすると、まわりにいる人にん間げんは、彼かれのことを神かみさまとしてあつかうようになる。

　彼かれを敬うやまい、丁てい重ちょうにもてなし、彼かれの発はっした言こと葉ばをすべて、なんでも信しんじるようになる。

　その力ちからを利り用ようして、彼かれは、まわりの人にん間げんを思おもいのままにあやつった。

　最さい初しょのうちは、仕し事ごとでの成せい績せきを上あげるために。

　けれどそのうち、そんな使つかい方かたでは、満まん足ぞくできなくなっていった。

　せっかく、こんなすばらしい力ちからを手てに入いれたのだ。

　この力ちからがあれば、もっともっと、大おおきなことだってできるはず。

　──そう考かんがえて造つくったのが、「神かみさまの家いえ」だった。




　彼かれは【神かみさまの皮かわ】をかぶって、神かみの力ちからに頼たよろうとする人ひと々びとを集あつめた。

『なんでも願ねがいを叶かなえてやろう』

　皮かわの下したからそう言いうと、人ひと々びとは、だれしもころりとそれを信しんじた。

　彼かれは、集あつめた人ひと々びとを「神かみさまの家いえ」に住すまわせて、休やすみなくただ働ばたらきをさせた。

　そうして、本ほん当とうならその人ひと々びとに支し払はらわれるはずのお金かねを、ぜんぶ自じ分ぶんのものにして。

　彼かれ自じ身しんはいっさい働はたらくこともなく、贅ぜい沢たくざんまいの日ひ々びを楽たのしむようになったのだ。

「こんな生せい活かつ、一いち度ど味あじわったらやめられないぜ。……に、してもだ。【神かみさまの皮かわ】の力ちからとわかっちゃいるが、ここの住じゅう人にんどもを見けん物ぶつするのもまた、面おも白しろいもんだな。──こんな着きぐるみに、『願ねがいを叶かなえる』力ちからなんて、ありゃしないってのに」

　高たかい酒さけをおしみなく飲のみ干ほし、彼かれは、くっくっとのどを鳴ならした。
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「神かみさまの家いえ」の住じゅう人にんたちは、自じ分ぶんたちがだまされていることに、けっして気きづかない。

　神かみさまの言いうことに従したがって、ここで一いっ生しょう懸けん命めいに働はたらけば、いつか願ねがいを叶かなえてもらえる。

　そう信しんじて、住じゅう人にんたちは逃にげ出だすこともせず、永えい遠えんに叶かなうことのない願ねがいのために、身みをけずって神かみさまにつくすのだ。

　うわべだけでしかない、まがいものの神かみさまに──。

【神かみさまの皮かわ】をかぶっているかぎり、だれも彼かれのことをうたがえない。

　無む神しん論ろん者しゃだろうが、警けい察さつだろうが探たん偵ていだろうが。

　──そう。ただ一つのことに、気きをつけてさえいれば。




【神かみさまの皮かわ】をかぶっているとき、けっして背せ中なかを見みられてはならない。




　最さい初しょから、彼かれはそのことに気きづいていた。

　雨あめ降ふりの街まち中なかで、はじめて【神かみさまの皮かわ】をかぶったときから。

　あのとき、彼かれを神かみさまだと思おもいこんだのは、彼かれより前まえのほうにいた人ひとたちだけだった。

　その人ひとたちもまた、彼かれが背せ中なかを向むけると、とたんにあっさり態たい度どを変かえた。

　それもそのはず。

　なぜならば、【神かみさまの皮かわ】の背せ中なかには──……。
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　つかれた……。眠ねむい……。おなかがすいた……。

　ふらふらになりながら、信のぶ樹きは今日きょうも、いつものように働はたらいていた。

　信のぶ樹きの今日きょうの持もち場ばは、裏うら庭にわの畑はたけだった。

　大おおきな畑はたけの草くさむしりを、何なん時じ間かんも休やすみなくやり続つづけて、全ぜん身しんがギシギシ痛いたんでいた。

　それでも、泣なき言ごとなんて言いってられない。

（叶かのは、もっともっと苦くるしんだんだ。そのつぐないだっていうなら、おれだって、もっともっと苦くるしまなくちゃ。……そうだ。神かみさまが、まだ願ねがいを叶かなえてくださらないのは、きっとそういうことなんだ……）

　そんなことを思おもいつつ、信のぶ樹きは、首くびすじに流ながれてくる汗あせをぬぐった。

　と、そのとき。

「きみが、信のぶ樹きくん？」

　聞きき覚おぼえのないその声こえに、信のぶ樹きは、きしむ首くびを回まわしてふり向むいた。

　顔かおを見みても、信のぶ樹きには、それがだれだかわからなかった。

　ここの住じゅう人にんの大人おとな……だろうか？　見み覚おぼえがあるような、ないような。

　その人ひとは、その手てに何なにやら、長なが細ほそい大おおきな袋ふくろを持もっていた。

　重おもたそうに袋ふくろの先さきを引ひきずって、その人ひとは信のぶ樹きに近ちかづき、こう言いった。

「これ、きみへのお届とどけ物もの」

「……え？　おれ、に？　届とどけ物ものって……だれから？」

　まったく、心こころ当あたりがなかった。

　信のぶ樹きが今いま、ここにいることを知しっている知しり合あいなんて、だれもいないはずだった。

　とまどう信のぶ樹きに、その人ひとは、へらりと笑えみを浮うかべて答こたえた。

「これはね、きみのことを救すくいたいと思おもっている、ある人ひとからの贈おくり物ものだよ。そのある人ひとというのは──……きみの友ともだち、叶かのちゃんの、知しり合あいの人ひとだ」

　それを聞きいて、信のぶ樹きは息いきをつまらせた。

「叶かのの知しり合あいからの……贈おくり物もの」

　つぶやいて、信のぶ樹きはうつむき、顔かおをゆがめた。

「叶かのは……おれの友ともだち、なんかじゃないです。友ともだちだったけど……おれにはもう、叶かののこと、そんなふうに言いう資し格かくなんて」

「ああ、そう。まあ、なんでもいいけどさ。私わたしはただ、きみにこれを渡わたすようにって、頼たのまれただけのお使つかいだし。……とにかく、さっさと受うけ取とってくれないかなあ。地じ面めんに突ついて支ささえてるだけでも、これ、重おもいんだよ」

　袋ふくろの先さきを持もつその人ひとの手ては、たしかにプルプルとふるえていた。

　信のぶ樹きは、しかたなくその長なが細ほそい袋ふくろを受うけ取とった。

　それはなるほど、ずしっとかなりの重おもみがあった。

「これ……中なか身みは、なんなんですか？」

　信のぶ樹きがたずねると、すでに歩あるき出だしていたその人ひとは、ふり向むいて一ひと言こと。

「罪つみ滅ほろぼしの剣けん」

　と答こたえた。

　ふたたび背せを向むけ、去さっていくその人ひとを、信のぶ樹きは声こえもなく見みつめた。

（罪つみ滅ほろぼしの、剣けん。……剣けん!?）

　たしかに、そう聞きこえた。

　そんなものを、叶かのの知しり合あいが、自じ分ぶん宛あてに贈おくってきた？

（それって、どういう意い味みなんだ？　これを受うけ取とって、おれは……どうすればいいんだ？）

　わけがわからなかった。けれど。

　罪つみ滅ほろぼし。──その言こと葉ばには、心こころを引ひかれた。

　受うけ取とった袋ふくろを手てにしたまま、信のぶ樹きはその場ばで立たちつくす。

　しばらくの間あいだ、そうしていたところ。

　畑はたけに設せっ置ちされたスピーカーから、ピンポンパンポン、と連れん絡らく放ほう送そうのメロディが流ながれた。

《住じゅう人にん、信のぶ樹きにお知しらせします。神かみさまがあなたをお呼よびです。住じゅう人にん、信のぶ樹きは受うけ取とったものを持もって、ただちに神しん殿でんまで来くるように。……くり返かえします。住じゅう人にん、信のぶ樹きは──》

　それを聞きいて、信のぶ樹きはハッと顔かおを上あげた。

「神かみさまの家いえ」では、ときどきこういう呼よび出だしの放ほう送そうがある。

　呼よび出だされるのは、たいてい、決きまりごとに違い反はんした住じゅう人にんだった。

（しまった……。そういえば、ここの住じゅう人にんは、「自じ分ぶんのものを持もってはならない」って決きまりがあるんだった）

　信のぶ樹きは、さっき受うけ取とった袋ふくろに目めを落おとした。

　これのことを、たぶんそばで見みていた住じゅう人にんのだれかが、神かみさまに報ほう告こくしたのだろう。

（でも……だめだ！　これは、叶かのの知しり合あいが──……）

　信のぶ樹きは、思おもわずしがみつくように、その袋ふくろを抱だきしめた。

　しかし──……。

　すぐにだらりと力ちからが抜ぬけて、頭あたまの中なか身みが流ながれ出でて、空からっぽになっていく感かんじがした。

　これは、自じ分ぶんへの贈おくり物もの。だけど、それがどうした？

　決きまりごとに従したがって、持もち物ものは、ぜんぶ神かみさまにあずけなきゃ。

　だれからもらった、どんな贈おくり物ものだろうと、関かん係けいない。

　──神かみさまの、おおせのままに。

　信のぶ樹きは、呼よび出だしに従したがって、神かみさまの待まつ「神しん殿でん」へと急いそいで向むかった。




　神しん殿でん、と呼よばれるその場ば所しょは、小ちいさな板いた間まの一いっ室しつだ。

　その中なかでのみ、神かみさまは人ひと前まえに姿すがたを現あらわす。

　外そとから声こえをかけ、中なかにいる神かみさまの許ゆるしを得えてから、信のぶ樹きは静しずかに引ひき戸どを開あけた。

　部へ屋やの奥おく側がわの床ゆかは、手て前まえ側がわよりも一いち段だん高たかくなっている。

　おごそかにそこに立たつ神かみさまが、部へ屋やに入はいってきた信のぶ樹きを見み下おろす。

　神かみさまのうしろには、神かみさま専せん用ようの戸とがあった。

　この神しん殿でんに、神かみさまは、けっして住じゅう人にんと同おなじ戸とから出で入いりしない。

　神かみさま用ようの戸との向むこうには、神かみさまの部へ屋やへと続つづく廊ろう下かがあるらしい。

　が、住じゅう人にんは、そこに立たち入いるのを禁きんじられていた。

「神かみさま……。あ、あの……これを」

　信のぶ樹きは、ふらふらの体からだでひっしにここまで運はこんできた、その重おもい袋ふくろを差さし出だした。

「おれへの届とどけ物ものだといって、渡わたされたんですが……。神かみさまに、おあずけいたします。願ねがいを叶かなえるまで、おれには、必ひつ要ようのないものですから」

「うむ、良よい心こころがけだ。おまえの願ねがいにかける思おもい、また一つ、しかと受うけ止とめた。この調ちょう子しで、思おもいの強つよさを示しめしていくがいい」

　そう言いって、神かみさまは、その袋ふくろを受うけ取とった。

「ところで、これをおまえに届とどけに来きたやつというのは、何なに者ものだ？　ただの配はい達たつ人にんであれば、庭にわにまでは入はいってこないはずだが」

「わ、わかりません。本ほん人にんは、お使つかいだって言いってましたけど」

「ふうむ……」

　首くびをひねりながら、神かみさまは、ひもを解といて袋ふくろを開あけた。

「ほう……これは」

　神かみさまが袋ふくろから取とり出だしたのは、本ほん当とうに、まぎれもなく剣けんだった。

　鞘さやに収おさめられているので、刃やいばの部ぶ分ぶんは見みえない。

　けれど、どうやらかなり大おおきく、幅はばの広ひろい刃やいばを持もつ剣けんのようだ。どうりで重おもいはずである。

　剣けんを収おさめる鞘さやは、色いろあせていてボロボロだった。

　古ふるいもののようではあるが、そのぶん由ゆい緒しょがありそうな、立りっ派ぱな剣けんだ。

（これが、罪つみ滅ほろぼしの剣けん……。骨こっ董とう品ひんってやつなのかな。よくわかんないけど、なんか、値ね打うちのあるものだったりするんだろうか……）

　などと考かんがえつつ、信のぶ樹きは、ちらちらとその剣けんに目めをやった。

「信のぶ樹き」

「はっ……はい！」

　神かみさまに呼よばれ、信のぶ樹きはあわてて姿し勢せいを正ただす。

「おまえはなぜ、この届とどけ物ものを、すぐに私わたしのもとへ持もってこようとしなかったのだ？」

「す……すみません。……少すこし、考かんがえ事ごとをしてて」

「決きまりごとに、逆さからおうとしたわけではあるまいな？」

「……もちろんです！　そんなことは、けっして──」

「うむ、ならよい。わかっているな？　この家いえでの決きまりごとは、おまえの願ねがいを叶かなえるために、必ひつ要ようなことなのだぞ。それを忘わすれるでない。もし、今こん後ごもこのような届とどけ物ものがあれば、そのときは、呼よび出だしの前まえにおまえみずから──」

　しゃべっている途と中ちゅうで、神かみさまは、ふいに少すこしよろめいた。

　どうやら、抱かかえた剣けんの重おもみのせいらしかった。

　神かみさまは、体たい勢せいを立たて直なおしてから、ふう、と一ひと息いきついて。

　ゆっくり数すう歩ほあとずさり、そのまま壁かべにぴたりと背せを貼はりつけ、剣けんを壁かべに立たてかけた。

　それからまた進すすみ出でて、もとの位い置ちにもどってきた。

　その瞬しゅん間かん。




　パキッ……




　剣けんの鞘さやが、とつぜん音おとを立たてて、真まっ二ぷたつに割われた。

「！」

　鞘さやの中なかから、大おおきな刃やいばが現あらわれる。

　くもり一ひとつない、ピカピカの刃やいば。

　鏡かがみのようなその刃やいばが、剣けんのななめ前まえにあるものを。

　すなわち──神かみさまの背せ中なかを、くっきりと映うつしこんでいた。

　それを見みて、信のぶ樹きは目めを見み開ひらいた。

　なぜならば。




　神かみさまの背せ中なかには、ファスナーが付ついていたからだ。
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「…………な」

　信のぶ樹きは絶ぜっ句くした。

　それと同どう時じに、目めが覚さめたような心ここ地ちがして、たちまち頭あたまがはっきりしてきた。

（え……？　なんだこれ。おれは今いままで、何なにやってたんだ？　なんで、こいつを神かみさまだなんて、信しんじこんでたんだ……？）

　そういえば……と、信のぶ樹きは思おもう。

　この神しん殿でんの中なかで、いつもこちらを向むいている神かみさまの姿すがたしか、住じゅう人にんは知しらない。

　神かみさまは、この神しん殿でんの中なかでしか、人ひと前まえに姿すがたを現あらわさないから。

　神かみさまはいつも、住じゅう人にんが神しん殿でんの戸とを開あける前まえに、その中なかにいて。

　住じゅう人にんが神しん殿でんから出でていったあと、外そとからは見みえない神かみさま専せん用ようの戸とを使つかって、神かみさまの部へ屋やへと帰かえっていく。

　そういうふうにしていたから。

（そうだ……今いままでずっと。神かみさまは、だれにもぜったい、その背せ中なかを見みせないようにしてた。それは、この正しょう体たいを、見み破やぶられないようにするためだったんだ。……こんな。──こんな）

　なんともありがたく、神こう々ごうしいものに見みえていた、神かみさまの姿すがた。

　けれど、今いまこうして目めの前まえにあるのは。

「──ただの、着きぐるみじゃないか、こんなもの」

　思おもわず信のぶ樹きがもらした、そのつぶやきに。

　着きぐるみの下したで「神かみさま」が、ピクリと表ひょう情じょうを変かえた気け配はいがした。

「神かみさま」は、あせったようにうしろの壁かべをふり向むいた。

　そして、そこに立たてかけた剣けんの刃やいばが、自じ身しんの背せ中なかを映うつしていることに、ようやく気きづいたようだった。

「おまえ……────見みたな！」

　さけぶとともに、「神かみさま」が信のぶ樹きのほうを向むく。

　着きぐるみの下したの恐おそろしい形ぎょう相そうが、見みえなくともわかるようだった。

　信のぶ樹きはふるえながら、それでもひるむことなく、口くちを開ひらいた。

「よ……よくも。よくもさんざん、でたらめばっかり、ほざいてくれたな！」

　涙なみだを浮うかべ、信のぶ樹きは「神かみさま」をにらみつけた。

「願ねがいを叶かなえる力ちからなんて、あんたは持もっちゃいないんだ！　なのに、人ひとから物ものや金かねを巻まき上あげて、ただ働ばたらきさせるために、調ちょう子しいいこと言いいやがって……！　あんたは、神かみさまなんかじゃない！　神かみさまの皮かわをかぶった、ただの人にん間げん──……いや、詐さ欺ぎ師しだ！」

「……ぐっ」

　短みじかくうなった「神かみさま」は、一歩ぽ、二歩ほとあとずさり──。

　ふんっ、と息いきを吐はきすてた、かと思おもうと。

　うしろの壁かべに立たてかけていた、罪つみ滅ほろぼしの剣けんを、カチャリと手てに取とった。

「それを知しられたからには……おまえを、生いかしておくわけにいかないな」

　そう言いって、「神かみさま」は、ためらいなく剣けんをふり上あげた。

　逃にげる間まもなかった。

　重おもい大おおきな刃やいばが、信のぶ樹きに向むかってふり下おろされる。

（──ああ。……ごめん、叶かの）

　体からだが動うごかない。まぶたさえも、閉とじることができない。

　一いっ瞬しゅんの時ときが、何なん十じゅう秒びょうにも感かんじられた。

（結けっ局きょく、おれ……叶かののために、何なにもできなかった。罪つみをつぐなうこと、できなかった──）




　ガキン──！




　信のぶ樹きに当あたる直ちょく前ぜんで、剣けんの刃やいばが、音おとを立たてて跳はね返かえされた。

　勢いきおいあまった刃やいばは、反はん対たいに、剣けんを持もつ「神かみさま」へとふり下おろされて。

　その勢いきおいのまま、【神かみさまの皮かわ】を、ざっくり大おおきく切きり裂さいた。
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　……気きがついたとき。

　信のぶ樹きのそばには、罪つみ滅ほろぼしの剣けんを届とどけにきた、あのお使つかいの人ひとの姿すがたがあった。

「…………え？　…………おれ……どうして……？」

　ゆっくりと手て足あしを動うごかして、信のぶ樹きは、板いた間まの床ゆかから起おき上あがる。

　そばに座すわるお使つかいの人ひとが、へらりと軽かるく笑わらって言いった。

「あの剣けんで、切きられたかと思おもった？　だいじょうぶ。きみは、傷きず一ひとつないみたいだよ。気きを失うしなってたようだけどね」

「……どうして」

　わけがわからず、信のぶ樹きはそうくり返かえす。

　ふと見みると、お使つかいの人ひとの手て元もとに、あの剣けんがあった。

　重おもたそうに剣けんを袋ふくろに入いれながら、お使つかいの人ひとは言いった。

「これは、【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】だから。罪つみを背せ負おった者ものを切きることはできても、『罪つみを許ゆるされた者もの』を切きることは、できないんだよ」

　信のぶ樹きは、息いきをつまらせた。

「……それって」

「この剣けんの刃やいばが跳はね返かえされたってことは、きみにはもう、背せ負おうべき罪つみはないってこと。きみがつぐないたい相あい手て──叶かのちゃんは、きみを許ゆるしてるってことだよ」

「………………」

　言こと葉ばが出でなかった。

　信のぶ樹きは、ぎゅっとこぶしをにぎって、目めの前まえにあるその剣けんを見みつめた。

　しばらくの間あいだ、そうして、じっとうつむいていた。

　それから、ふと。

「あ……」

　もう一ひとつ、大だい事じなことを思おもい出だした。

「あの……それじゃあ。『神かみさま』は──あれから、どうなって」

　信のぶ樹きがたずねると、お使つかいの人ひとは、少すこし離はなれたところを指ゆびさした。

　そこには、着きぐるみが落おちていた。

　でろんとやわらかい、神かみさまの皮かわの着きぐるみ。

　切きり裂さかれたその皮かわの中なかに、人ひとは入はいっていなかった。

　皮かわの中なかには──。

　人ひとの体からだの代かわりに、たくさんのお守まもり袋ぶくろが、あふれ出ださんばかりにつまっていた。

　やがて、信のぶ樹きたちのいる神しん殿でんに、どやどやと住じゅう人にんたちがやってきた。

　お使つかいの人ひとが、みんなを呼よび集あつめたのだろうか。

　住じゅう人にんたちは、神かみさまの皮かわのまわりを取とり巻まいて、みんな手てに手てに、皮かわの中なかのお守まもり袋ぶくろを取とり出だしていった。

「神かみさまが、みなに残のこしてくださったお守まもりだ。ありがたや、ありがたや……」

「私わたしは、金きん運うんのお守まもりを……」

「俺おれは、健けん康こう運うんのお守まもりを……」

「勝しょう負ぶ運うんのお守まもりは……ああ、あったあった」

「商しょう売ばい繁はん盛じょうのお守まもり……これだな」

「長ちょう寿じゅのお守まもり……いただきますね。神かみさま、ありがとうございます」

　口くち々ぐちに、そうつぶやきながら。

　住じゅう人にんたちは、それぞれが必ひつ要ようとするお守まもりを、探さがし出だして手てに入いれているようだった。

　きっと、それぞれが神かみさまに願ねがっていたことを、叶かなえるためのお守まもりなのだろう。

　そんな光こう景けいを、ぼうぜんとながめて、信のぶ樹きは言いった。

「あのお守まもりって……まさか」

「ああ。【神かみさまの皮かわ】の中なかに入はいっていた人ひとが、この剣けんに切きられて、皮かわいっぱいのお守まもり袋ぶくろになったんだ。あの人ひとの持もってた運うん気きや寿じゅ命みょうを、みんなで分わけっこできるように」

　お使つかいの人ひとは、なんでもないことのように、そう返かえした。

「みんなの願ねがいを叶かなえるには、人ひと一人ひとりぶんの運うん気きや寿じゅ命みょうじゃ、ご利り益やくが足たらないとは思おもうけど。──まあ、せめてもの罪つみ滅ほろぼし、くらいにはなるかもね～」




　そうして、やがて。

　住じゅう人にんたちは、お守まもり袋ぶくろを一ひとつ残のこらず取とりつくし、神しん殿でんから出でていった。

　あとに残のこったのは、中なか身みが何なにもなくなって、ぺしゃんこにつぶれた皮かわだけだった。
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　カタログを閉とじて、のぞめは、むーと口くちをへの字じに曲まげた。

「のぞめさん……。あの、まだ、怒おこってるんですか？　ぼくのカタログで、マークをコンプリートしちゃったこと」

「え……。いや、そうじゃないよ」

　かぶりをふって、のぞめは、ニエノにカタログを返かえした。

「ただ、この試し供きょう品ひんの話はなしに出でてきた……お人ひとよしの、叶かのちゃんって子こが、報むくわれないなあって思おもっただけ」

　うつむいてひざを抱かかえ、のぞめはまた顔かおをしかめた。

「叶かのちゃんて子こ、ほんとに、ひどいことされたのにさ。それでもやさしく相あい手てを許ゆるして、生いき返かえることもできずに、相あい手ての男おとこの子こだけ救すくわれてハッピーエンドとか──……そんなの、私わたし、気きに食くわないんだもん」

「……そうですか」

　ニエノは、納なっ得とくしたようにうなずいた。

「叶かのさんが、もし、信のぶ樹きさんを許ゆるしていなければ──【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】によって救すくわれたのは、叶かのさんだったかもしれませんね。信のぶ樹きさんの命いのちと引ひき換かえに、とかで」

「そうなんだよねー。私わたしは、そっちのほうがよかったな。……いや、べつに。私わたしは【魔ま】だから、人ひとの……叶かのちゃんて子この、幸しあわせを望のぞむわけじゃないけどね！　叶かのちゃん本ほん人にんがどう思おもってようと、あくまで私わたしが、こんなの気きに食くわないってだけだから！」

　あわててそう付つけ加くわえ、のぞめは、はあっとため息いきをついた。

　けれど、すぐに気きを取とり直なおし、大おおきく伸のびをしながら立たち上あがった。

「まあ、でも、いいや。それより、〈失しつ望ぼう〉マークの初はつコンプリートを、よろこばなきゃ」

「……本ほん当とうに、そう思おもってくれてます？」

「あーもー、さっきはすねて悪わるかったってば。──早はやく、失しつ望ぼうの結けっ晶しょう、取とり出だしちゃおうよ」

　のぞめにうながされ。

「そうですね」と、ニエノは、カタログの表ひょう紙しに指ゆびをふれた。

　闇やみ色いろの表ひょう紙しに、とぷり、と指ゆびが沈しずみこむ。

　そうしてニエノは、闇やみ色いろの中なかから、ハート形がたの結けっ晶しょうを取とり出だした。

〈失しつ望ぼう〉マークと同おなじ、×ばつ印じるしの入はいったハート。

　それは、ハートの部ぶ分ぶんが影かげの色いろで、×ばつの部ぶ分ぶんが月つき明あかりの色いろをした結けっ晶しょうだった。
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「へえー。これが、ニエノさんのカタログで作つくった結けっ晶しょうかあ。コモリさんの結けっ晶しょうとは、ぜんぜん色いろ合あいがちがうなあ」

「コモリさんって……たしか、のぞめさんが【魔ま】になるきっかけになった、女おんなの人ひとですよね」

「うん。人ひとっていうか、コモリさんも【魔ま】だけどね。だから、先せん輩ぱいみたいなもん」

「コモリさんのカタログの結けっ晶しょうは、どんな色いろだったんですか？」

「んーとね。なんか、踏ふみ切きりみたいな色いろだったな。ランプみたいな赤あかい色いろのハートに、黒くろと黄き色いろでしま模も様ようになった×ばつ印じるしが入はいってた」

「カタログを使つかう【魔ま】によって、手てに入はいる結けっ晶しょうの色いろも、いろいろなんですね……」

　失しつ望ぼうの結けっ晶しょうを手てに入いれた【魔ま】は、それと引ひき換かえに、特とく典てんを手てに入いれることができる。

　その特とく典てんとは、自じ分ぶんの望のぞみを叶かなえてくれる、オリジナルアイテムだ。

（あのとき、私わたしの〈失しつ望ぼう〉でマークをコンプリートして、コモリさんは結けっ晶しょうを手てに入いれた。……あれから、コモリさん、望のぞみを叶かなえられたのかなあ）

　なつかしいその顔かおを思おもい出だし、のぞめは、ちょっとだけしんみりした。

「……で。ニエノさんは、その結けっ晶しょう、どーすんの？」

「うーん、どうしましょう？　特とく典てんをもらって叶かなえたい望のぞみって、特とくに思おもいつかないんですよね……。いっそのこと、のぞめさんの望のぞみを叶かなえるために、この結けっ晶しょう、使つかいましょうか？」

「ええっ？　いいよそんなの。私わたしの望のぞみに、ニエノさんの結けっ晶しょう使つかうってのは、なんか……。やっぱり、自じ分ぶんのカタログで手てに入いれた結けっ晶しょう、使つかいたいもん」

「そういうものですか」

「うん。だからそれは、ニエノさんが大だい事じにとっときなよ。ニエノさんにも、いつか、叶かなえたい望のぞみができるかもしれないんだしさ」

「……では、お言こと葉ばに甘あまえて」

　結けっ晶しょうを手ての中なかににぎって、ニエノは、のぞめに頭あたまを下さげた。

「それにしても……ニエノさん、どう思おもう？　試し供きょう品ひんの話はなしの『横よこやり』について」

　のぞめは、ニエノの持もつカタログを、指ゆびさしついでにちょんとつついた。

「【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】ってアイテム……あれってたぶん、カタログの商しょう品ひんだよね」

「でしょうね。アイテムを渡わたした人にん間げんが、こっちの知しらない、べつのアイテムの力ちからで〈失しつ望ぼう〉することになるなんて……こんなことも、あるんですね」

　のぞめとニエノは、顔かおを見み合あわせた。

　なんにせよ、今こん回かいは、運うんが良よかったようである。




[image: ]




　幽ゆう霊れいになったカノは、「神かみさまの家いえ」に行いって、一いち部ぶ始し終じゅうをそばで見みていた。

【幽ゆう霊れいライト】で照てらされなければ、人ひとにカノの姿すがたは見みえず、声こえも聞きこえない。

　だから、「神かみさま」のもとで働はたらかされ、心しん身しんともにボロボロになっている信のぶ樹きを見みても、カノはどうすることもできなかった。

　とはいえ、たとえカノが、信のぶ樹きと話はなすことができたとしても。どのみち、信のぶ樹きが【神かみさまの皮かわ】の背せ中なかを見みないことには、どうにもならなかったかもしれない。

　あそこに信のぶ樹きがいることを、教おしえてくれたのは、光みつ凪なぎだった。

「光みつ凪なぎさんんん……ほ、本ほん当とうに……ありがとうございましたあああ……！」

　だあーっと涙なみだを流ながして、カノは、深ふか々ぶかと光みつ凪なぎに礼れいをした。

　幽ゆう霊れいでも、一いち応おう、幽ゆう霊れいとしての涙なみだは出でるらしかった。

「の……ノブくんが、あんなことになってたなんて……。でも、よかったっす……。ノブくんが、あの剣けんで、ケガとかしなくて……あのインチキ神かみさまから、解かい放ほうされて……」

　それに──。

　自じ分ぶんは、信のぶ樹きに苦くるしんでほしいなんて、これっぽっちも思おもってない。

　そのことが、きっと、【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】のおかげで伝つたわった。

　だからといって、信のぶ樹きがこの先さき、罪つみの意い識しきからも解かい放ほうされるかどうか──それは、わからないけれど。

「カノ……きみは、本ほん当とうにやさしい、いい子こだね」

　光みつ凪なぎは、ライトでこちらを照てらしながら、そう言いってほほ笑えんだ。

「ところで、カノ。【神かみさまの皮かわ】を、あの人にん間げんに渡わたしたやつのこと、きみはどう思おもう？」

「へ……？　そ、そりゃあ。……ひどいと思おもいますよ」

　ライトの光ひかりの中なかで、カノはうつむいた。

「神かみさまの皮かわをかぶった、あの人ひとは……ノブくんや、ほかにもたくさんの人ひとに、ひどいことしたっすけど。そもそも、あんな道どう具ぐを手てに入いれなきゃ、『神かみさまの家いえ』なんてもの、造つくらなかったでしょうに。そしたら、あの人ひとだって、平へい穏おんな人じん生せいを送おくれたかもなのに。……そう考かんがえると、あの人ひともある意い味み、気きの毒どくな人ひとかもしれないっす」

　カノのその答こたえを聞きいて、光みつ凪なぎは、満まん足ぞくげにうなずいた。

「そう──そうなんだよ。カタログで注ちゅう文もんできる、不ふ思し議ぎな力ちからを持もった道どう具ぐ。それは本ほん当とうなら、人ひとの望のぞみを叶かなえて、人ひとを救すくい、幸しあわせにするためのものなのに。この世せ界かいには、人ひとを不ふ幸こうにするためだけに、カタログと道どう具ぐを使つかっているやつらがいるんだ。──そいつらは、【魔ま】の者ものと呼よばれていてね」

　光みつ凪なぎは、真まっ白しろな表ひょう紙しの本ほん──カタログを、カノに向むかって差さし出だした。

「カノ。きみにはぜひ、神かみさまとなって、人ひとの望のぞみを叶かなえるために、カタログを使つかってほしい。そして──世せ界かいから【魔ま】を滅ほろぼすことに、協きょう力りょくしてほしいんだ」

「…………はっ!?」

　思おもわず、カノはすっとんきょうな声こえを上あげた。

　そもそも、幽ゆう霊れいになった直ちょく後ごに、この人ひとから「神かみさまになってほしい」とか言いわれた時じ点てんで、かなりびっくりはしたのだけれど……。

（な……なんか……思おもったよりも、話はなしが大おおきくなってきたっすね……）

【魔ま】を滅ほろぼす──とか言いわれても。正しょう直じき、カノにはピンとこなかった。

　話はなしの流ながれからして、【神かみさまの皮かわ】をあの人にん間げんに渡わたしたのが、その【魔ま】という存そん在ざいなのだろう。それはわかるし、そいつのことをたしかに自じ分ぶんは、ひどいと思おもうと答こたえたけども。

（その【魔ま】ってのがどういうものなのか、自じ分ぶんはまだ、よく知しらないし……。それを滅ほろぼすのに協きょう力りょくしてほしいって、いきなり言いわれても……。今いますぐには、「いいですよ」とも「いやですよ」とも、答こたえづらいっす。……うーん）

　でも、光みつ凪なぎは、今いますぐの返へん事じを待まっている様よう子すだ。

　そしてあきらかに、カノが「いいですよ」と返へん事じするのを期き待たいしている。

　こまったカノは、とりあえず──いったん話はなしをそらすことにした。

「あ……あのー。そういえば、ノブくんに【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】を届とどけてくれた、お使つかいの人ひと……。あの人ひとは結けっ局きょく、何なに者ものだったんすか？　ひょっとして、あの人ひとが、本ほん物ものの神かみさま……？」

「ああ──いや」

　話はなしをそらされたからか、光みつ凪なぎは、少すこしつまらなそうな顔かおになる。

「彼かの女じょはちがう。【罪つみ滅ほろぼしの剣けん】を注ちゅう文もんしたのは、仲なか間まの神かみさまだけど。お使つかいの彼かの女じょは、こちらの味み方かたに引ひき入いれた【魔ま】の者ものだよ」

「え？　光みつ凪なぎさんの味み方かたにつく【魔ま】ってのも、いるんすか？」

「まあ、もちろん、例れい外がい的てきにだけどね。そのほうが、ほかの【魔ま】を油ゆ断だんさせて情じょう報ほう収しゅう集しゅうをするのなんかに、都つ合ごうがいいからさ」

「ふーん。スパイみたいなもんすか」

「そういうことだね。……あ。彼かの女じょには、『神かみさまの家いえ』の捜そう査さも頼たのんでいたんだよ。人にん間げんではないぶん、人にん間げんよりもいろいろな場ば所しょに、自じ由ゆうに出で入いりできるから。それで、彼かの女じょを通とおして、信のぶ樹きくんやきみの情じょう報ほうを得えることができたってわけなんだ。──おっと、うわさをすれば」

　光みつ凪なぎが、カノのうしろに目めをやった。

　カノがふり向むくと、そこには、「神かみさまの家いえ」で見みたあのお使つかいの人ひと──【魔ま】の姿すがたがあった。

　その【魔ま】はカノを見みて、「どーも」と軽かるくあいさつした。

「ご苦く労ろうさま。頼たのんでいたものは、持もって帰かえってくれたかな」

　光みつ凪なぎがそう言いうと、その【魔ま】は持もっていたカバンから、ずるりと何なにかを取とり出だした。

　それは、【神かみさまの皮かわ】だった。

「カノ。ちょっと、これを羽は織おってみてくれないか」

「へ？　……は、はい」

　少すこし気き味みが悪わるいな……と思おもいつつ、カノは言いわれたとおり、正しょう面めんから大おおきく切きり裂さかれたその皮かわを、肩かたにかけてみた。

　すると光みつ凪なぎは、カノを照てらしていたライトを消けして。

「うん、よし。【幽ゆう霊れいライト】がなくても、これならきみの姿すがたが見みえるみたいだ。それじゃ、このカタログを手てに取とってみて」

　カノはうなずき、【神かみさまの皮かわ】に手てを通とおし、光みつ凪なぎの差さし出だしたカタログを受うけ取とった。

　幽ゆう霊れいになって、カノは物ものにさわることができなくなっていた。けれど、不ふ思し議ぎな力ちからが宿やどったこの道どう具ぐを身みにまとえば、仮かりの実じっ体たいを持もてるようだった。

　そして、一つ。カタログをじっさい手てに取とって、気きづいたことがあった。

（あれ……？　この白しろい豪ごう華かな表ひょう紙しって、ブックカバーだったんだ）

　カノは、そのカバーをちょっとはずしてみた。

　カバーの下したから出でてきた、本ほん物ものの表ひょう紙しの色いろは、真まっ黒くろだった。

「カノにはそのうち、もっときみにふさわしい、いい容いれ物ものを探さがすつもりだ。それまでは、とりあえずそれを羽は織おっていなさい」

「はあ……」

「そこまで損そん傷しょうが大おおきいと、もう【神かみさまの皮かわ】としては使つかえないだろうが……。まあでも、どちらにせよ、皮かわだけ神かみさまでもしょうがないからね。大だい事じなのは中なか身みだよ。カノのような子ここそ、神かみさまと呼よばれるのにふさわしい。──ねえ、きみも、そう思おもわないか」

　光みつ凪なぎは、そこにいる【魔ま】に顔かおを向むけ、同どう意いを求もとめた。

　対たいしてその【魔ま】は、

「あー、はいはい、そうですね～」

　と、すごくどうでもよさそうな態たい度どで返かえした。

　味み方かたに引ひき入いれた【魔ま】ということだが……なんだか、チームワークはよくなさそうだ。

　そんな気け配はいを感かんじつつ、カノはとにかく、この【魔ま】にも礼れいを言いわねばと思おもった。

「あっ、あの。ノブくんを助たすけてくださって、ありがとうございました！　えっと……お名な前まえ、なんていうんですか？」

　カノにそれを聞きかれて。

　その【魔ま】は、へらりと笑わらってこう答こたえた。




「──コモリ、とでも呼よんでくれたらいいですよ～」

















おまけ






　私わたしの親しん友ゆうは、謎なぞの多おおい不ふ思し議ぎなやつだ。

　もう何なん年ねんも、こうして一いっ緒しょにいるっていうのに。生うまれ故こ郷きょうのことも親おやや家か族ぞくのことも、いまだにいっさい何なんも語かたらない。まあ、それはいろいろ事じ情じょうがあるんだろうし、別べつにいいけど。

　不ふ思し議ぎというのは、やつがしばしば未み来らいをぴたりと言いい当あてるからだ。はやりの漫まん画がや歌うた、テレビ番ばん組ぐみや新しん商しょう品ひんなんかを、やつはそれらが世よに出でるはるか前まえから知しっていた。

　そんな親しん友ゆうには、なんでもずっと前まえから、どうにかして会あいたい人ひとがいるという。──「何なん度ども会あいに行いこうとしたんだけどね。いつもいつも、まるで見みえない力ちからに邪じゃ魔まされてるみたいに、どうしても会あうことができないの」……親しん友ゆうは、いつだったかそう話はなした。奇き妙みょうな話はなしだ。

　そして、つい先せん日じつ。親しん友ゆうは、その「会あいたい人ひと」に会あいに行いくために会かい社しゃを休やすんだ。「もう、これが最さい後ごのチャンスだから」と言いって。けれど、結けっ局きょくまた会あうことはできず、その人ひとは遠とおくに行いってしまったらしい。もう、追おいかけることができないくらい、ずっと遠とおくに。

「このキップを証しょう拠こに見みせて、あの子こが電でん車しゃに乗のるのを、引ひき止とめたかったのに」

　親しん友ゆうが昔むかしからずっと大だい事じに持もっている、変かわったデザインのキップ。それを見みつめながらやつがこぼした、その言こと葉ばの意い味みは、わからない。あえて詮せん索さくする気きもない。

　ただ──「ちょっと、いじわるなこと言いってもいい？」そう前まえ置おきして、私わたしは言いった。「きみがもし、その会あいたい人ひとに会あえてたら。きみはたぶん、私わたしの前まえから消きえていたような気きがする。なんとなく。……だから、きみがその人ひとに会あえなかったと聞きいて、私わたしはとてもホッとした」

　親しん友ゆうは、「ほんとにいじわるなんだから」と私わたしをにらんだあと、吹ふっ切きれたように笑わらった。
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